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ヤーコン研究会会則 
 

第１条  本会はヤーコン研究会と称する． 

第２条  本会は会員相互の親和，協力を計り，ヤーコ

ンに関する総合的研究を進め，技術と利用に関

する問題を研究することを目的とする． 

第３条  本会の会員は正会員，学生会員および賛助会

員とする． 

１．正会員は本会の趣旨に賛同し，入会した個人

とする． 

２．学生会員は高等学校を卒業し，修学中の学生

とする． 

３．賛助会員は，本会の事業を賛助するために入

会した団体または機関とする． 

第４条  本会の事務局は事務局長の所属する機関に置

く． 

第５条  本会は第２条の目的を達成するために，次の

事業を行なう． 

１．研究会，講演会の開催 

２．会報の発行 

３．その他必要と認める事項． 

第６条  本会に次の役員を置く．会長１名，副会長３

名，事務局長１名，幹事若干名，会計監査２名．

役員の任期は２年とする．ただし，再任は妨げ

ない． 

第７条  本会に顧問若干名を置くことができる．顧問

は，本会の運営に関する重要事項について意見

を聞くことができる． 

第８条  会長，副会長は総会において推薦する．事務

局長，幹事，会計監査は会長の委嘱による． 

第９条  会長は会務を総括する．副会長は会長を補佐

し，会長支障ある場合これに代わる．事務局長

は幹事を統括し，幹事とともに会長の命を受け

て会務を処理する．会計監査は本会の会計を監

査する． 

第10条  総会は年１回開催する．必要がある場合は臨

時総会を開催することができる． 

第11条  総会には，次の事項を附議する． 

１．役員の選出 

２．事業報告 

３．会計報告 

４．その他必要と認める事項 

第12条  本会の会費は正会員年2,000円，学生会員年

1,000円，賛助会員年１口以上（１口10,000

円）とする． 

第13条  本会の経費は会費およびその他の収入をもっ

てこれに充てる． 

第14条  本会の事業年度は毎年４月１日～翌年３月

31日とする． 

第15条  本会に入会を希望するものは，会長あて住所，

職業（所属機関）を記入した入会申込書に１年

分の会費を添えて提出する．退会しようとする

ものは，会長あて退会届けを提出する．ただし，

退会の場合すでに納めた会費は払い戻さない． 

第16条  本会の会則は総会の議を経て変更することが

できる． 

附  則  本会則は平成１０年３月１日より施行する． 

表紙の写真 

ヤーコン研究会 第４回春季大会の様子 

撮影者：月橋輝男（茨城大学農学部） 
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第４回講演会要旨 

 

１ 

 

第４回講演会プログラム 

 

Ⅰ  一般講演 

  １）体験発表 

          座長：原  弘道（茨城大学農学部） 

      （１）ヤーコンに関する失敗談  

            伊藤洋行（茨城県阿見町） 

      （２）ヤーコンの健康効果 

            伊藤洋行（茨城県阿見町） 

      （３）南農高校におけるヤーコン栽培と取り組みについて 

            ○坂崎勇人・石原美香・小林ふみ・伊藤友亮・小椋勇樹・倉科由一，垂澤和憲 

            （長野県立南安曇農業高等学校バイテク研究部） 

  ２）研究発表 

     座長：藤野雅丈（農水省四国農業試験場） 

      （４）有機質肥料の施用がヤーコンの生育と塊根の収量・品質に及ぼす影響 

○加藤  猛・月橋輝男・原  弘道・井上栄一（茨城大学農学部） 

（５）ヤーコンの生育初期におけるアブラムシ駆除がその後の生育と塊根収量に及ぼす影響 

○手島晶子・月橋輝男・原  弘道・井上栄一（茨城大学農学部） 

     座長：井上  敦（ホクレン農業協同組合連合会） 

      （６）ヤーコンを食材とする新製品開発 

            渡辺博敏（ヤーコン協同組合） 

      （７）フラクトオリゴ糖含量を損なわないヤーコン塊根の粉末化法 

○寺田澄男 1・田中雅之 1・野口直人 1・村本敦比古 2
 

（１全薬工業株式会社中央研究所，２全薬工業株式会社開発二課） 

      （８）ヤーコン塊根中のトレハラ－ゼ阻害活性物質の単離および同定 

○西村弘行 1・松澤貴詩 1・佐藤  敦 1・斎藤昭産 2・佐渡宏樹 2
 

（１北海道東海大学工学部生物工学科，２（株）北海道バイオインダストリ－） 

Ⅱ  ポスタ－発表（こぶし会館） 

（１）地上部の茎数制限がヤーコンの生育と塊根収量に及ぼす影響 

○井坂容子・月橋輝男・原  弘道・井上栄一（茨城大学農学部） 

（２）マルチ資材の相異がヤーコンの地上部の生育と塊根収量に及ぼす影響 

○細川英子・月橋輝男・原  弘道・井上栄一（茨城大学農学部） 

（３）茨城県大子地域におけるヤーコンの生産性の検討 

○月橋輝男 1・加藤  猛 1・原  弘道 1・井上栄一 1・菊池明美 2 

（１茨城大学農学部，２茨城県立大子第一高等学校） 

Ⅲ  特別講演 

      司会：西村  弘行（北海道東海大学工学部） 

     （１）The Agriculture in Peru-Crops in the Andean Zone 

（ペル－農業の現状とアンデスの不思議な作物） 

ルイス前薗氏（ペル－共和国 ラ・モリ－ナ農業大学 副総長） 

（通訳  丹羽 勝（茨城大学農学部）） 

     （２）新品種「サラダオトメ」とヤーコンの品種改良 

中西建夫氏（農林水産省四国農業試験場 上席研究官） 
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ヤーコン栽培に関しての失敗談 
阿見町 伊藤洋行 

 
 1999 年４月に６反歩の土地を借りてヤーコン
の栽培を開始してほぼ２年が経った．農業は初め

てだったので他の方がしないような失敗を数多

くしている．そこで，失敗談をいくつか紹介し，

場合によったら研究のネタを探してもらえたら

と思う．1999 年はヤーコン種芋の数が少なかっ
たこともあり，２反歩ほどしか植え付けられなか

った．前年茨城大でヤーコンの畑に線虫が発生し

たと聞いたので，線虫回避植物として，えん麦ネ

グサレタイジ，クロタラリア，コブトリソウ，セ

スバニア田助などを蒔いた．線虫に対する効果の

程ははっきりしなかったが，種の実るまで植えて

いた．セスバニア田助は太さ 8cm，高さ 3mにも
なってしまい，後の処理が大変だった． 
 クズイモ（ヤムビーン）を植えるとマルチ代わ

りに雑草を抑制してくれると言う話を読み（現代

農業，(1998.7,p.124)），試みたが密度が低かった
ためか，雑草抑制効果は見られなかった．芋は直

径 20cm位のものが取れ，味については評判がよ
いという程ではなかった． 
芋の保存は地面に掘った穴，ダンボール箱，米

袋等に入れて試した．ダ

ンボール箱に入れておい

たものは５月位になると

ショウジョウバエが発生

した．畑の楓の木の下に

置いておいた所，コクワ

ガタとカブトムシが大量

に取れるようになった．

芋が大分食われてからは

まだ同定できていない幼

虫が芋を食い荒らした．

コオロギ，ゴキブリ類が

多くなった．カブトムシ

が卵を産んだらしく，そ

の幼虫と思われるものも

出現した．保存中の塊茎

にくっついている茎の中

にはシロアリがいた．ク

ワガタやカブトムシは掘

り立てのヤーコンの芋は

食べないのだろうか？ 
地面に掘った穴に保存

しておいたヤーコンの芋

は夏になるにつれコオロ

ギが大発生し，次第に腐っていったが，一部の芋

には写真のようなカルス状のものができていた．

発芽を試みたがうまくいかなかった． 
 
 種芋（塊茎）は穴を掘って入れ，上に枯草のみ

をかけたものと，ビニールシートをかけたものと

を試みた．枯草のみをかけたものは，雪の影響か，

上部が腐っていた．ビニールシートをかけておい

たものは，真冬でも阿見町が暖かいせいか，２月

頃からモヤシ状に出芽した．４月半ばに植付けの

ために掘り出したところ，1m 位モヤシ状にのび
ているものもあった．収穫期の種芋は甘味が殆ん

どなく，キクイモに似た味だったが，出芽後の種

芋はかなり甘味が増していた．また，モヤシ状の

部分は，白ければ甘味があるが，緑化したものは

苦味が出ていた． 
 2000 年にはヤーコンを植え付けた３反歩程を
雑草園にしてしまったが，草陰にトカゲが沢山卵

を産んでいた．殆んどが４個ずつ産んであり，５

個，３個，２個のものも例外的にあった．冬眠す

る時も４匹ずつのことがある．

クロタラリア クズイモ（葛芋） 

 
コクワガタ 変な幼虫 

 
ヤーコン芋にできたカルス ヤーコン？ シモン１号 
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ヤーコン芋の健康効果 
阿見町 伊藤洋行 

 
ヤーコンの芋と茎葉には色々な健康効果があるこ

とが知られているが(1,2)，ヤーコンの普及（販売）に
関しては厳しいものがあり，大学や研究機関の協力が

求められる(3)． 
食品は口から摂取すると胃腸で消化吸収され，血流に

乗って必要な部位に運ばれる．ポリフェノールのような薬

理作用を示す物質は，作用を発現する部位（レセプター

や酵素）に到達して機能性を発揮する．従って，腸や血

管の正常化は重要である．メシマコブやシイタケのような

キノコ類は白血球（免疫）を活性化し抗ガン効果を示すこ

とは良く知られているが(2)，キャベツ，ナス，大根，バナ
ナなどの野菜・果物にも同様の作用があることが分かって

きた(4,5)．ヤーコンについては調べられていない． 
現代日本人の食生活は欧米化し，脂っこい肉類，白

米のように微量元素の少ない精製食品，インスタント食品，

ファーストフードの多食，清涼飲料水の多飲がなされてい

るが，野菜摂取量は減少している．一部女子中高校生で

は異常なダイエットがなされている．こういった食生活は

便秘，肥満，高脂血症，高血圧，糖尿病，ガン，骨粗しょ

う症等の生活習慣病の引き金となっている．これらの病気

は腸，血管や免疫系が正常に機能しなくなるために生じ

ている． 
 
最近，九州農業試験場ではポリフェノールの一種，ア

ントシアニンを高濃度で含む紫色のサツマイモ（アヤムラ

サキ）を開発し，各種生物試験を行なうと共にヒト（ボラン

ティア）についても機能性の評価をし，肝障害改善，血圧

降下，便通改善の効果があることを示した(6,7)．赤ワイン
ブームから始まったポリフェノールブームにも乗り，現在

紫サツマイモがブームとなり，ジュース，菓子類等色々な

商品の開発が行なわれている．紫サツマイモの主成分は

デンプンであり，肝障害改善と血圧降下作用はアントシ

アニンによるもの，便通改善は食物繊維と緩下成分ヤラ

ピンとの相乗効果によるものとされている． 
 
ヤーコン芋の主成分はフラクトオリゴ糖でありサツマイ

モとは全く異なり主食とはなりえないが，明治製菓研究所

が示したようにフラクトオリゴ糖は胃腸の消化酵素では分

解吸収されず（低カロリー），大腸内の善玉菌であるビフ

ィズス菌を増やし有害菌を減少させ，腸内を健全にすると

共に便秘の改善など整腸作用がある，食物繊維類似作

用があり便通を良くしコレステロールを正常化する，生成

した有機酸がミネラルの吸収を高めるなどの機能性をも

つ．体験的に，整腸作用に関してはヤーコン芋のほうが

砂糖から合成された55%フラクトオリゴ糖製品よりも強い．
ヤーコンの場合には活性酸素を除去する作用のあるクロ

ロゲン酸（ポリフェノール）もかなりの量含まれているので，

相乗効果を調べると面白いだろう． 
 腸には腸管免疫系が存在する．ヨーグルトのような

形で外部からビフィズス菌を導入しても，胃酸で死ん

でしまい大腸まで届かないとか，元々自分の腹の中に

いた菌ではないので免疫が働いて排除されてしまう

と言われている．ヤーコン芋のフラクトオリゴ糖を食

べると例え少数であっても元々いた善玉菌は餌とし

て食べ増殖する．ヨーグルトと言う形であっても胃で

死滅しないで大腸まで届けばオリゴ糖により増殖で

きる．ビフィズス菌は病原菌（病原性大腸菌 O-157
を含め）による腸内感染を防ぐ，腸内細菌のバランス

を保ち，腐敗菌（悪玉菌）を抑制して，有害な腐敗産

物（発ガン物質）を減少させる，免疫力を高めるなど

の働きをもつ．オリゴ糖から生成された有機酸は腸内

を酸性にし，病原菌を殺す作用もある(8)．腸が健全
なら有害な発ガン物質が発生しないので，大腸ガンの

予防にもなり食物成分の吸収も良くなろう． 
活性酸素はコレステロール，細胞膜や遺伝子に損傷

を与える．過酸化されたコレステロールは動脈硬化の

原因となる．遺伝子が損傷すると正常細胞がガン化す

る．クロロゲン酸のようなポリフェノールは活性酸素

を除去して細胞のガン化を防ぐ．しかし，60 兆個と
言われる体細胞のうち，毎日 3000個程度ガン細胞が
できていると言われている．できたてのガン細胞は免

疫細胞(白血球)であるNK細胞やマクロファージによ
り攻撃・防除される．免疫系(白血球)の作用が弱いと
毎日できているガン細胞が消去されずに残ってしま

いガン組織にまで大きくなってしまう．白色野菜･果

物･キノコ類は免疫系(白血球)を強化する作用がある
ので，抗酸化物質を多く含む緑黄色野菜と共に大量に

摂取することが望ましい．ヤーコンの免疫効果につい

ての実験が待たれる． 
ガンや糖尿病等の生活習慣病は予防が最善である．

ヤーコンの芋にはフラクトオリゴ糖とクロロゲン酸

という生活習慣病予防のためにとてもよい成分が大

量に含まれている．正に現代日本人のための食材と言

ってよい．消費拡大が望まれる． 
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南農高校におけるヤーコン栽培と取り組みについて 
長野県立南安曇農業高等学校バイテク研究部 ○２年 坂崎 勇人  ２年 石原 美香 

２年 小林 ふみ  １年 伊藤 友亮 
１年 小椋 勇樹  １年 倉科 由一 

顧問 垂澤 和憲 
 

Ⅰ，はじめに 
 ヤーコンは食物繊維が豊富で，その健康的作用が広

く認められている．私たちの住む長野県では栽培はあ

まりされていない．そこで，長野県および安曇野の気

候条件はヤーコン栽培に適しているのか？この安曇野

の土質に合うものなのか？といった点を確認するため，

試験区を設定して生育調査をした．なお本実験ではヤ

ーコンの種芋を茨城大学丹羽先生にご提供いただくと

ともに，今回の栽培にあたってご指導を頂きました． 
 
Ⅱ，栽培方法 
・調査期間 平成 12年５月２日～11月 21日 
・試験区 対照区を合わせた５試験区を設定し，内容

にポリマルチ，わらマルチ，畝なし・ありを設定．対

照区については８個体，１～４試験区については各６

個体ずつ植え付けた．（表１） 
 

表１．試験区設定 
試験区   内   容 
対照区    畝なし 
１      畝あり 
２      畝あり・わらマルチ 
３     畝あり・マルチ 

         （５０日後にマルチを取る） 
４      畝あり・マルチ 

 
・植え付け方法 
準備）・鍬 ・メジャー 
     ・ヤーコン ・わら ・マルチ 
     ・移植ゴテ 
①１～４の試験区は畝の高さを４０ｃｍに立てる．  
②土を１０ｃｍほど掘る． 
③ヤーコンの芽を上にして置き，上から土を２～３倍

位かける． 
＊ビニールマルチは植える前に引き，わらマルチの場

合は植えた後に厚めにかける．＊試験区３については

地温の上昇すると推定される植え付け後５０日目の時

期にマルチを除去した． 
・調査方法及び項目 
調査１）植え付け後５０日目の時点で出芽した数を数

える． 

調査２）収穫時に草丈の長さ，茎の本数，地上部の重

量，地下部の重量を調査する． 
・収穫調査時期の設定 
 ヤーコンは地下部にイモがあるため，地上部から見

ただけでは収穫時期が分からない．そこで，１１月の

最初の霜が降りたのを目安として収穫することにした． 
準備） 
 ・よつば鍬 ・メジャー ・はかり 
 ・鎌 ・筆記用具 
①メジャーで草丈をはかる． 
②鎌で地上部を切り，茎の本数を調べる．③地上部の

重量を調べる． 
④よつば鍬で地下部の塊根を丁寧に掘り出す． 
⑤地下部の重量を調べる． 
 
Ⅲ，結果 
 植え付けから 50日後，発芽した株数を調査をした． 
 

表２，発芽して生育した個体数 
試験区  出芽数/植え付け数  
対照区   ８／８  
１    ６／６  
２    ６／６  
３    ３／６  
４    ３／６  

 
 収穫時に草丈（図１），茎の本数（図２），地上部の

重量（図３），地下部（塊根）の重量（図４）を調査し

試験区ごとに比較した．     

図１．草丈 
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 地下部の生長と地上部の生長の関係を見るため，地

下部の重量と地上部の重量の比率を算出した（図５）． 
Ⅳ，考察 
 対照区については他の試験区に比べると地下部重量

が多いが，地下部と地上部の割合では，値が一番小さ

いことや，塊根が複雑に入り組んで絡み合っており，

収穫作業がやりにくい上，塊根の形も変形したものが

ほとんどである．よって，畝立てをした試験区１～４

に比べて，作業効率や形が悪いことがあげられる．こ

れは，本校圃場はかつて水田から転作した土壌（粘土

質）であるため，平坦な状態では硬くなった土が根の

伸長を妨げ，同じ場所に集中して塊根が肥大してしま

ったことによると考えられる．しかし，畝立てをして

栽培することによって，本校圃場のようなかつて水田

だった土地や休耕田などの粘土質土壌でも栽培できる

ことがわかった． 
 このようなことから，稲作が盛んである安曇野に転

作作目としてヤーコンを広めることが可能である． 
 わらマルチをした試験区２の草丈・地下部重量とポリ
マルチをした試験区４の草丈・地下部重量を比較して

みると試験区２の方が草丈・重量ともに高いことから

ポリマルチよりわらマルチの方がヤーコン栽培にとっ

て良いことがわかった．試験区３は試験区４と特に差

がみられなかった．これは，わらの適度な保湿性，通

気性によりヤーコンが嫌う高温を防げたためではない

だろうか． 
 今回ヤーコンの収穫時期を最初の霜の降りた 11 月
21 日，つまり植え付けから約 200 日目に収穫したが，
収穫時期が遅かったため収穫したヤーコンを見るとほ

とんどに亀裂がはいってしまっていた． 
Ⅴ，展望 
 今回おこなった栽培試験では，わらマルチのヤーコ

ン栽培に及ぼす影響がわかった．今後，ヤーコンを増

殖して個体数を増やし，今回以上に正確なデータを取

ることが必要である．また，ヤーコンの利用方法につ

いても現在研究中であるが，今後も進めていきたいと

考える． 
Ⅵ，謝辞 
 今回のヤーコン栽培にあたって，ヤーコンのご提供

とご指導いただいた茨城大学 丹羽 勝 先生にお礼

申し上げます． 

図５．地下部と地上部の割合 
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図３．地上部の重量 
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図４．地下部の重量 
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有機質肥料の施用がヤーコンの生育と塊根の収量・品質に及ぼす影響 

茨城大学農学部  ○加藤 猛・月橋輝男・原弘道・井上栄一 
 
目的 
有機質肥料の使用は，地力の向上などの効果が

期待できるが，その施用は作物の生産性の向上や

品質の改善に結びついた場合において施用意義

があるといえる．本研究では有機質肥料（鶏ふん，

豚ぷん）の施用がヤーコンの生育と収量および品質

に及ぼす影響を検討した． 
材料及び方法 
1) 栽培方法 
本農学部附属農場約 1.4a に牛ふんを 10a 当り

3000kg 施した後，約 15cm の深さに耕起した．ヤ
ーコンの種イモは 1999 年に本農学部園芸学研究
室で収穫した塊茎を 20～30ｇに調製し，4月 22日
に植付けた．栽植距離 100×50cm，畝の高さ
30cm とし，地表面より 10cm の深さに植付けた．処
理区は鶏ふん区，豚ぷん区および化学肥料を施肥

した対照区の３区とし，３反復でラテン方格法により

配置した．施肥量は表 1 に示した． なお対照区の
窒素以外の施肥量は 10a当りリン酸 30kg,カリ 20ｋ
ｇとした. 
2) 調査内容 
生育調査は各区画 28 株中の中央 10 株を調査
株とし，出芽率，1株当りの茎数，主茎長，主茎の節
数・落葉節位・最大葉節位・基部の太さおよび最大

葉(葉身長，葉柄長および葉幅)について行なった．
収穫時の収量調査も生育調査と同一の株について，

地上部生体重，50g 以上塊根の個体重，塊根数，
品質(塊根の裂開，腐敗)の調査を行なった．地上部
風乾重は調査株中の各区画から 5株を無作為に選
んで調査した．また，土壌の三相分布と土壌および

収穫後の地上部(葉〈葉柄含む〉，茎頂部，茎基部)
の成分についても調査を行なった． 
結果および考察 
出芽率は処理区間に有意差が認められなかった．

6 月 20 日( 植付け 59 日後)は豚ぷん区の茎数が
他の２区より少ない傾向にあったが（図１），主茎長

(図２)と最大葉の葉長(図３)は長い傾向にあり，主茎
の生育が旺盛な傾向がうかがえた．しかし，豚ぷん

区は 8月 21日(121日後)以降に茎数が増加し，逆
に他の 2区では主茎の生育が旺盛になった． 
１株当りの塊根重量は鶏ふん区 2141.3g，豚ぷ
ん区 1599.2g，対照区 2379.3g であった(図 4)．塊
根数は鶏ふん区 13.0 本，豚ぷん区 11.0 本，対照
区14.1本であった(図5)．地上部生体重は，鶏ふん

区 2443.8g，豚ぷん区 2077.5g，対照区 2413.1g
であった(図 6)．何れも有意差は認められなかった
が，豚ぷん区が最も軽い傾向を示した．各区の T/R
比は，豚ぷん区＞鶏ふん区＞対照区の順でそれぞ

れ 1.30，1.14，1.01 となった． 
ヤーコンの葉身重と塊根重量の間に生育期間を

通して高い正の相関がある．即ち植付け約 100 日
後までの地上部の生育量に伴って肥大根数が増加

し，その肥大根数の多少が以後の地上部の生育に

影響を及ぼすとされている．また，サツマイモでは葉

身の N，K２O 含有率が極大に達してから塊根肥大
が始まるため，葉の生育と塊根発達には密接な関

係があるとされている． 
本試験で，ヤーコン収穫時の葉（葉柄含む）の窒

素含量は乾物の 3.39～2.95％で茎頂部の約２倍で
あった．また，豚ぷん区は塊根重量と塊根数が処理

区間で最も少なかったが，塊根肥大が始まる時期の

７月 17日（86日後）から 8月 21日(121日後)にか
けての最大葉の葉身長は最小であった．よって，ヤ

ーコンもサツマイモ同様，塊根肥大開始までの葉の

養分蓄積がその後の塊根肥大に影響していると推

察される． 
豚ぷん区は，前述のように 8月 21日以後の茎数
増加が大きく，T/R 比が処理区間の最高であった．
このことから，豚ぷん区は肥大根への同化産物の転

流が他の２区に比べて少なく，新しい茎の伸長の方

に利用された同化産物の割合が高かったと推察さ

れる．  
塊根の裂開割合（図７）は対照区が最も多い傾向

を示しているが，処理区間に有意差は認められなか

った．また，土壌の三相分布（図８）および土壌・植

物体の成分分析の結果においても処理区間に有意

差は認められなかった． 
以上のことから，本試験の範囲内ではヤーコン栽

培における鶏ふん，豚ぷんおよび化学肥料の肥料

の相違による生産性への影響は差がみられなかっ

た．しかし，有機質肥料は数年～数十年にかけて土

壌に作用しているといわれる．本試験は有機質肥料

に関する検討の初年であるため，明確な肥料の影

響があらわれ難かったと推察される．今後は連用し

た場合についての検討が必要である．
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図 ４ 　１株当たり塊根重量に及ぼす
　有機質肥料施用の影響
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図 ５ 　１株当たり塊根重数に及ぼす
　有機質肥料施用の影響
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図 ６　地上部生体重と風乾重に及ぼす
有機質肥料施用の影響
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図　１　　１株茎数増加の推移に及ぼす
　有機質肥料施用の影響
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図 ２　　主茎長の伸長の推移に及ぼす
　有機質肥料施用の影響
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図　３　　時期別にみた主茎最大葉の葉長に
　　　　　及ぼす有機質肥料施用の影響
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図 ７  　１株当たり塊根数に対する塊根表皮の裂開
　　　数割合に及ぼす有機質肥料施用の影響
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（kg/10a)

処理区 　　　施用量 窒素成分量

鶏ふん区 1738.4 10

豚ぷん区 1058.2 10

  対照区 47.6 ２） 10

１）参考：伊達ら（1999）肥料便覧 弟５版，農文協，p．210～214

２）硫安を施用

表 １　　肥料施用量と窒素成分量
１）

 

*葉柄基部から葉身先端までの長さ 
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ヤーコンの生育初期におけるアブラムシ類の駆除がその後の生育 
および塊根収量に及ぼす影響 

茨城大学農学部  ○手島晶子・月橋輝男・原弘道・井上栄一 
 
１ 緒言 
 一般に作物の生育初期にアブラムシ類の吸汁  

害を受けると新葉の萎縮や，茎やつる，側枝の伸

長が抑えられるといわれている．ヤーコンの生育

初期にアブラムシなどが発生した場合，必要によ

り農薬散布による駆除は行われてきているが，駆

除したことがその後の生育および塊根収量に及

ぼす影響についてはいまだ検討されていない．そ

こでヤーコンの生育初期におけるアブラムシ類

の駆除がその後の生育および塊根収量に及ぼす

影響について検討した． 
２ 材料および方法 
１） 栽培方法 
 供試材料は 1999 年に本研究室で採取した種イ
モを 15～25ｇに調製したものを用い，栽培試験
は本学部附属農場の畑約 1.4ａ（黒ボク土壌
ph5.29）を用いて行った．なお，栽植距離は畝幅
100cm×50cm，畝の高さ 30cm とした．肥料は
10ａ当たり堆肥3000kg，窒素10kg，リン酸30kg，
カリ 20kg を施用した．処理区は完全防除区，慣
行防除区および放任区の 3 区（表 1）とし，1 区
画 7株×4畝，3反復で 4月 22日に植付けた．殺
虫剤の種類と散布経過を表 2に示した．完全防除
区では３回，慣行防除区では２回防除を行った． 
２） 調査方法 
 生育調査は各区画 28株中の中央 10株について
行った．調査項目は出芽率，1 株当たりの茎数，
主茎の長さ・基部の太さ・節数・落葉節位・最大

葉節位および最大葉特性（葉身長，葉柄長，葉幅

および葉の厚さ）とした．収獲時の 11 月 6 日の
調査は生育調査を行った株について，地上部生体

重，50ｇ以上の塊根数，個々の塊根重，品質（塊
根表皮の裂開，腐敗）について行った．地上部風

乾重の調査は各区の調査対象株 10 株中より平均
的と思われる 5株について行った．  
 なお，本報告では出芽率，1 株当たり茎数，主
茎長，葉身長，葉幅および塊根収量について報告

する． 
〈結果および考察〉 
 出芽始めは放任区が 5月 9日，完全防除区と慣
行防除区は 5 月 11 日であった．出芽揃いは完全

防除区が 5月 20日，放任区は 5月 21日および慣
行防除区は 5月 23日であった（図 1）．完全防除
区では 100％の出芽率を示し，出芽揃いも早かっ
たことから殺虫剤の畝上施用による出芽へのマ

イナスの影響は無かったものと判断された． 
 7 月中旬から 8 月中旬にかけて各処理区とも 1
株あたり茎数が減少する傾向を示した（図 2）．こ
の理由としては，一部の弱小な茎の枯死がみられ

たことと併せて調査誤差などが考えられた．主茎

の生育（図 3）は慣行防除区が最も悪い傾向を示
し，主茎の最大葉の葉身長・葉幅（図 4）でも同
様の傾向を示した．これら両図から 6 月 20 日の
調査時に生育が良好な傾向を示した完全防除区

と放任区は，収穫時まで生育が良好で葉も大きい

傾向を示した．これらのことは出芽と初期の生育

が良かったことが収穫時まで影響を及ぼすこと

を示唆しており，殺虫剤の施用が地上部の生育に

直接及ぼした影響は無かったものと推察された． 
 塊根収量については 1株あたり塊根数（図 5）， 
塊根重量（図 6）ともに完全防除区が最も多く慣
行防除区が最も少ない傾向を示した．田口（1995）
は地上部の生育は植付け後 100 日頃まで旺盛で，
その後塊根数の増加を促す．また同化産物が地下

部へ転流する植付け後150日以降は茎の伸張が弱
まり，塊根の肥大を促進することで安定多収につ

ながるとしている．本試験でも出芽初期から生育

が良好で，植付け後 100日頃である 7月下旬まで
良好な生育を示し，さらにその後も生育が良好で

あった完全防除区と放任区では塊根数が多い傾

向を示し，塊根重量も重い傾向を示した． 
 今回の栽培試験の範囲内においては処理区間

に有意差が認められなかったことから，ヤーコン

の生育初期におけるアブラムシ類の駆除がその

後の生育と塊根収量に及ぼす影響が無かったも

のと判断された．なお，観察結果からヤーコンは

アブラムシ類に対するある程度の耐性を持って

いると推察されたが，今後更に検討が必要である． 
 
引用文献 
田口雄一（1995），ヤーコンの地上部の生育特性 
 と塊根の肥大，平成 7年度修士論文，ｐ1～47．
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表１ 試験区と処理の概要 

処理区 処理の概要 

完全防除区  種イモを植え付けて覆土した後に農薬を畝上に施用し，出芽後はアブラムシが確認された時に適時農薬を茎葉散布 

慣行防除区  出芽後葉に10頭／1cm２以上のアブラムシが確認された時に農薬を茎葉散布 

放任区  農薬無散布 

 
表２ 農薬の種類と散布経過 

処理区 処理日 殺虫剤 処理法 

完全防除区 4月22日 アセフェート剤（オルトラン粒剤）   種イモ植付け後畝上に施用 

 5月31日 ＭＥＰ剤（スミチオン乳剤）   2000倍液を茎葉に散布 

  6月23日 アセフェート剤（オルトラン水和剤）   同上 

慣行防除区 6月10日 ＭＥＰ剤（スミチオン乳剤）   2000倍液を茎葉に散布 

  7月3日 アセフェート剤（オルトラン水和剤）   同上 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

5月7日 5月10日 5月13日 5月16日 5月19日 5月22日

図１　農薬の畝上施用が累積出芽率に及ぼす影響
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ヤーコンを食材とする新製品開発 
三井ヘルプ株式会社  渡辺博敏

１． ヤーコン製品開発にあたって 

 ヤーコンは健康野菜としての知名度は着実に

上がりつつある一方で，その利用・食し方という

面で課題が多い．ごく自然に食卓に上る食材とし

て一般化するためには，自然な形で利用できる用

途開発が急務である．葉茎部の利用という意味で

は，お茶としての利用が一般的で，この加工につ

いては技術的にさほどの困難は無いかのように

思われる．一方，塊根部については以下の観点で，

大変難しいものとなっていると認識している． 

（１） 腐りやすい 

（２） 褐変しやすい 

（３） 耐熱性菌（芽胞菌）の殺菌 

（４） フラクトオリゴ糖の安定性の問題 

（５） 一般食としての美味しさの追求 

特に 

① 食としての見た目及びフラクトオリゴ

糖の安定性から捉えた褐変の防止方法 

② 美味しさを前提としたフラクトオリゴ

糖安定域でのヤーコンの利用 

というフラクトオリゴ糖の安定性や収率を考慮

した利用用途開発が最も基本的な考え方となる． 

 本発表では，これらを踏まえて，特に褐変問題

に焦点をあてて取り組み経緯についてまとめる

とともに，その応用例について触れることにする． 

 
２． 褐変問題への取り組み 

 塊根部は脱皮作業とともに褐変反応が始まる．

脱皮後，速やかに加熱処理し褐変の防止を行なう

必要があるが，通常単純にこの作業を行なうと鐘

淵化学工業出願の特許（特開平４－７５５６９，

特開平４－１０４７７２）に抵触することとなる． 

この方法は，確かに褐変を抑え無色にはなるが，

比較的高温で長時間の処理を要するため，オリゴ

糖の溶出によるフラクトオリゴ糖収率の低下を

招くという欠点がある． 

 これに対し我々は鐘淵化学の特許に抵触する

ことなく，短時間処理によりフラクトオリゴ糖の

溶出を抑え，かつ本来自然に起こる褐変反応を逆

手に利用するという新しい発想のもとに処理す

ることで，褐変反応をコントロールし，無色では

なく食味溢れる発色を実現した． 

 
３． 褐変の詳細解析と発色のコントロール 

 我々はヤーコンにおける褐変反応の詳細を検

討するなかで，全体として黒色に変色するかに見

えるこの褐変反応は，実は青色色素と緑色色素の

混合体であることを発見した．高温で処理を施す

と，この青色，緑色いずれの色素も消失し無色化

する．一方，青色色素と緑色色素の生成過程にお

ける温度安定性を比較すると青色の生成過程の

方が熱安定性が低く，短時間の低温処理にて青色

色素の生成は簡単に消失することがわかった．こ

の青色と緑色の生成過程における温度安定性の

相違に着目し，緑色色素の安定化検討を続行した．

この過程の中で，緑色状態の搾汁液にビタミンＣ

を添加し還元すると，きれいな黄色を呈し安定化

することが明らかとなった． 

また緑色搾汁液を一定条件下にて再加熱すると，

緑色のまま色素が固定されることを見出した．こ

のようにして，自然に起こる変化をそのまま利用

することにより，食味溢れる搾汁液を製造するこ

とが可能となった．（この件については既に特許

出願中．） 

 飲料用の搾汁液利用については，色及び美味し

さの観点から，黄色搾汁液が好ましいと考え既に
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製品化を終了している．現在日本各地で行なわれ

ているジュース製造を概観すると，美味しさの追

求の結果，甘酸っぱくするのが一般的であるが，

フラクトオリゴ糖は低ｐＨ域では極めて不安定

であるため，ヤーコンの健康野菜としての意味合

いを考慮するならば特にこの点には注意が必要

である旨，食品製造の観点から警告が必要である

と思われる． 

 他方，緑色搾汁液については，呈味的にはフラ

クトオリゴ糖特有の甘味を呈しているのみであ

るため飲用としてよりむしろ加工原料用に適す

ると思われる．次にこれらヤーコン搾汁液を用い

た応用展開について，事例のいくつかに触れる． 

 
４． ヤーコン搾汁液の製品化応用事例 

（１）ヤーコンジュース（特許出願中） 

  黄色搾汁液を冷凍品にて展開． 

（２）ヤーコン麺（特許出願中） 

麺の本場小豆島及び山口県の特産品として

商品化． 

（３）ヤーコンパン（特許出願中） 

  店舗において販売中． 

（４）ヤーコン豆腐 

  店舗において販売中． 

（５）ヤーコンアイスクリーム 

（６）ヤーコンゼリー 

 
ヤーコンの応用展開を考えるうえでは，健康訴求

もさることながら，食品としての美味しさを追及

することを忘れてはならない．食生活への自然な

普及において美味しさが最も重要な課題である

と認識している．我々は様々な食品にヤーコン搾

汁液を加えることにより，従来の食品の食感が向 

上する事を見出している．特に麺やパンにおいて

はかねてから課題であると言われてきた，コシや

弾力などの食品物性に対する顕著な改善効果が

認められた．（これらの件については既に特許出

願済み）この食品物性に対する改善効果は，恐ら

くフラクトオリゴ糖およびその高分子物質によ

る食品組織の構造変化および食品中での水分の

分布および存在状態の変化に起因するものと思

われる．この観点で言うと，ヤーコンは健康素材

であると同時に，自然・天然の食品物性改良剤で

あるということもできる．食味が向上するという

特性は，ヤーコンを一般食品として普及させるこ

とを考える上では極めて大切な要素であること

は言うまでもない．ただしこの場合も注意を要す

るのは，食品を製造するにあたりフラクトオリゴ

糖の安定条件を確保することである．食品製造工

程中におけるフラクトオリゴ糖において注意す

べき点は，具体的には温度とｐＨであり，味のバ

ランスから酸味を加えた場合に特に注意を要す

る． 

 
５． 今後の展開 

 ヤーコン塊根部については，この搾汁液を基本

にさらなる応用展開を検討しており，実際にユニ

ークな特性を持ちヤーコンの素晴らしさを活か

せるものを見出している．これらについては上市

を控えており，流通やプロモーションの観点で現

在作業を進めている． 

 葉茎部についても極めて興味深い有効性が指

摘されていることから，今回発表は行なわないが，

かねてから受容性の高い，嗜好性の高いお茶とし

ての製品化に力を入れてきた．さらなる発想と展

開性について基礎データを踏まえながら進めて

いきたいと当社内部でも利用価値の再検討を開

始したところである．
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フラクトオリゴ糖含量を損なわないヤーコン塊根の粉末化法 
全薬工業株式会社 中央研究所 ○寺田澄男・田中雅之・野口直人  

開発二部 村本敦比古 
 
 機能性素材として有望視されているヤーコン

塊根部は収穫時に約８６％の水分を含むと共に，

機能性成分のフラクトオリゴ糖を分解する酵素

である fructan hydrolaseも含むことから，貯蔵
中に変色，萎縮，軟化などの品質低下が認められ

る．さらにヤーコン塊根部は含有するポリフェノ

ールオキシダーゼなどの酵素の影響により上皮

を剥いだ時には表面が，破砕してホモジナイズす

ると全体が短時間で褐変化することが知られて

いる．また，破砕・ホモジナイズした塊根をその

まま速やかに粉末化した場合でも吸湿性を帯び

やすいなどの問題点が存在し加工処理や保存性

の上で大きな障害となっている．このため塊根部

の有効利用や一層の普及促進には長期保存法や，

より実用性の高い加工処理法の確立が望まれて

いる状況にある． 
 酸化褐変化の防止策として，ヤーコン塊根部を

熱水や蒸気などにより熱処理して酵素を失活さ

せる方法，酵素が作用し難いｐHにするためにア
スコルビン酸（ビタミンＣ）水溶液で処理する方

法１）などが提案されている． 
 しかしながら，上記のような方法を用いてもヤ

ーコン塊根の粉末化においてフラクトオリゴ糖

の分解抑制，吸湿性除去，粉末の保存性向上など

の目的が十分達成されたとは言えず，商品化に耐

え得るヤーコン塊根粉末は未だ得られていない

のが現状である． 
 我々はヤーコン塊根の利用法研究を進めてい

る際に，ヤーコン塊根の切片がガラス器具洗浄用

の洗剤により緑色に染色される現象をたまたま

見出し，洗剤の成分組成の検討からこの現象がク

ロロゲン酸などカフェイン酸を部分構造に持つ

物質とアルカリとの反応であると推定した．そこ

で塊根の可食部を抽出しＨＰＬＣにより分析し

たところ，何れも構造中にカフェオイル基を有す

るクロロゲン酸，3,4-ジカフェオイルキナ酸 4,5-
ジカフェオイルキナ酸，3,5-ジカフェオイルキナ
酸が検出された．即ちアルカリ性にすることによ

りこれらの物質のエステル結合が外れ，カフェイ

ン酸が遊離状態となり，結晶状態では黄色の物質

であるカフェイン酸がナトリウム塩などの水溶

液では緑色を呈していることが確認された．酸化

褐変の原因であるポリフェノールオキシダーゼ

の至適ｐＨは一般的には５から６の範囲にある

と報告されている．ヤーコン中に存在するポリフ

ェノールオキシダーゼの至適ｐＨは不明である

が，ｐＨをアルカリ側に傾けることによりフェノ

ールオキシダーゼを作用させない条件に置くこ

とにより褐変化が防止できると考えられた． 
 これを契機とし，詳細に条件検討を行った結果，

ヤーコン塊根部を破砕してホモジナイズする際

に得られる搾汁液をｐＨ６.５から９.５の範囲に
調整し乾燥させることで，褐変化を起こさず吸湿

性のない粉末が得られることを，またフラクトオ

リゴ糖の含量が従来法に比べて多いことを見出

した．表１は蒸気加熱，アスコルビン酸処理によ

る粉末及びｐＨ７.０及び８.４に調整した場合の
ＧＦ２からＧＦ９までの総量を示したものである．

従来技術である蒸気加熱，アスコルビン酸処理等

に比べ NaHCO3 添加により調製した粉末中のフ

ラクトオリゴ糖含量は明らかに高く，それらの分

解が抑制されているものと考えられた． 
 また，各条件で作成した粉末中のフラクトオリ

ゴ糖の内，ＧＦ２，ＧＦ３，ＧＦ４の定量値，及び

シュクロース，グルコース，フラクトースの定量

値を表２に示した．次亜塩素酸により殺菌処理し，

NaHCO3 でｐＨを７.0 に調整して得た粉末は酵
素が殆ど作用しない条件で乾燥し得たと考えら

れる塊根凍結乾燥粉末中のＧＦ２，ＧＦ３，ＧＦ４
含量とほぼ同等であった． 
 なお，粉末の吸湿性については各条件で作成し

た粉末を４０℃の恒温器中（湿度１０％）及び室

温下（湿度約４０％）の開放系で外観や吸湿性変

化を１ヶ月間観察した結果，本法で製造した粉末

は色の変化，吸湿性に全く変化が認められなかっ

た．また，冷蔵庫（４℃）に保存した粉末は４年

余り経過したものでも製造時と性状に全く変化

は認められず，フラクトオリゴ糖の分解も認めら

れなかった．（図１） 
 この粉末はそのままで，または水に溶解して液

剤として，或いは食品素材としてジュース，酒類，

ビールなどの飲料，麺類，パン，米飯，ビスケッ

トなどの穀物加工品，ソーセージ，ハム，かまぼ

こなどの練り製品，ジャム，ゼリー，グミ，飴，

ドレッシング，ガム，ふりかけ，調味料などに用

いることが出来，応用範囲の極めて広いものであ

る．実際にうどん，そば，パンなどを試作したと

ころ，いずれも食感がよく好評を得た． 
 以上の様に我々の確立したヤーコン塊根の粉

末化法は実用性が高く，ヤーコンの一層の普及に

貢献できるものと考える． 
１）特開平 4-75569 ヤーコン及びそれを用いた飲
食品，鐘淵化学；特開平 8-294379 ヤーコン発酵
飲料の製造法，樋場＆青木 
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表１ 各種製造条件による粉末 1g中のフラクトオリゴ糖（GF2-9） 
 
           塊根の前処理法   フラクトオリゴ糖（GF2-9）mg 
  NaHCO3添加 
    ｐＨ7.0 

              510 

  NaHCO3添加 
    ｐＨ8.4 

              495 

  蒸気加熱 
   特開平 4-75569（鐘淵化学工業） 

              450 

  ビタミンＣ添加 
   特開平 8-294379（樋場＆青木） 

              424 

 
 
表２ 各種製造条件による粉末中のＧＦ２，ＧＦ３，ＧＦ４，果糖，ブドウ糖，ショ糖の含量 
 

                含  量（％） 塊根の前処理法 乾燥法 
GF2 GF3 GF4 合計 Fru Glu Suc 合計 

  SD  9.7  8.9  7.0 25.6 22.5 14.3  7.1 43.9 蒸気加熱 
 特開平 4-75569（鐘淵化学工業）   FD  9.4  8.4  6.4 24.2 22.8 13.3  6.6 42.7 

  SD  8.9  8.6  7.0 24.5 26.1 11.8  7.0 44.9 ビタミンＣ添加 
 特開平 8-294379（樋場＆青木）   FD  9.2  8.3  6.4 23.9 25.5 11.5  6.4 43.4 

  SD  7.7  7.3  5.6 20.6 21.8 16.8  4.9 43.5 蒸気加熱＋セルラーゼ 
 特開平 4-104772（鐘淵化学工
業） 

  FD  8.2  7.0  5.3 20.5 21.8 15.7  4.8 42.3 

  SD  9.6  9.1  7.4 26.1 24.0 11.7  7.4 43.1 無処理 
  FD  9.9  9.1  7.0 26.0 23.5 11.5  7.0 42.0 
  SD  7.6  8.4  6.9 22.9 31.6  8.8  5.9 46.3 １％NaHCO3浸漬 
  FD  8.0  8.5  7.0 23.5 30.2  8.7  5.6 44.5 
  SD 10.4  9.7  8.4 28.5 21.5  9.3  6.9 37.7 NaHCO3添加 
  FD 10.3  9.4  7.5 27.2 19.7 11.1  7.0 37.8 
  SD 11.7 12.1  9.5 33.3 14.0  7.9  7.3 29.2 次亜塩素酸処理＋NaHCO3添加 
         

塊根凍結乾燥粉末   FD  9.5 11.5  9.0 30.0 12.4  8.1  6.3 26.8 
塊根熱風乾燥粉末   HD 11.5 13.1  8.4 33.0  6.3  3.4  6.7 16.4 
SD:スプレードライ；FD:凍結乾燥; HD:熱風乾燥；Fru: フラクトース；Glu:グルコース； Suc:シュクロース 
 
 
図１ 次亜塩素酸処理＋NaHCO3添加処理で作成した粉末（４年経過）のＨＰＬＣクロマトグラム 
 
                          ラム：Develosil NH2（野村化学）4.6φ×250mm 
                                                               移動相：77%CH3CN-H2O 
                                                               流 速：1ml/min. 
                                検 出：RI 16×（５ｍＶ）（ウォーターズ）  
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ヤーコン塊根中のトレハラーゼ阻害活性物質の単離および同定 
北海道東海大学工学部生物工学科 ○西村 弘行， 松澤 貴詩，佐藤 敦 
（株）北海道バイオインダストリー 斎藤 昭彦， 佐渡 宏樹 

 
 
1. はじめに 

 南米アンデス高地原産のキク科植物ヤーコンは近

年，生活習慣病予防を持つ作物として注目されてい

るが，同時に病虫害耐性に関連して，各種の生理活

性物質がヤーコンの葉あるいは塊根部より単離・同

定されている．ホクレンの井上や茨城大学の児玉ら

によりヤーコンの葉から，イネいもち病菌胞子発芽

阻害活性物質としてソンチフォリン，ポリマチン B，

ウベダリン，エンヒドリンの 4つのセスキテルペン

ラクトンを単離・同定し，これらの化合物が植物生

育阻害活性を持つことを明らかにしている．さらに，

かれらはヤーコンの葉に含まれる薬剤抵抗性イエバ

エに対する殺虫活性物質としてモノガラクトシル

-1-リノレノイルグリセロール他3種の活性物質を単

離・同定している．一方ヤーコンの塊根部から，北

大の高杉らによってアセトフェノン型のファイトア

レキシンが同定され，演者らも同じく塊根部から内

在性抗菌活性物質としてエントカウレン酸およびア

ビエノールのジテルペノイド類を単離・同定してい

る．以上のことから，ヤーコンの病害虫抵抗性につ

いて明らかになりつつあるが，さらに殺虫活性との

関連で，昆虫のエネルギー代謝機構に関与するトレ

ハラーゼ（trehalase）に対する酵素阻害活性物質を

ヤーコン塊根中より単離・同定した．以下報告する． 

2. トレハラーゼ阻害活性試験および抽出・分離 

 トレハロースは昆虫が血糖として持っており，昆

虫消化器でトレハラーゼによってグルコースに分解

されて体液中に放出される（図 1），この系に注目し

トレハラーゼを強力に阻害する化合物を見つけて脊

椎動物には影響の少ない殺虫剤を開発しようとする

研究はすでに行われており．またカビなどの真菌類

にも強いトレハラーゼ活性が確認されており，抗真

菌剤への応用も可能である． 

 ヤーコンの葉および塊根部を収穫後，直ちに細断

しメタノール抽出した場合と，剣山で植物体に傷を

付けた後，一晩蒸留水に浸し，細断後メタノールに

抽出した場合の両者で行った．それぞれ濃縮後，酢

酸エチル画分，n-ブタノール画分，水可溶画分に分

配した，各画分を TLC バイオオートグラフィーに

よる抗菌活性を行い，抗菌活性が認められた画分に

ついてトレハラーゼ阻害活性率を測定し，酸性度の

差による分画，さらにカラムクロマトグラフィー，

HPLCを行いトレハラーゼ阻害活性物質の単離を行

った． 

3.トレハラーゼ酵素阻害活性物質の同定  

今回 HPLCによる単離後，NMR，IRなど各種ス

ペクトル解析の結果，カフェー酸およびカフェー酸

エチル（図 2）をトレハラーゼ酵素阻害活性物質と

して同定した． 
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地上部の茎数制限がヤーコンの生育と塊根収量に及ぼす影響 
茨城大学農学部 ○井坂容子・月橋輝男・原弘道・井上栄一 

 
＜緒言＞ 
 ヤーコン塊茎からは，通常，茎が多数発生し地

上部が旺盛に生育する．地上部は時には生育途中

でお茶などに利用されており，塊根とともに地上

部の生産性を高めることが考えられている．しか

し，塊根が肥大するサツマイモでは，地上部が繁

茂しすぎると塊根収量が落ちることが知られて

いる．本実験では，地上部の利用を考慮し，生育

初期から茎数を制限した場合のその後の地上部

の生育と塊根収量に及ぼす影響を検討した． 
＜材料および方法＞ 
 供試材料は１９９９年に本研究室で採取した

種イモを 15～20ｇに調製して用いた．栽培試験
は，４月６日に容積 500ｍｌの黒色塩化ビニルポ
ットに植付け，5 月１６日に定植した．栽植距離
は畝幅 100㎝×株間 50㎝とし，１区画７株×４
畝，３反復とした．６月１５日に茎数制限を行い，

その後は設定した茎数以上にならないように適

時地表面で切除した． 
 処理区は主茎のみの１本区，主茎を含む 3本区
および 5本区の 3区とした（表１）． 
６月から１０月に各月 1 回と収穫前の計６回，
生育調査を行った．調査項目は，主茎についての

長さ・基部の太さ・節数・落葉節位・最大葉節位・

最大葉特性（葉身長・葉柄長・葉幅・厚さ）と相

対照度とした．収穫は 11月 7日に行い，1個 20g
以上の塊根数・塊根重，塊根の裂開程度と腐敗程

度および 1株あたりの地上部の生体重と風乾重を
調査した．なお，風乾重は 1区画中から平均的な
5株について調査した． 
なお，本報告では，主茎の生育と最大葉の葉身

長，相対照度，地上部生体重と乾物重および塊根

収量について報告する． 
＜結果および考察＞ 
 今回の調査では，塊根収量が極端に少ない区が

あり，生育が正常でなかったと判断されたため，

各区２反復として解析を行った． 
主茎の生育は，３本区がわずかに良い傾向を示

した（図１）．その理由として３本区は茎数を制

限したことにより，5 本区よりも相対照度が高く
なり（図 2），下位の葉まで十分な光を受けて光合
成活動が活発になったためと推察された．１本区

は相対照度は高かったが，光合成器官が不足した

こと，一方，5 本区は光合成器官は十分であった
が主茎以外の茎や腋芽への光合成産物の分配が

多かったことにより，主茎の生育が悪かったもの

と推察された．主茎の最大葉の葉身長は，３本区

と１本区がわずかに長い傾向が認められた（図 3）．
これは，茎数制限により失われた光合成部位を補

おうとして葉身が大きくなったとも考えられた． 
地上部生体重と地上部風乾重は（表 2），５本区
が最も重く，１本区が最も軽い傾向を示した．こ

のことは茎数を制限した結果として，１本区では

前述のように光合成器官が不足したために，腋芽

の生育が他の試験区よりも抑制され，地上部重量

が少なくなったと推察された．乾物率は 1 本区
17.6％，3 本区 16.3％，5 本区 15.9％であった．
茎葉を乾物にした場合，葉よりも茎の重量の減少

が少ないため，１本区，３本区，５本区の順で葉

に対する茎の割合が高く，1 本区の同化器官が最
も少なかった． 
塊根収量について（表 3），総塊根数と 100g以
上の塊根数は，５本区が最も多く，ついで３本区，

１本区という傾向を示した．塊根重量についても

同様の傾向を示したが， 1本区と 3本区，1本区
と 5本区の間で有意差が認められた． 100g未満
の塊根数と重量ともに３本区が最も多い傾向を

示した．このことは，３本区では塊根が形成され

たものの，光合成産物の分配が 5本区に比較して
少なく，そのために小さな塊根が多くなったもの

と推察された．         
地上部生体重と塊根重量の関係をみると（図

４），１本区では地上部重に対して塊根重が少な

いが，3本区と 5本区は塊根重の方が多い．地上
部生体重と塊根重の比率をみると（表４），5本区
は塊根重量に対する地上部生体重が 0.88倍，3本
区 0.90倍，１本区 1.30倍となっている．5本区
と 3 本区ではほとんど差がないが 1 本区とは約
0.4 倍の差がある．これは，地上部を制限するこ
とによって光合成器官が減少し，光合成産物の塊

根への分配が少なかったためと推察された．なお，

地上部生体重と塊根数の相関係数はｒ＝0.98，地
上部生体重と塊根重量の相関係数はｒ＝0.99 と，
高い相関が認められた． 
以上の結果から，早い時期から地上部を利用す

るためには，5 本以上の茎数を残しておいたほう
が良いと判断されたが，裁植密度や地上部の生育

状況等の関係もあり，今後さらに検討が必要であ

る．
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 表１ 処理区の設定 

処理区 処理区の概要 

１本区 主茎１本を残し，残りの茎は全て地表面で切除する区 

３本区 主茎を含む計３本の茎数とし，残りの茎は全て地表面で切除する区 

５本区 主茎を含む計５本の茎数とし，残りの茎は全て地表面で切除する区 

表 2 茎数の相違と地上部生体重および風乾重 

（ｇ/株）

  地上部生体重 乾物重 

１本区   870.7±85.01）  153.4±10.2 

３本区 1090.2±67.7 178.3±9.3 

５本区 1179.6±52.5 188.7±6.7 

F 値 1.3 1.2 
１）標準誤差 

Ｆ２２（0.05）＝19.00 

表 3 茎数の相違と塊根収量 

（個又はｇ/株）

  総収量 100ｇ以上 100ｇ未満 

試験区 塊根数(個） 重量（ｇ） 塊根数(個） 重量（ｇ） 塊根数(個） 重量（ｇ） 

１本区 6.9±0.71)  679.4±104.7  2.2±0.4 460.4±92.5   4.7±0.5 219.0±31.7 

３本区 11.4±1.1 1211.0±142.2  3.6±0.5 835.6±124.6  7.9±0.9 375.4±42.3 

５本区 12.1±1.3 1343.8±204.1  4.7±0.8 1011.6±189.6  7.3±0.8 332.2±37.3 

Ｆ値 5.87 19.39* 14.95 24.7* 4.05 11.3 

LSD(0.05) NS 485.57 NS 344.48 NS NS 
１）標準誤差 

F22（0.05）＝19.00 

表 4 茎数の相違と T/R 比 

１本区   1.30±0.10１） 

３本区 0.90±0.03  

５本区 0.88±0.01 

F 値 6.5 
１）標準誤差 

Ｆ２２（0.05）＝19.00 
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マルチ資材の相違がヤーコンの生育と収量に及ぼす影響 
茨城大学農学部 ○細川英子・月橋輝男・原弘道・井上栄一 

 
Ⅰ．緒言 
 一般的にマルチを行うと地温上昇，土壌水分の

蒸散抑制，雑草抑制効果などの利点があるが，ヤ

ーコン栽培において，黒色ポリエチレンフィルム

によるマルチ栽培は夏季に地温が上昇しすぎ，当

地域での効果が見られないといわれている．そこ

で本試験では，地温の上昇を抑制すると言われて

いる白色紙マルチと黒色生分解性ポリマルチの

両面マルチと，ワックス加工を施した紙マルチを

供試し，茨城県南地域を含めてのヤーコン栽培に

おけるマルチ栽培の可能性を検討した． 
Ⅱ．材料及び方法 
 ヤーコンの栽培試験は 1999 年に本研究室で収
穫した塊茎（種イモ）を 15～２５ｇに調製したも
のを用いた．試験は茨城大学農学部附属農場の畑，

約 1.4ａ（黒ボク土 ｐH5.29）で行った．試験区
は対照区（無マルチ），白マルチ区，および黒マ

ルチ区の３区（表１）とし，白マルチ区には片面

が白色紙マルチ，もう片面が黒色生分解性ポリマ

ルチのものを白色紙マルチの方を上にして使用

し，黒マルチ区には黒色紙マルチにワックス加工

が施してあるものを使用した．１区画当たり２８

株（４畝×７株）の３反復で行った．肥料は 10a
当り堆肥 3000ｋｇ，窒素 10ｋｇ，燐酸 30ｋｇ，
カリ 20kg を基肥として施用した．追肥は行わな
かった．栽植距離は畝幅 100ｃｍ×株間 50ｃｍ，
畝の高さは 30ｃｍとして，4月 21日に植付けた．
調査項目は，地温，土壌水分，出芽率，主茎につ

いての長さ・太さ・節数・最大葉節位・落葉節位・

最大葉特性（葉身長，葉柄長，最大葉幅），茎数，

地上部生体重と風乾重，1株当り塊根重量と本数，
および塊根の裂開程度と腐敗程度とした．なお，

本報告では地温，土壌水分，主茎の長さ，最大葉

の葉身長，１株当り塊根重量，および塊根の裂開

程度について報告する． 
Ⅲ．結果および考察 
１．地温と土壌水分およびマルチの崩壊 
 栽培期間を通じて，白マルチ区，黒マルチ区と

もに，対照区の地温よりも高く推移した（図１）．

６月下旬以降については，白マルチ区と黒マルチ

区がほぼ同一の推移を示した．また，７月上旬～

９月上旬は全処理区とも地温が２５℃を越えた．

土壌水分（図２）については，５月上旬～６月上

旬には，対照区と比べて白マルチ区と黒マルチ区

のｐF 値が低く，マルチによる蒸散抑制効果がみ

られた．また，マルチ資材は 5月中旬から地際部
で崩壊がみられ，畝の上部では植穴周辺から徐々

に分解がみられた．7 月中旬からは徐々にマルチ
に亀裂がみられるようになった．マルチ資材の風

による飛散を防止するために，あらかじめ植付け

前にマルチの上からネットを掛けておいた．  
２．地上部の生育 
 出芽は白マルチ区が最も早い傾向を示し，次い

で黒マルチ区，対照区の順であった（図３）．こ

れはマルチをした区の地温が対照区よりも高く

推移したためと推察される．主茎の生育は 10 月
18日までは白マルチ区が最も良い傾向を示し，次
いで対照区，黒マルチ区の順であった（図４）．

これは白マルチ区が他の処理区と比べて出芽が

早く，初期の旺盛な生育がそのまま維持されたた

めと推察された．最大葉の葉身長は，６～７月は

白マルチ区が最も長い傾向を示したが，10月以降
は対照区が最も長い傾向を示した（図 5）．  
3．塊根収量と裂開程度 
 塊根重量は対照区が最も重い傾向を示した（図

6）．塊根が肥大成長するとされる生育後期に，最
大葉の葉身長が対照区で最も大きい傾向を示し

た．そのため光合成能力も高く，同化産物の地下

部への転流が多くなり，対照区の塊根が他の処理

区よりも肥大したのではないかと推察された．裂

開のみられない正常な塊根の割合は，対照区が最

も高い傾向を示した．一方，１本の塊根に裂開数

が３本以上という塊根の割合を見るとマルチ処

理をした２つの区では 60％以上と高い割合を示
した（図 7）．7月に入ってからの，マルチ処理を
した区の平均地温は 28℃を越え，地温が高かった
ため裂開が多く発生したと推察された． 
 今回の試験結果から，使用した 2つのマルチ資
材では夏季の地温が上昇しすぎ，収量の減少や裂

開を多く発生させるなどの影響を与えるため，当

地域での栽培には適していないと判断された．し

かし，ヤーコンを栽培するに当たって，除草など

の労力を考慮するとマルチ栽培は重要だと考え

られる．そこで現時点では昇温効果のあるマルチ

資材を用いて出芽を早め，塊根肥大期間を延長し，

地温が上昇する前（7月中旬より前）にマルチ資
材を除去することが，マルチ栽培をするに当たっ

て最も有効な栽培方法ではないかと判断された． 
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表 1  試験区の設定 

白マルチ区 片面が白色紙マルチ，裏面が黒色生分解性ポリマルチのものを，白色紙マルチの方を上にして使用 

黒マルチ区 黒色紙マルチにワックス加工が施してある物を使用 

対照区 裸地（無マルチ） 

図1　　旬別平均地温（10ｃｍ）
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 図2　　旬別土壌水分の変化(20cm)
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図5　　月別主茎最大葉の葉身長に及ぼすマルチの影響
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図3　　出芽率に及ぼすマルチの影響
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図6　　1株当り平均塊根重量に及ぼすマルチの影響

0

400

800

1200

1600

白マルチ区 黒マルチ区 対照区

（
ｇ
）

100ｇ以下

100ｇ以上

図4　　主茎の生育に及ぼすマルチの影響
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図7　　1株当たり本数に対する塊根１本当たり
表皮裂開数の割合に及ぼすマルチの影響
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茨城県大子地域におけるヤーコンの生産性の検討 
茨城大学農学部            ○月橋輝男・加藤  猛・原弘道・井上栄一 
茨城県立大子第一高等学校    菊池明美 

 
１  緒言 
  大子町は茨城県の県北に位置し，八溝山系の一
部に属する中山間地である（図１）．冷涼な気候

であるため排水が良好な所であればヤーコンの

栽培に適しているものと判断される．そこで高台

になっている茨城県立大子第一高等学校芦野倉

農場（以後大子一高）で栽培を行ない，茨城大学

農学部附属農場（以下茨大農場）との生産性の比

較検討を行なった．なお標高は茨大農場が約 25
ｍ，大子一高が約 196ｍである． 
２  材料および方法 
  １）栽培方法 
  茨大農場のある阿見町と大子一高のある大子
町の位置を図１に，栽培の方法は表１に示した．

栽培条件は出来るだけ両者揃えるようにしたが，

大子一高では実習圃場の一部を使用したことや

実習上の関係もあり，一部慣行法で行なった．例

えば，うねの作成は，本農場ではうね立機を使用

しているが，大子一高では鍬を使用し，手作業で

行なった． 
  種イモは茨大農場で 1999 年に収穫した塊茎を
およそ 20ｇに調製して使用した． 
  ２）調査方法 
  生育期間中の調査は茨大農場では６月 20 日か
ら 10月 18日までほぼ１カ月間隔で５回と収穫時
の計６回，大子一高では７月 18 日，８月 18 日，
９月 27日および 11月８日の計４回行なった．最
初に出芽した茎を主茎として，主茎の生育，主茎

節数，主茎の最大葉特性，１株茎数，株もとの相

対照度等について，また収穫時には地上部生体重，

１個 50ｇ以上の塊根各々の個体重，塊根の表皮亀
裂の状態等について調査した． 
  本報告では主茎の生育と地上部生体重，塊根収
量について報告する． 
３  結果および考察 
  １）気温 
  両栽培地の最高，最低および平均気温を図２に
示した．最高気温は５月下旬にはいずれも 25℃を
越えた．７月上旬～８月下旬はいずれも 30℃を越
えているが，７月中旬，８月上旬および８月下旬

には茨大農場の方がおよそ１～２℃高く推移し

た．最高気温が 30℃以下になったのは大子一高で
は９月上旬，茨大農場では９月中旬であった．夏

季の最低気温は茨大農場では７月中旬に 20℃を
越えたが大子一高では一旬遅かった．夏季の最低

気温はいずれも 20～25℃の範囲にあるが，大子
一高の方がおよそ 1.5～2.0℃低く推移した．なお
大子一高では 10 月下旬には 10℃まで低下した．

夏季の平均気温も茨大農場では７月中旬～９月

中旬に 25℃を越えているが，大子一高では７月中
旬～８月上旬と８月下旬に 25℃を越えている．し
かし，大子一高の方が１℃ないし２℃程度低く推

移した．なお９月以降は平均気温も次第に低下し，

大子一高では 10月中旬には 15℃以下になったが，
茨大農場では 10月下旬でほぼ 15℃であった．従
って，９月以降の気温の低下は大子一高の方が茨

大農場より１旬ないしそれより早く寒さが進む

ように推察された． 
  ２）地上部の生育と塊根収量 
  図３に系統別の主茎の生育を示した．いずれの
系統も大子一高では茨大農場に比較して７月か

ら９月の生育が良好で，特に８月から９月の生育

が旺盛であった．このことからヤーコンの生育適

温は 25℃前後と推察された． 
  地上部生体重と塊根収量については表２に示
した．表１に示したように大子一高での植付けは

茨大農場より 17 日遅かったが，ペル－Ａ系の地
上部生体重は大子一高の方が茨大農場のものよ

り重い傾向を示した．しかし，塊根収量は茨大農

場の方が多かった．これはペル－Ａ系が晩生であ

り，大子一高では植付け後の生育期間が短かった

ことが塊根数が少なく肥大も悪かったものと推

察された．ペル－１系とボリビア系の地上部生体

重は茨大農場の方が多いが，塊根重量は大子一高

の方が重く塊根の肥大が良好であった．ペル－１

系の塊根総数は茨大農場の方が多い傾向を示し

たが，ボリビア系は逆に大子一高の方が多い傾向

を示した．ペル－３と４系は地上部生体重と塊根

重量ともに大子一高の方が多く塊根の肥大が良

好であった．ペル－３系は総個数の 75％が 100
ｇ以上に肥大し，ペル－４系では 71％が 100ｇ以
上に肥大した．またペル－４系では大子一高で９

月 26 日の調査時に１輪ではあるが開花が確認さ
れた． 
  ３）まとめ 
  以上の結果より，茨城県地域における夏季の平
均気温の１～２℃の相違はヤーコンの生育・収量

に大きく影響するように推察された．またボリビ

ア系やペル－Ａでは大子一高でも開花はみなか

ったため，ボリビア系も晩生系統と推察されるが

ペル－Ａよりは早い系統に属するものと推察さ

れた．ペル－１，３および４系は塊根の肥大から

早生系と判断されるが，開花の早晩からみるとペ

ル－４系が特に早いように推察された．しかし，

本調査は調査初年度であり，調査本数も少ないこ

とから更に検討が必要である． 
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表１ 栽培概要 

図３ 各系統の主茎の生育 

最高気温

0

5

10

15

20

25

30

35

40

4/上 5/上 6/上 7/上 8/上 9/上 10/上 11/上

茨大農場

大子一高

最低気温

0

5

10

15

20

25

30

35

40

4/上 5/上 6/上 7/上 8/上 9/上 10/上 11/上

平均気温

0

5

10

15

20

25

30

35

40

4/上 5/上 6/上 7/上 8/上 9/上 10/上 11/上

 

系統 栽培地 地上部 調  査
生体重(kg) 重量(g) 個数(個) 重量(g) 個数(個) 重量(g) 個数(個) 個体数

ペル－Ａ茨大農場 2.3±0.2
1)
2379.3±265.4 14.1±1.4 1944.1±248.3 8.6±1.0 385.2±46.4 5.5±0.7 19

大子一高 2.7±0.4 1772.3±317.6 9.3±1.3 1502.9±315.2 5.8±1.1 269.3±49.2 3.6±0.6 9
ペル－１茨大農場 5.1±0.4 1038.9±133.4 9.6±1.0 710.6±131.1 4.8±0.8 328.3±58.1 4.8±0.7 9

大子一高 3.9±0.6 1310.3±302.2 7.8±1.4 1139.2±298.4 5.1±1.1 171.1±30.1 2.7±0.5 9
ペル－３茨大農場 3.8±0.4 944.5±197.9 7.6±1.1 657.5±178.5 3.9±0.9 287.0±40.5 3.8±0.4 8

大子一高 4.2±1.1 2004.6±549.7 8.4±1.8 1853.7±546.9 6.3±1.7 150.9±39.3 2.1±0.5 8
ペル－４茨大農場 5.1±0.3 1107.6±237.4 7.4±0.8 934.1±278.1 4.8±1.0 173.5±59.2 2.6±0.9 5

大子一高 7.7±0.9 2944.8±1647.8 15.5±4.5 2630.3±1724.8 11.0±5.0 314.5±50.0 4.5±0.5 2
ボリビア茨大農場 2.6±0.6 572.0±179.3 5.5±1.9 323.4±114.8 2.3±0.9 248.6±92.4 3.3±1.3 4

大子一高 2.1±0.3 1033.1±247.6 7.0±1.1 852.5±246.4 4.4±1.0 180.6±30.4 2.6±0.4 10

1) １株平均±標準誤差

1個100ｇ未満収量1個100ｇ以上総収量

 

表２ 系統別塊根収量 

 図１ 阿見町と大子町の位置 

茨大農場 大子一高

裁植距離（cm） 100×50 100×50
うねの高さ（cm） 30 20
堆肥（kg/10ａ） 牛糞堆肥3000 牛糞堆肥3000

（市販） （自家製）
施肥量（kg/10ａ）N:10,P２O５:30,K２O:20 10-16-14
（基肥） 硫安，過石，塩加カリ 化成肥料
（追肥） 0 0
植 付 け 4月21日 5月8日
収 穫 11月9日 11月8日  

図２ 茨大農場と大子一高の温度比較 
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The Agriculture in Peru-Crops in the Andean Zone 
（ペルー農業の現状とアンデスの不思議な作物） 

ルイス前薗氏（ペル－共和国 ラ・モリ－ナ農業大学 副総長） 

 

ペルー共和国は南米大陸西岸中央部に位置す

るアンデス国家であり，海岸は太平洋に面してい

る．この条件がペルーのライフスタイル，作物，

地理や気候や環

境の構造に影響

を与えています．

ペルーの面積は

125 万平方キロ
以上で，人口は２

千５百万人を越

え，平方キロ当た

り 16.5 人の人口
密度である．人口

の 年 増 加 率 は

2.6％となってい
る． 
 
アンデス山脈によってペルーは，次の３つの特

徴的な地域に分けられている． 
 海岸：海に面している． 
 山岳：アンデス高地 
 ジャングル：アマゾン区域 
地域によって，多様な気候が見られる．海岸地域

は気候が大変快適で，気温は年間を通じて 14～
28℃である．高山地域は最低気温が０℃に達し，
12～３月は雨期であり，６月～８月は降霜がある．
ジャングル地域は熱帯性の気候です． 
 
植生は大変多様で，地理的および気象的条件か

ら規定され，地球上に存在する 101の生物圏のう
ち，84が国内に存在する．脊椎動物では，361の
哺乳類，1,701 の鳥類，297 の爬虫類，251 の両
生類，2,000 の魚類を見ることができる．海岸地
域では，雨期に季節的な植生が観察することがで

きる．山岳地域には，乾燥に適応した草本類，サ

ボテン，小木が見られ，高原特有の植生を形成し

ている．この中で一番よく知られているのがイチ

ュという植物で，山頂の積雪地帯に生育している．

ジャングルは熱帯林の特徴を示し，樹脂を採取で

きる有用な樹木，ヤシ，ランが見られる． 
 
ペルーの農業は気象，土壌分布，そして土地の

起伏によって影響されている．海岸地域は輸出用

の作物の栽培に有利で，ペルー耕地面積の 16％を
占め，谷間で営まれ，高い収量が得られている．

この地域の農家は近代的な農業技術の知識があ

り，投資も多く，機械化農業が行われている．ア

ンデス山地にはペルー全体の 52％の農耕地があ
り，多様な農業が見られる．農家は古い農器具を

使用し，投資がほとんど行われず，悪い土壌条件

で農業が行われている．収穫物は主としてその地

域内の消費に当てられ，非常に栄養価の高いジャ

ガイモ，コムギ，キノア，トウモロコシなどが作

付けされている．ジャングルの生物相は巨大で，

多様な植物群と動物群が見られる．農業は土壌の

性質と起伏に影響され，熱帯産の果物が作られて

いる．アマゾン地域は未開発であり，どのような

人々が暮らしているのか十分には分からないと

ころがある．将来の移入と定住に向けて新しい作

物も導入され，良い結果をあげている．ペルー農

耕地の 32％がこの地域に存在する． 
 
山岳地域は将来性が期待されるアンデス作物

の宝庫である．経済的にも栄養的にも潜在性の大

きい芋類がたくさんあり，その多くはこの地域特

有のもので，将来輸出することが期待されている．

ジャガイモのいろいろな在来種，オルコ，オカ，

マシュアなどは，ペルーでは大変重要な作物であ

るが，世界では余り知られていない． 
 
ジャガイモ 
ジャガイモはアンデスが生んだ宝物である．第

三世界の 95ヶ国にいる世界の 75％の人々がジャ
ガイモを栽培している．1 ヘクタールに作られる
ジャガイモは，同面積に栽培されるコムギの二倍

のタンパク質をもたらし，世界中の魚と肉の合計

より多い乾物を生産している．1 ヘクタールのジ
ャガイモはコムギ２～４ヘクタールと同等の食

糧を生産する．ジャガイモは脂質を含まずミルク

と同程度のタンパク質を含み，更にビタミンやミ

ネラルにも富んでいる．今日では第三世界におい

て，ジャガイモは米,コムギ,トウモロコシに次ぐ
４番目に重要な作物となっている．第三世界での

年間生産量は８５００万ｔで，全世界の生産量の

4 分の３に相当し，年３％の割合で生産量は増加
している． 
 
サツマイモ 
多くの科学者はサツマイモの起源はアメリカ

大陸と考えているが，正確なところは未だ分かっ

ていない．第三世界では生産量が５番目にランク

され, 塊根作物としては最も多く栽培されている．
第三世界８２ヶ国の中の４０ヶ国で，サツマイモ

は５番目に重要な作物として考えられている．サ
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ツマイモは小農によって小規模に人力によって

栽培され，しばしば地力の低いところや水が不足

するところでも作られているにもかかわらず，サ

ツマイモの１日当りの生産カロリーは他の作物

よりも優れている． 
 
ヤーコン 
ヤーコンはペルーでは

山岳地帯で作られ，甘味

を持った塊根が食されま

す．その特徴や価値につ

いては，ここにおられる

方がよくご存知の通りで

ある． 
 
オカ 
オカはアンデスではポ

ピュラーな食品である．

生や乾燥したものを食べ

るが，甘味を出すために

ゆでることもある．市場

では生やチュオと呼ばれ

る，干し芋が売られてい

る．生育期間は６～8ヶ月
で，6ヶ月目からイモが形
成されてくる．７～10ｔ
／haの収量が得られる． 
 
マカ 
マカは「ペルーの朝鮮

人参」，「アンデスの大根」

として知られている．他

の作物が成長できない，

海抜 3800ｍという高地
でも栽培可能である．健

康食品として需要が増大

していて，古くから回春

効果があると信じられて

いる．その潜在的な効能には未知なところが多い

が，知られている限りでは朝鮮人参と似た効果が

あるとされている．パスコ，フニン，プノで栽培

され，5～10ｔ／haの収量が得られる． 
 
アチラ（食用カンナ） 
アチラの根はデンプンを多

量に含み，子供，老人，病人

でも消化に良い．アチラは人

の食糧や資料としてアンデス

の人々に用いられてきたが，

栽培面積は年々減少している． 
ベトナムでは高級なスパゲテ

ィーを仕上げるための粉やデ

ンプンを取るために広く栽培

され，中国では豚の餌として使われている． 
 
アラカチャ 
この作物は，アンデス地方の人類史上で非常に

古い時代に栽培化され，高地の谷で栽培されてい

る．太い根を着け，栄養価が高く，香りに富んで

いる．カルシウムとβカロテンの含有が高いので，

インスタント

マッシュ，ク

リーム，スー

プの仕上げに

使われ，乳化

剤として優れ

ている． 
 
マウカ 
マウカは 1960 年代の半ばに科学者によって再
発見された．根は美味しく，タンパク質と炭水化

物に富んでい

る．食用にす

るために，陽

光にさらして

糖分を多くす

る． 
 
オユコ 
オユコはアンデス地方で最も

広く栽培され，経済的価値の高い

作物である．タンパク質，カルシ

ウム，カロテンを多く含む．この

地方の女性は安産に効能がある

と信じている． 
 
マシュア 
マシュアの塊根はタンパク質

に富んでいる．この作物は辺境で

栽培され，薬効と虫除けの効能が

あると信じられている．精力減退

効果があると言われているので，

男性はマシュアを食べない． 
 
アイパ 
アイパは今日までのところ，農

学的に研究されていない．根は生

食あるいはサラダに供されてい

るが，葉と茎は有毒とされている． 
 
次のような研究プロジェクトが考えられている． 
・ダイエット食品としてのヤーコンの開発研究 
・輸出用マカの産地拡大 
・アラカチャ，アチラ，マウカ，アイパなどの

アンデス作物の開発研究 
・ジャガイモの在来品種（色つき，黄色）オカ，
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オユコ，マシュアの輸出拡大 
 
在来穀物 
アンデス在来の穀物も豊富にあり，キウィチャ，

キヌア，クスコトウ

モロコシなど，いく

つかの種類は輸出

用に生産されてい

る．これらの作物の

潜在能力について

は，これからもっと

開発する必要があ

る． 
 
キウィチャ（アマランサス） 
キウィチャはアンデス地方原産で，スペイン人

の征服者はこの作物をインカの小麦と呼んだ．キ

ウィチャはアマランサス

属にある約 60 種の 1 つ
で，穂が大きい穂を着け

る．種子は非常に小さく，

１グラムで 1000～3000
粒ある．子実中にはタン

パク質が 12.5%含まれる． 
 
在来穀物の開発プロジェクト 
・キウィチャ，キヌア，カニウアなど，アンデ

スの穀物の輸出を拡大する開発研究 
・遺伝資源の保存と"Cusco giant white"のよう
なトウモロコシ品種の育成 
・タルウィ，ニュニャのような豆類作物の奨励 

 
開発が期待されるアンデスの果物 
 
サウコ 
サウコはペルー原産で，高地で栽培化された．

最近では主としてアンカシュとかクスコで，マー

マレードやゼリーとして利用されている．

Arandanos（アランダノス）という人気のあるマ
ーマレードに似ているので，将来的な市場性は高

いと思われる． 
 
カプリまたはアグアイマント 
これは特別な香りがあ

り，非常に珍重されてい

るペルー原産の果物であ

る．輸出用としてマーマレードやゼリーが作られ

ている．アマゾン地域には，ボルサ・ムヤカとい

う，よく似た種類の果物がある． 
 
パパイヤ 
ペルーにはパパイ

ヤに２つの主要な種

“パパイヤ・デ・ア

ロール（パパイヤ・

アレキペニャ）”と

“パパイタ”がある．前者はアンデス奥地の標高

2500m の谷で作られている．
後者は 2000ｍまでの高原の
ジャングルで栽培されている．

ネクター，ゼリー，マーマレ

ード，生食として利用される． 
 
ツナ 
ペルーでは，ツナはカクタ

スフルーツとして知られ，非

常に変異に富み，緑，紫，黄など様々な色のもの

がある．ツナには３つの利用法があり，果実は食

用に，茎葉は飼料用に，さらにツナにつく害虫が

天然色素や化粧品の原料として使われる． 
 
果樹の開発プロジェクトとして次のものが考え

られる． 
・有用性が知られているアンデス原産フルーツ

の振興と産業化 
・まだ詳細が明らかにされていないアンデス原産フ

ルーツの研究 
 
結論 
ペルーは生物資源の宝庫であるが，未だその利用

法が十分に開発されていない．ヤーコンの価値が

日本において研究され，明らかにされたように，

ペルーの伝統的農業の中で農民の手によって育

てられてきた作物が日本などにおいて研究され，

その成果がペルーの農民に利益をもたらすこと

を期待する． 
 
（日本語要約文責:丹羽 勝） 

以上 
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新品種「サラダオトメ」とヤーコンの品種改良 

四国農業試験場 中西建夫 

 

 ヤーコンは 1985 年に始めて，ペルー原産系統がニュー

ジーランドから導入されている．その時導入された１万本

の挿し木苗は形態が良く類似し，遺伝的に同一と思われる．

その後，1991 年にボリビアから，1992 年にペルーにある

国際バレイショセンター（CIP）から，1995 年にエクアド

ルから，1999 年に CIP から導入されている．筆者らは導

入当初，形態と交配和合性から導入系統をペルーＡ群，ペ

ルーＢ群，ボリビア群，エクアドル群に分類したが，品種

改良を進めていると種々の形態が出現し，形態で単純に分

類するのは困難となっている．未評価の 1999 年に導入さ

れた系統を除くと，1991 年以降導入された系統は 1985 年

に導入された系統より収量性等が劣るため，一部の例外を

除き日本では 1985 年に導入された系統が唯一普及してい

る．この系統は秋田県で 1000kg/a を越す収量が報告され

ているほど多収で，草形は立性で作業性が良く，早期肥大

性も優れている．しかし，塊根に裂開が多く，腐敗が多く

貯蔵性に問題があり，四国農試で多発した萎ちょう細菌病

に弱い欠点がある．また，日本では生食用が主となるため，

日本の風土に適応した塊根の裂開が少なく貯蔵性の良い

多様な生食用品種を育成するために交配育種を開始した． 

 

 なお，導入されている系統の特性を簡単に記すと，

 

新品種‘サラダオトメ’の概要 

１．‘サラダオトメ’は 1985 年にニュージーランドから導

入されたペルー原産系統の一つ ‘SY12’を花粉親に，1991

年にボリビアから導入した‘SY102’を種子親にして，1991 

年秋に交配採種した世界で初めての人工交配に由来する

系統である．1994 年から生産 力検定試験，1996 年から

北海道立花・野菜技術センター（実施は十勝農業試験場）

で 系統適応性検定試験を実施した結果，多収性が評価さ

れ，宮城県農業研究センターでは 外観の良さが評価され

たため命名登録を行った． 

２．標準品種‘SY11’に比較して北海道では同等以上の多

収．東北，四国，九州ではほぼ同等．四国の山間地では少

ない（表１）． 

３．‘SY11’に比べて，茎長は同程度，茎数は多く茎葉重

が重い．草型は中間型である（表 ２）． 

４．塊根の皮色は浅灰茶色で‘SY11’と同色だがやや白っ

ぽい．肉色は黄白で‘SY11’ より白い．フラクトオリゴ

糖含量は‘SY11’と同等で糖度はやや低く水分は多い（表 

３）．裂開は出現率・程度とも少なく外観が優れる．貯蔵

した場合，腐敗率および・肉 質の低下とも‘SY11’より

少なく貯蔵性が優れる（表４）． 

 

新品種‘サラダオトメ’の栽培等に関する留意点 

１．北海道等の寒地・寒冷地，および標準品種‘SY11’が

普及しているが塊根の裂開が 激しい地域，における栽培

が適する． 

２．早期肥大性に乏しく早掘り栽培には適さないが，遅掘

りしても裂開程度の増加が少なく貯蔵性がよいので，遅出

し栽培に適している． 

育種の流れと新しい有望系統 

 1985 年に導入されたペルーＡ群系統は収量性，早期肥

大性，草形等が優れているため，ペルーＡ群系統を主体に

した交配を行っている．最初に行ったペルーＡ群とボリビ

ア群の交配の結実率は SY102 で 0.0，2.1%，SY103 は 1.1，

6.2％と極めて低く，発芽率も低く，種子培養を行っても

雑種個体の効率的な作成は難しかった．しかし，サラダオ

トメをはじめいくつかの優良系統が育成できた．その後導

入したペルーＢ群系統（SY106,107）は開花が容易で雌し

べの開きが良く，花粉量多く，結実性も良く種子培養を行

うと，かなり効率的に雑種実生を作成できる．現在育成途

上の有望系統の多くはこの組合せに由来している．エクア

ドル群はペルーＡ群と不和合のためペルーＢ群との交配

が主だが，花粉親，種子親とも結実率が低い．この組合せ

系統番号 

（SYNo.） 

導入 

年次 
導入先 分類群 草形 

いもの

肉色 

開花

性 

種子の 

結実性 
糖度 

  1～23      1985   （ペルー）    ペルーＡ     立性     淡黄橙     中       中       中 

     102        1991    ボリビア      ボリビア     伏性     黄白       下       下       低 

     103        1991    ボリビア      ボリビア     伏性     黄白       下       下       低 

     105        1992    ペルー        ボリビア     伏性     黄白       下       下       低 

    106,107    1992    ペルー        ペルーＢ     中間     浅黄橙     上       上      ﾔﾔ高 

    108,110   1995    エクアドル    エクアドル   中間     淡黄橙     中       下       高 

     ～117 

     109        1995    エクアドル    ボリビア    中間      白        上       上       低 
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の雑種集団の収量性はペルーＡ群×ペルーＢ群の雑種集

団に比べると低いが，有望系統を選抜してペルーＡ群との

系統を行っている．形態的にはボリビア群に分類している 

SY109 は開花・結実性とも良く雑種種子の作成は比較的に

容易である．この系統はペルーＡ群との交配よりも，ペル

ーＢ群との交配により優良系統を作出し，その系統とペル

ーＡ群との交配を主に行っている．                

 

 

 

 

 

  表３  サラダオトメの塊根の特性 

品種名 
上イモ 

収量 

１個重 

(g) 
皮色 肉色 形 

乾物率

(%) 

糖度 

Brix(%)

ﾌﾗｸﾄｵﾘｺﾞ糖 

(DW.mg/g) 

 ｻﾗﾀﾞｵﾄﾒ      184     176   浅灰茶   黄  白  長紡錘   13.3     13.0       510 

  SY11        186     191   浅灰茶   淡黄橙 長紡錘   13.9     13.5       503 

 注）1993～1999 年の平均（四国農試圃場，欠測年を除く），収量は kg/a 

 

 

表４ 塊根の裂開程度と貯蔵性 

裂開程度とその比率(%) 腐敗率(%) 浮遊塊根率(%) 
品種名 

無   軽   中  甚 '98.7.3  '98.12.26 '99.7.13 

ｻﾗﾀﾞｵﾄﾒ          44   18    18   21             8.1       15.8             2.5 

Y11            18   11    22   49            30.3       68.1            75.9 

注）裂開程度は 1994 年四国農試圃場で栽培した塊根を調査 

腐敗率は'97.11，浮遊率は'98.11 に収穫した塊根を 5℃貯蔵したものを調査 

 

 

  表５ 現地生産力検定試験結果（久万町二名） 

系統番号 母本 父本 草形 
茎長

(cm) 

茎数

(本)

茎葉重

(g/株)

倒伏

の 

程度

 上いも

収量 

(kg/a)

標準 

比(%) 

平均 

いも 

重(g) 

裂開 

いも 

率(%) 

水分 

含量 

(%) 

 SY206 SY106 SY4 5.0 232 7.7 3910 4.0 468 84 282 8 88.6

 SY212 SY11 SY107 5.5 219 7.3 4120 2.5 626 113 241 40 84.8

 SY217 SY107 SY23 4.5 261 7.5 5430 3.0 606 109 246 20 87.8

 SY221 － － 4.0 227 9.7 6020 2.5 907 163 263 50 87.6

 SY225 － － 3.5 237 5.6 3120 3.0 607 109 285 42 87.4

 SY229 SY107 SY204 5.0 219 7.2 2870 4.0 623 112 318 59 90.5

 99A2 SY107 SY204 4.0 218 6.3 3860 2.0 922 166 377 61 89.9

ｻﾗﾀﾞｵﾄﾒ SY102 SY12 4.5 223 8.1 4300 4.0 354 64 222 12 88.2

 SY11 標準品種 3.5 239 5.5 2890 2.5 555 100 297 41 87.1

表１  サラダオトメの各地の収量(kg/a) 

地     域 
品種名 

紋別  芽室  盛岡  名取  善通寺  久万  都城 

ｻﾗﾀﾞｵﾄﾒ   436   407   383   290   184    370   197  

 SY11     251   390   370   267   186    589   180 

注）紋別（北農試）は 2年，芽室（十勝農試）は 5年，盛岡

 （東北農試），名取（宮城農セ），都城（九農試）は 3年，

  善通寺（四国農試）は 7年，久万（愛媛県，標高 600m）

  は 4 年の平均 

表２  サラダオトメの地上部の特性  

品種名
茎長

(cm)
茎数 
(本/株)

草形 
茎葉重 

(g/株) 

頂葉の

着色 

露地 

開花性

ｻﾗﾀﾞｵﾄﾒ 128    13.4   中間  2272    中     着蕾 

 SY11    128     8.4   立性   1317   やや強  着蕾 

 注）1993～1999 年の平均（四国農試圃場，欠測年を除く）
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Influence of the Application of Organic Fertilizers on 
the Growth and Yield and the Quality of the Tuberous 
Roots of Yacon 
 
Takeshi KATOU 1, Teruo TSUKIHASHI 1, Hiromichi 
HARA 1 and Eiichi INOUE 2 
 
1 School of Agriculture, Ibaraki University 
2 Gene Research Center, Ibaraki University 

 
Some people say that the apprication of chemical 

fertilizer on Yacon cultivation will cause many of cracks 
in the tuberous roots of yacon and the quality of the roots 
will be worse when compared with the used of organic 
fertilizer. But it was not yet tested.   

So, the chemical fertilizer application was compared 
with the application of chicken and pig manure.   

The result showed a tendency for the top weight per 
stock with chemical fertilizer applied to be the same as 
the top weight when with chicken fertilizer applied and 
that they were heavers than with pig fertilizer applied.  
But there was no significant difference.   

In general, the results showed a tendency for the 
weight of tuberous roots per stock to be the heaviest with 
chemical fertilizer applied and that there were more the 
cracks in a tuberous root when chemical fertilizer was 
applied. But there was no significant difference in each 
treatment.  

 
 
 

Influence of the Control of Aphides at Initial Growth 
on the Growth and Yield of Yacon 
 
Akiko TEJIMA 1, Teruo TSUKIHASHI 1, Hiromichi 
HARA 1 and Eiichi INOUE 2 
 
1 School of Agriculture, Ibaraki University 
2 Gene Research Center, Ibaraki University 

 
Sometime, during the initial growth (from May to 

June) of yacon, a number of aphides breed and suck up 
the sap of the young yacon leaves.  This may damage 
the growth of yacon.  But usually, Chemical spray is not 
used to control this.   

So, the effect of insecticide spray on aphides in the 
initial growth period of yacon was tested.   

Three experimental plots were prepared: a perfect 
control plot, a habitual control plot (insecticide was 

sprayed when the aphides were over 10 heads per 1 cm2) 
and a no spray plot.   

The results showed a tendency for the best growth of 
tuberous roots in the perfect control plot and the worst 
growth in the not sprayed plot, but there was no 
significant difference in each case.   

The results also showed a tendency for the tuberous 
roots yield in the perfect control plot to be greater than in 
the other plots, but there was no significant difference. 

The method of manufacturing of powder without loss 
of fructo-oligosaccharide from yacon tuberous roots 
 
Sumio TERADA 1, Masayuki TANAKA 1, Naoto 
NOGUCHI 1, and Atsuhiko MURAMOTO 2 

 
1 Central Research Laboratory, Zenyaku Kogyo Co., Ltd. 
2 Product Development, Zenyaku Kogyo Co., Ltd. 

 
Yacon (Polymnia sonchifolia, Compositae) has 

edible tuberous roots like sweet potato.  It is well 
known the tuber is rich source of fructo-oligosaccharides 
which is nonnutritive sweetner.  However, the 
coexistence of enzymes relates to browning of tuber and 
degradation of fructo-oligosaccharides affects the storage 
and process of yacon tuberous roots.  We investigated 
the condition for manufacturing of preservative and 
moistureless powder from tuberous roots.  The 
experimental results indicated that the action of the 
enzymes is suppressed by adjusting pH of squeezed juice 
of tuberous roots between 6.5 and 9.5.   

Finally, we established the practical manufacturing 
method of powder that squeezed juice of tuberous roots 
was treated with sodium bicarbonate (NaHCO3), instead 
of addition of antioxidant such as ascorbic acid, followed 
by spray-drying.  The greenish yacon powder obtained 
by our method was moistureless and its content of 
fructo-oligosaccharides was almost same as that of 
harvest time.   

 
 
 

Isolation and Identification of Trehalase Inhibitors in 
Yacon Rhizome 

 
Hiroyuki NISHIMURA 1, Kishi MATSUZAWA 1, 
Atsushi SATOH 1, Akihiko SAITOH 2 and Hiroki 
SADO2 

 
1 Department of Bioscience and Technology, School of 

Engineering, Hokkaido Tokai University 
2 Hokkaido Bio-Industry Co. Ltd.   

 
To date, ant microbial sesquiterpenoids such as 

sonchifolin etc. and diterpenoids such as abienol and 
ent-kaurenoic acid have been isolated from yacon leaves 
and rhizome, respectively.  From the information that 
yacon has the defense mechanism against insects, we 
have explored inhibitors to trehalase which is a 
converting enzyme from trehalose to glucose relating the 
energy metabolism in insects.  The methanol extract of 
yacon rhizome was fractionated by solvent polarities and 
column chromatography.  Final purification of active 
compounds by HPLC gave two phenolics.  From the 
interpretation of spectral data (MS, IR, NMR), two 
inhibitors were identical with caffeic acid and its ethyl 
ester.   
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Influence of Control the Number of Stems Stock on 
the Growth and Yield of Yacon 
 
Youko ISAKA 1, Teruo TSUKIHASHI 1, Hiromichi 
HARA 1 and Eiichi INOUE 2 
 
1 School of Agriculture, Ibaraki University 
2 Gene Research Center, Ibaraki University 

 
The stems and leaves of yacon have been used for 

health tea.   
If stems are cut off during the growing time or if 

there are a number of small stems on a stock, they can be 
used for tea or powder.   

Three experimental plots were made: a one stem per 
stock plot, a three stems per stock plot and a five stems 
per stock plot.   

The greatest number of tuberous roots were harvested 
in the five stems plot and the least number in the one 
steam one.  And the weight of the tuberous roots per 
stock in the five stems plot was heaver than in any other 
plot.  There was significant difference. 

The correlation coefficient of the fresh top weight 
and tuberous root weight per stock was very high at r＝
0.99.   

 
 
 

Influence of the Difference of Mulching Materials on 
the Growth and Yield of Yacon 
 
Eiko HOSOKAWA 1, Teruo TSUKIHASHI 1, Hiromichi 
HARA 1 and Eiichi INOUE 2 
 
1 School of Agriculture, Ibaraki University 
2 Gene Research Center, Ibaraki University 

 
Two mulching materials were compared in the field. 

One material consisted of processed white paper with 
bio-degradable plastics film on the reverse side (called 
white mulch). And the other material consisted of 
processed wax on black paper (called black mulch).   

Three experimental plots were made: a white mulch 
plot, a black mulch plot and a control (no mulch plot).   

Both mulching materials were broken up about the 
middle of May (about one   month after mulching) and 
surface cracking was begun at the middle of June. 

The soil temperature of both multing plots was 
always higher than control.  So it was no effect of lower 
soil temperatures then control. The results showed a 
tendency for the yield of tuberous roots to be higher in 
control than in both mulching plots. 

It was judged that both mulching materials had no 
effect on yacon cultivation in the Ibaraki area. 

Study of Yacon Productivity in the Daigo Area of 
Ibaraki Prefecture 
 
Teruo TSUKIHASHI 1, Takeshi KATOU 1, Hiromichi 
HARA 1 and Eiichi INOUE 2and Akemi KIKUCHI 3 
 
1 School of Agriculture, Ibaraki University 
2 Gene Research Center, Ibaraki University 
3 Ibaraki Prefectural Daigo Dai-ichi High School 

 
The productivity of the yield of yacon was compared 

in two areas.  One was the farm of Daigo Dai-ichi High 
school in Ibaraki Prefecture. This farm is situated in 
northern of Ibaraki prefecture in a part of the Yamizo 
mountain system and is about 196m above sea level (the 
area is called Daigo). The other area was the farm of the 
School of Agriculture at Ibaraki University. This farm is 
in Ami-machi, near Kasumigaura Lake and about 25m 
above sea level (the area is called Ami). 

The average temperature of in the summer seasons 
was 1～2℃ lower in Daigo than in Ami. 

Planting time in Ami was April 21 and in Daigo was 
May 8.   

The results of the study It was showed a tendency for 
the yield of tuberous root weight per stock to be heaver 
in Ami than in Daigo in the generally planting line 
(called the Peru A-line), but early flowering lines were 
more heavily harvested in Daigo then in Ami.   

It was judged that the Dago area was more suitable 
than Ami for yacon cultivation. 
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秋季研究会（於 陸前高田市） 
 

陸前高田市長あいさつ 
 
《司会》ヤーコンにちは！！「陸前高田農業シ

ンポジウム第 2回ヤーコンまつり」に多数の
ご参加をいただきまして大変ありがとうご

ざいます． 
只今から「陸前高田農業シンポジウム」を

開催させていただきます． 
私は本日の司会を努めさせていただきま

す陸前高田市産業振興部農林課の佐々木と

申します．どうぞよろしくお願いいたします． 
それでは開会にあたりまして主催者であ

ります陸前高田市長菅野俊吾よりご挨拶を

申し上げます． 
《市長》ご紹介をいただきました陸前高田市長

の菅野でございます． 
今日はあいにくの天候でございますが，こ

のように多くの皆さん方にお集まりいただ

きまして「ヤーコン研究会」そして「農業シ

ンポジウム」が盛会に開催されますことを大

変うれしく思っている次第でございます．特

に「ヤーコン研究会現地調査」ということで

当市を会場にさせていただいたわけでござ

います．今日，明日 2日間の研修ということ
でございますが，全国各地から 55 名の多く
の皆さん方をお迎えすることができたとい

うことで，市民と共に心から歓迎を申し上げ

る次第でございます． 
平成 4年度から「元気が目玉の農業シンポ
ジウム」を毎年継続して開催をさせていただ

いておりますが，市民の皆さん方の農業を取

り巻く状況は大変厳しいわけでございます．

「元気を出して頑張っていこう」と，そうい

う継続は力なりと申しますか，年々皆さん方

の熱気が非常に高くなっていると考えまし

て本当に心強く思っている次第でございま

す． 
農業を取り巻く環境は大変厳しく，農業に

携わる方々は大変ご苦労の連続だと思いま

すが，昨年は国の方でも新しい農業基本法を

制定いたしたわけでございます．その中で何

といっても農村・農業と申しますか，山間地

の農業を重視していこうという方向性も打

ち出されているところでございますし，又，

農村の多面的な機能と申しますのが経済的

に換算すると数兆円になるともいわれてお

ります．又，そのまわりを囲んでおります林

業と申しますか森林は 70 数兆円の価値があ
るという林野庁の発表もございます．そうい

う新しい視点というものが動きだしてきて

いるなと考えます時に，農業の中にも元気を

出していけば展望があるというふうに私は

考えているところでございます． 
当市におきましては，浜田川というところ

に 31ha程でございますがほ場整備を進めて
おりますし，その場所に市の総合営農指導セ

ンターの建設を今進めているところでござ

いまして，氷上山麓の山手の方にあります大

変長い歴史のある県の農業研究センターの

南部園芸研究室をその側に併設をするとい

うようなことを進めております．これが来年

の4月にオープンするということでございま
して，それが実現いたしますと，研究，研修，

指導施設と申しますものが一体的に動きだ

してくるというそういう時期でもあるわけ

でございます． 
そして，又，市民の皆さん方も「元気が目

玉」ということで農協さんが指導的にやって

いるものでございますが「採れたてランド」

というものをオープンしまして 85 人の方々
が 45 号線沿いに販売拠点をつくりましたと
ころ，今年は 1億円を突破するというような
朗報もあるわけでございます．少し農業の厳

しい中にありましても「元気が目玉の農業」

というこのシンポジウムを通して農業者の

意気込みというものが積み重なってきてい

ると考えております．市におきましては，今

21 世紀を間近にいたしまして新しい市政発
展計画の策定を急いでいるわけでございま

すが，市民が主役ということで市民の皆さん

方の多くの参加を得て策定を進めておりま

す． 
21世紀は何といっても「健康」と「環境」
がキーワードであるというふうな位置づけ

をしているところでございます．「健康」と

いえばやっぱり食べ物でございます．健康で

安全・安心な健康食品というもの．そしてそ

の中に健康野菜というものが必ずなければ

ならないわけでございます．それで私共とい

たしましては，今日は「ヤーコン研究会」の

皆様方もおられますが，ヤーコンの果たす役

割ということを少し勉強をさせていただい

てるわけでございます． 
今日パネラーとして参加をいたします佐
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藤さんが平成4年頃初めてヤーコンと取り組
みまして，農政懇話会の皆さん方が中心とな

りまして普及に努めて，婦人会の皆様共々料

理研究家の皆様方のご指導をいただきまし

て今日も色々トライアルをしております．そ

こに今度はヤーコンを使った冷麺が，今日も

社長さんがみえていますが，熊さんの皆さん

方が農協さんと一体になりまして，試作品を

販売し非常に好評を得ているということで

ございます．そういう中で，先には今日もお

いででございます茨城大学の月橋先生にご

指導をいただいたわけでございます．今日こ

のようなシンポジウムを開くということは

当市にとりまして大変グッドタイミングな

企画であると思いまして，関係者の皆さん方

のご協賛に改めて敬意を表するわけでござ

います． 
今日壇上におられます農水省の四国農業

試験場の上席研究官でございます中西先生

にも遠路わざわざおいでいただきまして基

調講演をいただくことになっておりますし，

そして又，實吉さんをコーディネーターにパ

ネルディスカッションをするわけでござい

ますが，先程申し上げました佐藤さんをはじ

め御三人の先生方にも参加をしていただけ

るということでございます．是非今日は，「ヤ

ーコン研究会」にふさわしい良いシンポジウ

ムができまして，皆さん方と同じ目線でいろ

んな意見の交換をして意義のあるものにな

ることをご期待申し上げる次第でございま

す． 
少し長くなりましたが，全国からおいでの

皆様方には改めて心から歓迎を申し上げる

次第でございます． 
当市は「健康海岸事業」というのを高田松

原地区を中心に厚生省と建設省のご援助で

今進めているわけでございます．又，伊達藩

のかつての縁があるわけでございましてい

ろんな史跡もあります．新しいいろんなトラ

イアルもやっているわけでございますので，

この機会に是非市内を見て頂きまして色々

ご指導，感想などを賜れば幸いに存ずる次第

にございます． 
今日おいでの皆さんに心から歓迎の意を

表しますと共に益々のご健勝でご活躍を，そ

して安全・安心な農業が浸透することによっ

てそれぞれの地域が更に発展しますことを

心からご期待申し上げまして，私からのご挨

拶にさせていただきます． 

ありがとうございました． 
 
 
基調講演－ヤーコンの栽培と品種について－ 

 
《司会》それでは只今より陸前高田農業シンポ

ジウム基調講演を始めさせていただきます．

「ヤーコンの栽培と品種について」と題しま

して農林水産省四国農業試験場上席研究官

中西建夫先生にお願いいたします．講演に先

立ちまして村上産業振興部長より先生のご

紹介をいたします． 
《部長》皆様方には，本日は陸前高田農業シン

ポジウムにご参加をいただきまして大変あ

りがとうございます．それでは私の方からこ

れからご講演をいただきます中西建夫先生

のプロフィールについてご紹介をいたしま

す． 
先生には，本日はご多忙のところ遠路お越

しをいただきまして大変ありがとうござい

ました．先生のご経歴につきましてはお手元

に配付しております資料に掲載されており

ますので，そちらの方をご覧をいただきたい

と思います．中西先生は京都のご出身でござ

いますが昭和 43年 3月に京都大学農学部を
ご卒業後農林水産省に入省以来研究部門一

筋に歩んでこられたようでございますが，現

在は農林水産省四国農業試験場の上席研究

官としてご活躍中でございます． 
先生と陸前高田市の出会いでございます

が，平成 10年 3月に茨城大学農学部を中心
としてヤーコン研究会が設立されて以来，ヤ

ーコンについていろんな角度から研究情報

交換をしているところでございます．そうし

たご縁もございまして本日と明日の2日間陸
前高田市を会場としてヤーコン研究会の現

地研究会が開催されておりまして，全国各地

から 55 名程の皆さんのご参加をいただいて
おりますが，この会場にもお越しをいただい

ておるところでございます．中西先生はこの

ヤーコン研究会の会員でもありますが，当市

からもこの研究会に本日のパネルディスカ

ッションのコーディネーターを務めます實

吉義正さんが会員として参加をしていると

ころでございます．中西先生にはこうしたご

縁で本日の基調講演をお願いしたところで

ございます． 
先生にはこれから「ヤーコンの栽培と品種

について」と題しましてご講演をいただくわ
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けでございますが，陸前高田市が特産化を目

指しているヤーコンについて大変参考とな

る貴重なお話がお伺いできるものと思いま

す．皆様方にはご期待の上ご静聴くださいま

すよう宜しくお願いをいたします． 
それでは中西先生宜しくお願いいたしま

す． 
《中西》只今，紹介いただきました四国農試の

中西です．話がもたもたして漫才の大助・花

子の大助さんじゃないですけど「アウ，アウ」

となることもあると思います．拙い話で申し

訳ないですがお聞きください．私がヤーコン

と取り組みましたのは平成 3年からで，この
頃畑作物が非常に不振である何か有望な作

物はないかということで，ヤーコンというの

はフラクトオリゴ糖が多いというので，これ

なら有望で値打ちがあるのじゃないかとい

うことからでした． 
ヤーコンは 1985 年に日本に導入されまし
たキク科の作物ですが，茨城大学の浅見先生

達の研究で作物の中ではずば抜けて多くの

フラクトオリゴ糖を含んでいるということ

と，その後の研究でポリフェノールと食物繊

維も多く含んでいるということがわかりま

した．このポリフェノールというのは抑癌作

用，発癌作用を抑制するといわれてます．ヤ

ーコンのポリフェノ－ルはクロロゲン酸が

主成分なのですが，数日前の新聞にコーヒー

のクロロゲン酸が癌の細胞の転移を防ぐと

いう，まだ動物実験で細胞レベルのことです

が，そういう効能がいわれています．それか

ら全薬工業さんが見つけられお茶等を販売

されたりしていますが，塊根の中と葉っぱに

食後の血糖上昇を非常に強く抑制するイン

スリンの分泌を刺激させなくて抑制させる

という非常に良い作用をもっています．それ

以上にヤーコンが普及していく為にはおい

しくなくてはいけないし，たくさん採れて作

り易くなくてはならないということがあり

ます．ヤーコンを食べ馴染んでみますと結構

おいしくて，フラクトオリゴ糖とかそういう

のがなくても野菜として十分通用できる能

力を持っているのではないかと思っていま

す． 
私のいる四国の特に瀬戸内は夏が暑く雨

が降らないのでヤーコンはよれよれで，水を

やらないとぼろぼろ枯れていってしまうと

いう状態です．先程こちらの畑を見せてもら

ったのですが，ここのヤーコンは下葉が枯れ

あがっておらず上から下までずーっと葉っ

ぱが残っているんです．私共の水をやってい

るヤーコンでも上の3枚くらいしか葉っぱは
なくて下の方はなくなってしまっています．

それで陸前高田市はヤーコンの栽培には非

常に適地じゃないかと思います．それに先程，

冷麺とかギョーザの具とか色々でてきまし

たけど，食用の素材としても幅広いし加工品

も開発されてきまして，そのような面からし

ましてもヤーコンは健康というのを離れて

も私達の食生活の中に定着していくのでは

ないかと考えています． 
これから私の仕事のヤーコンを作る話に

戻りますと，今日本に普及しているのは1985
年民間会社が導入したもので，いろんな変異

があるとは思うんですけど，その唯一の系統

が日本に広がっています．ヤーコンはイモの

割れがあるとか，貯蔵性がサツマイモやジャ

ガイモに比べたら悪いとか，暑い所ではつく

り難いとかの欠点があります．しかし，どん

な作物も日本に入ってきた時はそれ程でも

なかったものが日本で改良されることによ

って素晴らしい特性を発揮してきたという

ことから，ヤーコンが海のものとも山のもの

ともまだわからない時に私共は組織的では

く個人的にですが品種改良に取り組んでき

ました．それは日本の風土に適応したヤーコ

ンができたら栽培や定着がしやすくなるの

ではないかということで，そういう仕事をし

てきました． 
それをするにあたって，作り方がさっぱり

わからないものですから，各地のいろんな栽

培事例を集めてある雑誌に紹介したりしま

したけど，茨城大学の月橋先生とか各県の農

業試験場でやっていたのをまとめただけで

す．先程，畑で見せていただいた自分たちで

考えて今年初めて行った一本立ちの栽培と

いうのは，枝を取る労力もしんどいし，収穫

してみないとわからないのですが収量も落

ちるのではないかなと思っているのですが，

そこらの栽培技術の情報が今でも全然不足

しているものですから，この後にパネルディ

スカッションがあるということですのでそ

こでいろんな経験が話されていったらいい

と思います． 
お配りいたしました資料にヤーコンの塊

根にどんな成分が含まれているかを書いて

おりますが，これは愛媛県工業技術センタ－

に分析を依頼したものです．ヤーコンの塊根
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の特徴は水分がかなり多いというところで

す．たんぱく質とか脂肪は非常に少なくてで

んぷんもほとんどありません．主な成分は水

を除けば糖質だけです．そして糖質の中のほ

とんどがフラクトオリゴ糖です．世間でいわ

れるイモ類とは全然異なっていて，むしろダ

イコンみたいな特徴を持っています．また食

物繊維が多くてポリフェノールも多く含ん

でいます． 
それからヤーコンの植物的な特性といた

しましては，南米の作物といったらジャガイ

モが非常に有名なんですが，ヤーコンはアン

デスではジャガイモより少し低い所で作ら

れておりますからジャガイモと同じように

涼しい気候に合っていると考えていただけ

れば良いと思います．ジャガイモは栽培期間

が短いですから暖地でも春に植えて夏の暑

くなる前に収穫できるんですけど，ヤーコン

の場合はどうしても夏を越さざるを得ない．

そのことがヤーコンを栽培適地を限定して

いる要素になってまして，又，それを克服す

る栽培技術が必要になってくるというよう

な状況だと思います． 
次のページに図が書いてありますけど，図

1 は私共の野菜研が，フラクトオリゴ糖のか
なりの部分を占める重合度 3～5 のフランク
オリゴ糖含量をキク科作物で調べたもので

すが，ヤーコンが圧倒的に多量のフラクトオ

リゴ糖を含んでいます．それが大きな特性で

す．それと先程も話しましたポリフェノール

が多い．それがいろんな抗酸化性に働いてお

りまして，それも今日来ておられます四国農

試の藤野さんが活性酸素消去能というのを

調査したのを資料に載せましたけれども，調

査したこの作物の中では非常にヤーコンが

強いということです．それから食研の研究で，

ヤーコンのポリフェノールの主成分はクロ

ロゲン酸なんですが，それ以外にもクロロゲ

ン酸に近い成分なんですがそれも非常に強

い抗酸化性を持っているという報告がされ

ています．それからその下の図は全薬工業さ

んのデータを借用しているんですけど，ブト

ウ糖を吸収した時にヤーコンが糖の増加を

抑えているというのを示しています． 
この資料には載っていないのですが，松浦

薬業さんが調べたものでヤーコンとカイア

ポ等の血糖値の上昇抑制効果がありまして，

それでみますとヤーコンの血糖値の抑制効

果が非常に高いと報告されています．ただど

れだけの量で人間に効果が現れるのかとい

うのは，私は素人ですのではっきりとはわか

らないのですが，血糖値の抑制に対してヤー

コンは大変効果があると思われます．以上が

ヤーコンの特性でした． 
続きまして栽培ですが，これは育種試験の

傍らみてみたものですので自分のオリジナ

リティーというのはありません．生育特性と

栽培適地についてですが，要約しますと霜が

終わったら直ぐ植えて，霜が何回か降りまし

て枯れ出したら収穫する．それが一番多収に

繋がっていく．ですから北海道でもどこでも

霜が終ると直ぐさま植える．北海道が最近収

量が上がってきているのは，この霜の後で直

ぐに植えるということが段々なされてきた

ということだと思います．霜という制約があ

り基本的には温かい気候が適しているので

すが，30℃を越す暑さになると生育がぐっと
抑制されてしまいます． 
先程栽培適地といいましたが，高松は今年

は 30℃以上が 60何日間続いているらしく新
記録だそうですが，大阪でも 35℃以上が 10
数日あったということですが，ヤーコンは恐

らく 33℃くらいになるとガタガタに弱って
くるんです．適度に雨があるとそれもカバー

されるんですが，雨の少ない所では駄目です．

それで，少々暑くても適度に雨が降る所であ

れば良い産地になるのではないかと思いま

す．そういうことで四国の標高 300～600ｍ
の地域というのは，私も植えているんですが，

ここはヤーコンの栽培には日本でも最高の

所だと思います． 
一昨日に行ってちょっと掘ってきました．

一番端の番外株を掘りました．端株は囲まれ

た株に比べると遙に多い収量がえられます．

これらがその時掘ったイモですが，このイモ

が在来系統です．これが今度新品種にしたサ

ラダオトメです．これは地下にある時からイ

モの皮が赤い系統です．この 2つの系統は結
構貯蔵性があります．草丈は先程畑で見まし

たのよりやや大きくて平均で 1ｍ70㎝で，茎
は 10 本くらいでした．端株ですので平均収
量の参考にならないのですが，四国の山で早

掘りすると在来系統が良くて，100ｇ以上の
イモが 3㎏ぐらいありました．他の系統はま
だ 1㎏ぐらいしかなかったです．在来系統は
今皆さんが植えられているもので，早生で早

く掘るのに適しています．そのかわり特に暖

地ではイモに非常に割れが入ってきますが，
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涼しい所でつくると割れは少なくなります．

収穫が遅れると割れが増えてきます．それに

比べて新品種などは割れが少ないので，むし

ろ同時に植えられた場合は在来系統を先に

収穫してから新品種等を後に収穫するとい

いのではないかと思います．貯蔵性は新品種

の方がいいのではないかと思います．在来系

統は早く掘ってさばいていって，後に残して

おいて徐々に出荷していくのは新品種の方

がいいと思います． 
栽培適地の収量は試験場レベルで北海道

は 700㎏／ａ，秋田県が 10年程前に 1，000
㎏／ａ，私が四国の山間地でつくっていて

800㎏／ａを越した程度で，平均すると 500
㎏／ａくらいになるのかなと思っています． 
栽培技術の方にいきますが，ここにみえて

おられます茨城大学の月橋先生が主に研究

されておられますが，後は各県の試験場から

の報告が少しある程度ですのであまり情報

がありませんので，ここで皆さんと栽培例と

か結果例とかを色々話せたら，栽培の技術の

進歩に非常によろしいので，今日のような会

は非常によい機会なのではないかと思いま

す．植え付け時期は先程申しましたとおり霜

が終わり植えられる状態になったら早く植

えた方がいいです．それがかなり多収のポイ

ントのようです．次に植え付け方法とか種苗

とか書いています．挿し木苗も売っています

が一般には塊茎を植えます．元気のいい塊茎

を植えたらいいと思います．四国農試付近の

平地ですと土壌病害が発生するものですか

ら，なるべく病害のない株から苗をとります．

ということはその秋収穫する時に良く生育

していた株の塊茎を利用したらいいと思い

ます．今日畑を見せてもらってびっくりした

んですが，畑にはほとんど欠株がないんです．

四国では病原菌がすでに塊茎の中に入って

いまして，生育途中でポロポロと枯れていき

ます．だから畑ではところどころが抜けてい

るんですが，こちらの畑では欠株がないもの

ですから非常に羨ましかったです．植え付け

方法は，四国では発芽しない塊茎が多いです

し，苗が枯れてしまうのもあるものですから

鉢でしっかりと育ててからいい苗を見極め

て定植していくのがいいのではないかと思

います． 
苗の大きさは，大きな塊茎を使った方が収

量が増えますけど，実用的には少々小さくて

もそれほど影響はなく 10～15ｇあったら十

分ではないかと思います．5ｇといえば結構
小さい塊根ですが，5ｇ以下でも大丈夫です．
北海道では機械化の研究を進めておりまし

て，道立花・野菜技術センターというところ

でヤーコンの植え付けの機械化の仕事をし

ています．そこに試験用の塊根を送っていま

すがペーパーポットに植えるので小さい方

が良いということで 5ｇ以下の非常に小さい
のを送っています．そこの試験で去年，一昨

年と収量が 400 ㎏／ａをこす収量をとって
いますのでかなり小さい苗でも実用的に十

分利用できるのではないかと思います．ただ，

小さい苗は遅くに植えるとあまりうまくい

かないかもしれません． 
栽植密度ですが，各地で色々試験されてい

ますが，一般的には栽植密度が高い方が特に

北の方では収量が良いみたいです．平均的に

は 10ａ当たり 2，000本くらい植えればいい
のではないかと思います．四国では我々は畝

は 1ｍ，株間は 50 ㎝程度で植えているんで
すが，野菜研では愛媛の山間地で植えたら 30
～40 ㎝が良かったということで，今年も再
試験をしていますので，もしかしたらもうち

ょっと密植した方がいいのではないかとい

う可能性はあります．四国の様に苗立ちの悪

い所ではあまり粗植にすると欠株の影響が

大きくなりますので，やや密植した方がその

影響が小さくなりますので一般的には良い

のではないかと思います． 
施肥量は大体みてみますとどこでも窒素

は 1～2 ㎏／ａで，燐酸，カリの影響は小さ
くて主に窒素でできが決まるようです．ここ

にはツルボケは見られないと書いてありま

すけれど，私が愛媛で作っている所では去年

などは 8月の終わりくらいで草丈が 2ｍを越
すくらいになりますと系統によっては倒れ

てしまいます．その倒れた系統は，病害の人

にいわせるとリゾクトニア菌によるのでは

ないかということですが，倒れて下になった

ものは枯れてきてイモが採れなかったとい

うことがあります．あまり大きな株は倒伏の

危険がありますし，倒伏するとある種の土壌

病害の繁殖機会になってしまうので，なんで

もそうですがほどほどの肥料がいいのでは

ないでしょうか． 
病虫害は四国農試のような，栽培不適地で

は虫がいっぱいでます．アブラムシから始ま

りオンシツコナジラミ，今年みたいな干ばつ

ではダニもでてきてかなりやられます．去年
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は秋にオンシツコナジラミに秋にめちゃく

ちゃやられました．しかし，恐らく陸前高田

では病虫害の防除は全然必要ないのではな

いかと思います．四国の山間地域では全く病

虫害の防除は行っていません．病害につきま

しては山間地でもたばこ跡地では連作で土

壌消毒したりして土地が荒れていますから

炭疽病等がでますけど普通の所ではほとん

どというか，全くといっていい程でませんで

した．ですから山間地域とか夏の涼しい東北

以北ですと，これ程簡単に無農薬栽培ができ

る作物はないのではないかと思います． 
収穫期ですが，地上部が青い間はどんどん

イモが太っていきますし，フラクトオリゴ糖

も増え，しかもフラクトオリゴ糖も重合度の

高い質のいい分解しても単糖にまでなり難

いものが増えてくるので収穫時期は遅らせ

る方がいいとは思います．ただ暖地では，去

年は雨が結構多くてかなり収量は取れたん

ですが，在来品種ですと 11 月の初めくらい
に掘った時は非常にきれいなイモだったん

ですけど，12 月を越すくらいになりますと
イモの裂開が増えてきます．それで今度の新

品種は，北海道では去年までは在来品種より

多収で良かったんですけど，昨年は夏が暑か

った為か収量は在来品種より少なくなりま

した．新品種の夏の暑さには在来品種よりち

ょっと弱そうなんですが，収穫時期を遅くし

て販売時期を変えるには利用できるのでは

ないかと思います．四国ですと山の上でも 1
月～2月まで放っておいて収穫できますが，
愛媛県の山の方ですと雪が積もったりして

若干地表にでてるイモが凍ったりして傷ん

でいるということがあります．けれどもそれ

ほどの被害はないんですが，ただ掘ってから

長くおいたイモは貯蔵性が悪く，2 月頃に掘
ったイモは貯蔵していても 11 月に掘ったイ
モの方がむしろ長持ちして利用できるとい

うような面があります． 
続きまして塊根の保存と貯蔵ですが，フラ

クトオリゴ糖というのは，ショ糖（フラクト

ースとグルコースが結合したもの）にフラク

トースがくっついたもので，時間が経つとそ

のフラクトースが外れていくので段々重合

度の低いフラクトオリゴ糖になっていき，そ

して二糖になって，更に単糖の果糖とブドウ

糖になっていきます．貯蔵しますとフラクト

オリゴ糖は分解されどんどん減っていきま

す．ただその減りは低温だと非常に遅くなり

ます．ですから，ヤーコンは秋から冬に収穫

をしますので，1 月～2 月くらいでは減った
といっても他の作物の3倍くらいのフラクト
オリゴ糖はあります．貯蔵温度としては低温

がいいのですが，ただ 0℃に近いのはあまり
良くないと思われます．大体 5℃がいいとい
うのは報告ではなくて話でも聞くんですけ

ど，私共の所でも 2℃と 5℃とで貯蔵をして
みたら 5℃の方が良かったです．ですが，そ
の 2℃の冷蔵庫が霜取りをする時に 10 数℃
に温度が上がってしまうのでコンスタント

に 2℃であったわけではないのでということ
も付け加えておきます． 
イモは乾燥に弱く，掘りたてのイモは非常

に乾燥し易いので，貯蔵する時には乾燥しな

いように湿度に気を付けた方がいいです．今

年は結構いい状態で保存できておりまして，

このイモは今迄 7℃くらいで保存していたも
のですがつやもありまして，昨日も新聞記者

の方と食べました．在来系統は貯蔵するとつ

やがなくなる傾向が強いんですが，味はそん

なに悪くなく結構長く保存できます．今年長

く保存できたのは，1つは 1月くらいに腐れ
かけたイモを捨てるんです．もう 1つは，大
量に保存していると腐ったイモが押されて

潰され，そこから腐敗が全体に広がっていき

ますので，なるべく少量づつであまり積み重

ねないように貯蔵しています．時々チェック

をして腐ったイモを取り除き，あまり押さえ

つけないように保存していけば，腐敗は少な

くなります．フラクトオリゴ糖は減ってます

けど，アクが抜けて甘くておいしいイモが保

存できると思います．今くらいまで保存でき

たら一応は生鮮イモとして一年間の流通は

できるのではないかと思っております． 
塊茎の貯蔵も全く塊根と一緒です．乾燥さ

せないで保存するのが一番です．塊茎ですと

暖地では地面に穴を掘って埋めておくのが

一番簡単な方法です． 
育種の歩みとしましては，今栽培されてい

るのはたった 1つの系統なんですが，平成 3
年に南米に行った時にボリビアから病気に

強く，生育が強健で，イモが白いものを持っ

てきました．食用作物としての多様性が広が

るのではないかと思い在来系統と交配をし

たんですが，種はほとんど取れませんでした．

今度の新品種は平成 3年の冬に始めて約 300
交配したなかでたった1粒発芽したものでそ
れが新品種になりました．今は年間 25,000
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～30,000くらい交配してるんですが，それで
も受精率が低いのと発芽率が低いので，年間

1,000 を越える雑種を作るのは大変なことな
のです． 
最初に入ってきました在来系統は秋田県

で 10ａ当り 10ｔも採れるという優秀なもの
ですのでこれを越すのをつくるというのは

大変なんですけど，貯蔵性がいいとか，イモ

が変わってるとか，いろんな食用用途で多様

なヤーコンが必要なものですから，そういう

ヤーコンを新品種として育成していけるの

ではないかと思っています．今の育種体制は

北海道の花・野菜技術センターで系統適応性

検定試験を委託していてそこで選抜した少

数の優良系統の評価をしてもらっています．

それ以外では，北海道の池田町が農業技術研

究所を持っていまして，そこには少数ではな

く多くの系統を送って評価していただいた

り，九州東海大学でも興味を持っていただい

たので苗を送って評価していただいたりし

ています．その中から北海道の花・野菜技術

センターに送っていないもので非常に良い

との評価を受けているものもありますので，

もし皆さんの中にも品種の方に興味がある

方がいらっしゃいましたら苗を送らせても

らいますので，評価して頂けたらありがたい

と思います． 
ちょっと早足で紹介してきましたけど，貯

蔵は手間がかかり過ぎていて，経済的にペイ

しないかもしれないのですが，今までは全然

できないといわれていた1年中の供給がヤー
コンでも一応はできると思います．この頃ヤ

ーコンは世間でもだんだん評判になってき

ました．食べてもらえさえすれば需要も増え

ていくのではないかと思います．私達は直接

は関係する立場ではないのですが皆さん方

と協力していきたいと思います． 
全然仕事とは関係ないのですが，ヤーコン

の料理集をだしましたが今度改訂版を出す

予定です．もし欲しい方は四国農試の情報資

料課に言っていただけましたら送らせても

らいます．それを通じてでもヤーコンの普及

に協力していけたらいいと思います． 
以上，つたないものでありましたがこれで

終わらせていただきます．ありがとうござい

ました． 
《司会》ありがとうございました．中西先生に

はヤーコンの栽培と品種についてご紹介を

いただきました．ご質問があるかと思います

が，時間の関係もございますので割愛させて

いただきます． 
皆様，中西先生にもう 1度盛大な拍手をお
願いいたします． 
それでは，ここで次のパネルディスカッシ

ョンに移るまでの間，5 分間ほど休憩を取ら
せていただきます． 

 
 

パネルディスカッション 
 
《司会》それでは只今より「さあ，夢を語り，

絵を描いて，実現へ！！」をテーマにパネル

ディスカッションを始めさせていただきま

す． 
まず，コーディネーター，パネリストの皆

様方をご紹介させていただきます．プロフィ

ールにつきましては，資料の中でご紹介して

おりますのでご覧をいただきまして，お名前

のみをご紹介させていただきます． 
皆様から向かって左側から，陸前高田地域

振興（株）常務取締役實吉義正様です．實吉

様は，陸前高田市農政懇話会委員でもありま

す．本日はコーディネーターをお願いしてお

ります． 
つづきましてパネリストの方々です．新潟

県名立町からいらっしゃいましたヤーコン

栽培と加工をなさっている久保埜光男様で

す．次に，地元ヤーコン生産者代表の佐藤信

一様です．佐藤様も陸前高田市農政懇話会委

員でもあります．地元では「ヤーコン信ちゃ

ん」と呼ばれております．つづいて，茨城県

取手市からいらっしゃいましたＮＰＯ緑の

会理事長の恒川敏江様です．最後に全薬工業

（株）本社開発 2部に勤務し，ヤーコン茶の
開発をなさっている村本敦比古様です． 
以上の皆様方によりまして，これからパネ

ルディスカッションに入らせていただきま

す．ヤーコンの持つ魅力や夢を大いに語り合

い，絵を描いて，その現実へ向けての話し合

いを期待しております． 
それではコーディネーターの實吉様宜し

くお願いいたします． 
《實吉》本日のコーディネーター役を仰せつか

りました實吉でございます． 
今回は「ヤーコン研究会現地研究会」に当

市をご指定くださいまして誠にありがとう

ございます．ご出席いただいております会員

の方には，北海道から九州までいろんな地域
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からお集まりいただきまして，これは裏話で

はございますが，農林課の担当職員は「こん

な遠くから来るわけないから 20 人くらいの
用意でいいのではないか」という話だったん

ですが，申込書を頂きますと 60 人近くにな
るというので慌てたということがございま

した．前回の農業シンポジウムというかたち

の中でヤーコンを取り上げて頂きまして，今

回もヤーコン研究会に合わせて再びヤーコ

ンをメインにしたシンポジウムを開催しよ

うと，そして今回で「陸前高田農業シンポジ

ウム」は丁度 10 回目になります．これまで
いろんなジャンルで陸前高田の農業をどう

していこうかとシンポジウムを開催してき

まして，その中の一部は実現され実働，稼働

をしています． 
先程，バスの中で研究会の会員の皆様には

お話を致しましたが，農政懇話会は農業者だ

けでなく流通，家庭の主婦，加工関係といろ

いろな業種の方々がメンバーとして加わっ

ておりまして，それぞれの立場からいろいろ

な意見をこれまでだしてきました．その中か

ら取り上げられたのがこのヤーコンでござ

いまして，取り組み以来いろいろな試行錯誤

を繰り返しまして現在に至っています．とい

うことで，遠くからおいでいただきましたパ

ネラーの方々を含め，地元の代表と致しまし

て高田では「ヤーコン信ちゃん」で有名な佐

藤君を入れて，これから少しの時間ですがパ

ネルディスカッションを進めていきたいと

思います．宜しくお願いいたします． 
皆さん，先程シンポジウムが開会される前

までに館内にスピーカーから流れていた音

楽を聞いたことがある方はいらっしゃいま

すか？これは「ヤーコンでヤーコンにちは」

という歌で，研究会の会員の皆さんの資料に

も入っているかと思いますが，こういう歌が

本当にあるのです．これは子供向けに作られ

た歌ですが，市の担当職員がインターネット

でたまたま見つけました．歌詞を見ると子供

向けに優しくヤーコンをＰＲしているもの

で，この後も最後に流れると思いますがヤー

コンの歌があったということを改めて皆さ

んにご紹介しておきたいと思います． 
今回集まっていただいた皆さんもそうで

すが，北海道から九州まで広い範囲でたくさ

んの人がヤーコンに係わっておりますし，そ

ういった形もでてきております．そういう状

況の中で，パネルディスカッションを進めな

がら皆さんと共にヤーコンについて考えて

いきたいと思っております． 
まずはパネラーの方々に初めに第一段目

として 5～6 分の時間をいただきまして，各
自自己紹介を兼ねながら，現在ヤーコンに取

り組んでいる状況についてお話をしていた

だきたいとおもいます．その次の段階では，

そもそもヤーコンと取り組むきっかけとな

ったこととか，最初の頃の失敗談等を話して

進めていきたいと思います．三段目ではこれ

からのヤーコンにかける期待とか夢につい

てそれぞれにお話してもらいたいと思って

おりますので宜しくお願いいたします． 
それでは初めに，新潟からおいでいただき

ました久保埜さん．久保埜さんはヤーコン研

究会の理事もなさっておりますし，ヤーコン

の栽培にもう既に 15 年くらい取り組んでい
らっしゃいます．それでは久保埜さんから第

一段目の話について宜しくお願いしたいと

思います．それではお願いします． 
《久保埜》皆さん，こんにちは．私は新潟県の

名立町というところからやってきました久

保埜です． 
春の研究会の席では，今までは坂本弁護士

が埋められていた部落だと言っていたけど，

これからは「第一回地方現地研究会」が行わ

れた地だと言うことを公言しましたので，今

日この席より第一回地方現地研究会が行わ

れた名立町からやって参りました久保埜で

す． 
先程實吉さんがちょっと言われましたけ

れども，私が一番最初にヤーコンをつくった

のは 85年のことでした．今年で 16年目にな
ります． 
ヤーコンが日本に導入されてきた時，ある

種苗メーカーのパンフレットに「健康野菜」

ということで紹介されておりました．新潟県

でもうちの地域は中山間といわれる谷間に

ありまして米一筋という地域なのですが，減

反の時期でもありましたし，私も結構物好き

なものでして，手間がかからない健康野菜の

ヤーコンとはどんなものだろうと思い作っ

てみました．最初に作った時は，堆肥の置き

場の後に作ったのですが，その条件が良すぎ

たのでしょうか，手間がかからず，病気にな

らず，収量はものすごく多かったんです．ダ

イコンみたいなのがぼろぼろ採れたんです．

今の状態からは考えられないことでした．今

は面積を増やすとやはり手もまわらないと
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いうことで，ある程度収量的にはスランプの

時期でもあります． 
最初に作った時に，これは非常にうまくい

くのではないかとヤーコンに取り組みまし

て，今では一応3反歩程栽培をしております．
自分でやる分では大体これくらいが限度で

すので，自分の能力に合った規模だと思って

います．そして，うちは全部家族労働で間に

合わせております．なにせお金がかからない

タダの人夫です．減反対策で始めたものです

が，未だに無農薬でやっております． 
先程の現地調査でもあったように心配す

るとすれば初期のネキリムシくらいなもの

で後は本当に手間いらずです．手間いらずと

いうこともあるのですが，これからの時代は

健康という分野の農業でなければ減反対策

に合わせたものが難しいのではないかとい

うことで自分自身ではメインを健康の方に

持っていきまして現在に至っております．こ

れで自己紹介を終わらせていただきます． 
《實吉》久保埜さんには，今漬物の加工に取り

組んでいらっしゃるというので後程そのへ

んの苦労話でもしていただければと思いま

す．久保埜さんはお嬢さんが 3人いらっしゃ
いまして，自分の作った漬物に「雪の舞姫」

とネーミングをいたしまして，豪雪地帯の久

保埜さんの所で自分の娘が嫁に行く姿を想

像してネーミングしたと聞きまして，すごい

ロマンティックで「雪の舞姫」の名前を聞い

ただけで食べなくてもおいしいような感じ

がしました．そのへんの話も後でしていただ

きたいと思います． 
それでは，つづいて地元の信ちゃんこと佐

藤君ですが，現在のヤーコンとの係わり方を

話して頂きたいと思います． 
《佐藤》どうも，皆様こんにちは．佐藤でござ

います．先程コーディネーターの實吉さんか

らご紹介がありましたが，今回は九州から北

海道までの人が集まったということで，菅野

市長からも歓迎のご挨拶がありましたが，遠

くからわざわざお越しいただきまして本当

にありがとうございました．ご苦労様でござ

います． 
実は今日の日程の中で1時からうちの圃場
をご覧いただくことになっていたのですが，

あいにくの雨ということで申し訳ございま

せんでした．これは蛇足になりますけど，全

国的なことですがこの辺も全然雨が降って

いませんでした．それでうちでもキュウリと

かいろんな野菜を作っているので雨が欲し

いと思っていたのですが，特にヤーコンは絶

対必要ですので本当に雨を願っていたので

すが，あいにく最悪の日にたくさん降りまし

て，今日は本当に申し訳なかったのか，喜ん

でいいのか複雑な心境でございます．それで

も雨が上がったので何とか来ていただける

かなとも思ったんですが，スタッフの方から

紹介があったと思いますが，うちの圃場は家

の近くにもありますけど川の向かいにある

のが主体なのです．そこへ，ここを流れる清

流の気仙川の支流になります，矢作川に掛か

る一本橋を渡って行かなければならないの

で，折角お越しいただいた方々でどなたかが

落ちるようなことになっては，私も消防人と

して，今度は救助しなければならないことに

なるかもしれないと考えまして，お断りした

ことを本当に申し訳なく思っております． 
蛇足のついでにもう 1つです．今日ひかみ
の園の圃場に，一緒に行きまして私も研修を

受けていたのですが，その時にスタッフの

佐々木君から「信一さん，今日はビリッとき

めてきましたね．昨日，町からでも買ってき

たの？」と言われたんですが，私は普段は作

業着姿で黙々と働いています．ですから，た

まに町に出る時くらいはこういう姿をした

方がいいのかなと思ったのがかえってあだ

になりまして，普段着でないのですごく緊張

していますが折角ですので頑張ってみたい

と思っています． 
蛇足ばかりつづきまして申し訳ございま

せんでした．私は先程紹介がありましたよう

に農政懇話会のメンバーに入っております．

先程紹介がありましたので私が改めて言う

必要はないかもしれないのですが，私もいろ

んな関係機関の会議にはついつい入ってい

くのですが，この農政懇話会は本当に 1番大
好きな会です．というのは，ここにもヤマ仙

の河野社長がみえてますが，いろんな方々が

参加しておりまして，農業にいろんなサイド

から提言や意見を述べてくれます．農業サイ

ドの関係機関になりますと，どうも井の中の

蛙になってしまって議論が多いところなん

ですが，農政懇話会はいろんなところの話が

でるので夏場の忙しい時でもほとんど欠か

すことなく出席しております．その位私にと

ってこの会は，必要な良い会だと思っていま

す． 
そんな訳で平成 4年から「元気が目玉の高
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田農業」という事でこの会を中心に色々な提

言をして参りましたけど，その中でたまたま

私が平成元年からこのヤーコン栽培に取り

組みました．このきっかけは地元で学校の先

生をやっていた方が退職してからたまたま

健康にすごく関心のある方で，いろんなそう

いった野菜等を家庭菜園で使っている先生

でした．そして私も普段から色々お付き合い

いただいていたものですから「おい，信一君，

あなた農家でいろんな事をやっているけれ

どもこれは全然無農薬だし，手はかからない

し，とにかくいい野菜だし，そして健康野菜

だから苗を分けてやるから作ってみないか」

と，それが 10 本もらった苗がヤーコンとの
出会いでした．それから私もどんどん増やし

まして，丁度懇話会で「家には本当に自慢で

きる自根キュウリがありますけれども，もち

ろん既存の野菜も大切だけども何か話題性

がないかなという中で，「ヤーコン，アピオ

スというものを作っているんですが」と，そ

の話を出したら，それ非常にいいんじゃない

か，ということで一つの話題性のある農業起

爆剤として頑張ってみようということでし

た． 
それから色々な方々にお世話になったと

いう部分は話がちょっと長くなりますので

次の 2回目の時に話しますけど，そういう中
で本当に試行錯誤しながら途中でよっぽど

やめようかなと思った時もありました．そし

て私自身もここまでくるとはほんと今だに

「えーここまできたのか」ということで改め

て色々な方々に感謝の気持ちで一杯なんで

す．そういうことで取り組んできました． 
今日見ていただければ圃場でもお話でき

たんですけども，今年は 4,000 本約 20 アー
ルですね．4,000 本定植しました．ただ，今
年もなかなか夏場に雨が降らなかったもの

ですから，収穫的にはどの辺に落ちつくのか

なーということで，非常に心配な部分もあり

ます． 
先程，中西先生からいろいろ栽培について

はお話を頂きましたので私もずっとやって

いる中で平成5年はご存知のとおり全国的に
大凶作でしたね．例外を通り越して本当に凶

作でした．それこそ平成の米騒動というくら

いの騒ぎだったんですけれどもあの時でさ

えうちのヤーコンはだいたい8分さき位には
いきました．ところが，去年の干ばつには恥

ずかしい話，半さくにいったかなーという位

の数量でした．だからいかにこの夏場，特に

8月中旬から 9月にかけて水が大切なんだな
ーということをつくづく思いしらされてお

ります．そんな関係で，また同じことをいい

ますが，今日のこの雨もほんとに天から金が

落ちてきたんじゃないかと思うくらい嬉し

い雨でした．いずれそんなところで，また次

の機会にいろいろお話したいと思います．有

り難うございます． 
《實吉》はい，佐藤君の場合には我々と一緒に

なってこのヤーコンを一生懸命やっていた

だいてます．今，専業農家というかんじで家

族で農業に取り組んでいます．キュウリをや

るとかいろんなものを取り組んで，非常に懇

話会のなかでもこういう専業農家の方，ある

いは先程彼のほうから話がありましたけれ

ども，いろんな分野の方から頂く意見という

のが非常にいいということを彼も言ったこ

とがあるんですね．同じ立場の人だけじゃな

くていろんな立場の人から農業というもの

について意見を聞くというのは非常に参考

になるというような話をしてくれたことが

ございます． 
佐藤君のほうには次の段階でその辺のと

ころを話していただきたいなと思います． 
それでは続いては取手市からおいでいた

だきました恒川さんでございますけれども，

今回このパネラーとして出ていただく場合

に，いろんな分野の方を考えたんですが，恒

川さんの場合には先程の話にもありました

が，健康と環境という部分がこれからの時代

に大きな部分を占めてくるわけなんですけ

れども，いろんな地域でリサイクルという部

分が提唱され，そして動きだしております．

この前茨城でお会いしたときはＮＰＯの申

請中ということがあったんですが，あの後正

式にＮＰＯに認定されたということで「ＥＭ

緑の会」というそういうＮＰＯ法人資格を取

って活躍なさっており，会の理事長をなさっ

ております． 
それでは恒川さんの方からお願いしたい

と思います． 
《恒川》改めまして皆様こんにちは．先輩の皆

様の前で緊張しております．宜しくお願いし

ます． 
私達は，この 4月からＮＰＯ法人て皆様ご
存知かと思いますが，特定非営利活動法人と

いって，利益を目的としないけれども活動し

ていくのに収益事業をやっていいわけなん
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ですが，そこでその収益事業でヤーコンとい

うことで，私達は平成 6年から生ゴミのリサ
イクルの活動をさせていただいております． 
申し遅れましたが茨城県の取手からきま

した．取手市で 3万世帯の全世帯を生ゴミだ
けを完全に分別したい．これが本当に十数年

前から，私本当にこのままの地球では大丈夫

なんだろうかという思いがずっとありまし

た．平成 6年に有用微生物群というＥＭに出
会いまして，生ゴミを家庭で処理する方法簡

単に処理して畑やお庭に使う方法を知りま

した．市内で約 3千軒位の皆さんにお伝えし
て，処理の容器を普及して始めていただきま

した．ところが，やはり最初はすごくおもし

ろいので皆さん始めるんですけど，どうして

も途中で埋める作業がおっくうとかいろい

ろな理由で断ち切れてしまう．これはやはり

回収がつかなきゃということを思いまして

回収を始めました．最初夫婦で 5 年くらい，
平成 6年から 10年迄は夫婦で主人が仕事を
終わってから，夜トラックでまわって，ただ

その時は世帯数が少なかったんですが，去年

環境庁の外郭団体から助成金等いただいて

100 世帯，今年は 200 世帯までいきました．
1週間に 800㎏の生ゴミを今堆肥化してその
堆肥がとてもいいのができるのでモニター

の人にお譲りしています． 
ヤーコンは，3年前に 5株茨城県の石岡の
友人からいただきました．栽培したらとても

栽培しやすくて丈夫な植物ということと，そ

れからいろいろ栽培をしながらお茶とかお

芋とかをいただきまして自分で体験して，こ

れは素晴らしいって思って会のほうにいろ

いろ話したら，今日も一緒にきてるんですけ

ど，とっても関心を持った方がでまして，う

ちの会ではヤーコン担当というのができま

した．唐沢さんというんですが，「ヤーコン

の唐沢です」とその位とても関心を持った方

です．その方にヤーコンのことはほとんどお

願いして展開しております． 
そして役所の方でも，これまでの私達の実

績を理解してくれまして将来的に3万世帯の
生ゴミ分別を，それに向けて動いてくれるこ

とになりました．それと 9月の間もなく敬老
の日ですが，今年の取手市の敬老のお祝い品，

70歳以上が約 7，300人いらっしゃるんです
けど，その方たちのお祝い品にヤーコン茶を

決めてくださいました．それは私達の活動費

を少しだしてあげよう，そういうお気持ちと

健康に大変いいようだからそれを配ろう，そ

の両方の気持ちで役所が決めてくれまして

今運送屋さんが配送中でございます．14 日
配達完了ということで進んでおります．そん

な状況です． 
《實吉》はい，有り難うございました．私もい

ろんなヤーコンの使われ方というのを知っ

ているつもりなんですけれども，敬老の日の

記念品にヤーコン茶が使われるというのは

これは初めて耳にすることなんですけれど

も，非常に恒川さん達の活動がそういったも

のを引きだしているということで，本当にい

い話だなーと思って今聞きました．お年寄り

の方にヤーコン茶が敬老の記念品として配

られる，今後は各地でそういった形がいろん

な形で利用されていければいいんではない

かなと思っております． 
続いてお茶の話がでましたので，お茶の専

門家に登壇をしていただきたいと思うので

すが，全薬工業の開発室の勤務をなさってお

ります村本さんなんです．私も第 1回の研修
会からお会いしてずっとお話を伺ってきま

して苦労なさって，展示場のほうにも今日温

かいお茶をご試飲いただいたかと思うんで

すが，そのお茶なんかもご提供いただきまし

た． 
全薬工業の村本さんのほうから現在の状

況とか，そのへんについても自己紹介をかね

て宜しくお願いしたいと思います． 
《村本》改めて皆さんこんにちは．この中では

一番，若く見える，ま，実際若いかもしれま

せんけど本当は夜の街ではまだ 20 代で通し
てるんです．これは本当にいきすぎないかな

と思いますけど，まず私どもの全薬工業とい

う会社の紹介をさせていただきたいと思い

ます． 
私どもの全薬工業は今年で創立丁度 50 周
年になります．それで皆さんご記憶あるかと

思いますが，昭和 40 年代に「高見エミリ」
というハーフのモデルさんがいまして今，鳩

山邦男の奥さん，ちょっとこんなに太っちゃ

いましたけど，非常にかわいくて非常に短い

スカートをはいて「ジキニンでじきになおっ

て」というキャッチフレーズで当時は話題に

なりました．お蔭様でそれをきっかけにかな

り会社も伸びたようです．けどもそれ以後販

売促進に携わる部長がまじめすぎるんでし

ょうか，最近はちょっと堅いコマーシャルば

かりでですね今ジキニンは岡江久美子さん
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がずっとやっております．あと，提供番組と

して「暴れん坊将軍」というのはテレビ朝日

系でやっております．トップメーカーとして

紹介していただいております．今まではサラ

金でかなり話題になった「日栄」さんがいっ

とう最初に紹介されておりましたけど，自然

に去っていって私達が一番紹介されるよう

になりました．今代表的な製品としてはカル

シウムの「かたせ錠」とか，水虫薬の「コザ

ック」など販売しております．製薬メーカー

も問屋を通して薬局に物をおろすメーカー

と直接私どもが薬局さんにおさめる直販メ

ーカーと，ちょっと系統が違うのがあるんで

すね．大正製薬とサトウ製薬，ＳＳ製薬と私

ども全薬工業，これはだいたい直販の大手と

いうんですかね，だいたい 4社といわれてお
ります．ので，直接薬局さんに製品を提供し

て，直接薬局さんの先生にいろんな情報を伝

えられる．ですからより一層消費者，お客さ

んと密接な相談に応じられるといったシス

テムが可能になっております． 
私は，これから個人的な経歴を紹介させて

もらいますけど，18年程前に入社しまして，
最初の8年間は研究所で制癌剤の研究をして
おりました．癌の薬です．ですから非常に作

用は強いですけど，副作用も強いといったそ

んな薬をずっとやっていました．10 年前に
本社に移りまして，今度は一般薬といってそ

れこそジキニンとか風邪薬とかの開発を担

当しまして 5年前，丁度このヤーコンにいき
ついたんですね． 
当時は研究所でいろんな活性成分を世界

中から植物を集めてきていろんな活性が無

いかというのを探してきたんですけど，丁度

南米の植物の百何種類か調べてるときに地

元でオロベルデという民間伝承薬的な，漢方

薬みたいなお茶があったんですね．それを動

物実験してみたら，血糖値がブドウ糖，砂糖

を飲ませても，本当は血糖値が上がるのに，

全然上がらないんですね．ですからこれはお

もしろいということでその中の植物をよく

調べてみたらヤーコンがあったんですね．そ

れで早速南米の知り合いからその葉っぱを

送ってもらっていろいろ研究してましたけ

ど，ちょっと待てよ，文献検索したか？とい

うことで，いろいろコンピュータで文献検索

してみたら，何のことはない月橋先生の論文

とかですね先程の中西先生の論文とかいろ

いろ出てきてなんだ日本にもとっくに入っ

ているんじゃないかということでそれでも

う話は簡単だということで月橋先生ならび

に中西先生のご協力いただき，久保埜さんに

も直接葉っぱもいただきまして研究を始め

ました． 
そこで後ほどまた，関連した話をしますけ

ども血糖値が上がらないというのが分かり

まして，当社は医薬品で研究を始めました．

ところが医薬品の承認を取るには 10 年かか
って 100億以上のお金が必要になります．で
すからそんなことをしていてはヤーコンも

とっくにすたれて無くなってしまうかもし

れないということで，すぐに食品で出そうと

いうことで今発売している皆さんに飲んで

いただきました，緑の箱のヤーコンのお茶を

作ったわけです．たまたまウーロン茶との組

合せがちょうど良くて，血糖値だけでなく，

中性脂肪，ダイエット効果，そのへんにも効

果があるのが分かっています．これも後ほど

紹介したいと思います．以上です． 
《實吉》はい，有り難うございました．私，茨

城大学での研究会は3年続けて参加させて頂
いたんですが，村本さんの事例発表は見てて

いつも楽しいですね．大学の研究発表ですか

ら，亀の子たわしみたいのがいっぱい出てき

た説明がスライドで写るんですけれども，村

本さんの部分になると水着女性のスライド

がでてきましてダイエットティーというの

が出てくる．ぼくはいつも研究会で講義を聞

いていて全薬工業さんの番になるといつも

楽しみにして今年のモデルはどんなモデル

かなって思って見てるんですけど，後でいろ

んな苦労話なんかも聞いていますけど，その

へんのところも後で話して頂きたいなと思

います． 
それでは，まず前段で自己紹介を兼ねて今

取り組んでいる内容等についてお話をして

頂いたんですけど，次の段階でそれらの関わ

った部分でヤーコンで苦労したこと，あるい

はヤーコンを販売するために，あるいは栽培

するために苦労したこととか栽培技術の面

なんかも含めて話して頂ければと思ってい

ます．特に栽培等につきましては，会場の皆

さんからもご意見や，疑問に思っている点と

かありましたら，会場の方から係がマイクを

持ってまわりますので，質問して頂ければと

思います． 
それでは，その分についてはまず，今まで

よりちょっと長めの時間でいいと思います
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ので，村本さんの方から，苦労話とかそのへ

んのところをお話頂ければと思います．宜し

くお願いします． 
《村本》私どもお茶を発売して丁度今年でまる 4
年になります．初年度はたしか 4万箱位作っ
てなんとか捌いたというかたちなんですね．

ヤーコンというものが知られてないので，う

ちのお取引先の薬局の先生方，非常に説明は

うまいんですがなかなかその説明をもって

してもヤーコンというのが理解していただ

けない，というので苦労しました．ただ健康

茶にしてはうちのお茶は非常にウーロンと

の組合せが良かったせいか，味がいいのでリ

ピーターといいますか続けて飲んでいただ

いているお客さん，固定客というんですかね，

そういったお客さんが徐々に増えてきまし

て 2年目が 6万箱，昨年と今年が 8万か 9万
箱位で，出ております．あと今，私，製品の

開発も担当してるんですけど，こういった会

合とか薬局さんが主催する地区の健康講演

会とかそういうところに出向いて行って，一

般のお客さんを集める場合もあるんですけ

どあとは薬局の先生方を集めて，こういった

ヤーコンのいろんな機能について，糖尿病の

メカニズム的な話も含めてですけどそうい

う講演会を地道に，地道に，スライドは派手

なんですけど，活動はすごい地味なんです．

関東地方，広島，中国，四国の方も行きます

けど，そういったかたちで続けてきました．

それで丁度3月のヤーコン研究会が茨城大学
であった次の週に，いつも「おもいっきりテ

レビ」でコメンテーターをやっていただいて

る薬剤師の薬学博士の田村先生というかた

がたまたま電話してきまして「村本さん，ヤ

ーコン今どうなっていますか」と言うんです

ね．ですから「いろんな機能が見つかってお

もしろいですよ」って．「ああ，そうですか」，

「ひょっとしたらおもいっきりテレビで紹

介しますよ」というのでそれじゃ，新しい資

料をお送りしましょうということでお送り

しました．多分，やらないだろうなーと思っ

てたんですけど，それがたまたま 3月 29日
放映されまして，ほんの 3分か 5分位だった
んですけど，それ以来，事務所と同じフロア

ーに問い合わせ係があるんですけど電話が

殺到して，あれがいいきっかけになって，今

度は「量販店」といって郊外に大きな薬局さ

んがあります．そういった薬局でも扱ってく

れるようになりまして，徐々に取り扱うお店

が増えてきたってことなんですね．それでこ

こまで数字が伸びてきたんだと思います． 
まだまだこれだけいろんな機能を持って

糖尿病予防には非常に効果が有るお茶です

から，沢山の人に飲んで頂きたいと思ってい

ろんな企画はしてるんですけど，それこそ広

告代理店を使ったり，電通とかを使って，何

千万か払えばいろんな企画を持って1年間こ
ういう事をしましょうというかたちで，ひょ

っとしたら爆発的なヒット商品みたいなの

が生まれるかもしれません．しかし，そうい

うのは 1年か 2年で終わってしまうんですね．
ですから下手にそういった活動をしないで，

もうちょっと地道に，今までどおり薬局の先

生方を中心にヤーコンを広めていきたいな

あと考えております． 
そして，今一番評判がいいのは，今日持っ

てきたんですけどこういったポスターなん

ですね．センスがいいか悪いかは別として，

とにかく目立ちますよね．こういうのを薬局

の店頭とかに置いときますと，お客さんが

「なんだこりゃ」と「何ですかこれ」と声を

かけてきます．そこで「実はヤーコンていう

のがあるんですよ」って，これで初めてヤー

コンを使用する方がかなり増えてます．特に

「量販店」とか「マツモトキヨシ」さんとは

お取引してないんですけど，ああいった若い

人が集まるお店とかでこのポスターがきっ

かけでヤーコンを知る人が増えているよう

です．こういった姑息な手段でヤーコンを広

めてるようで，せっかく全薬工業というメー

カーなんですから，多分實吉さんならかっこ

よくいろいろ企画してやってくれると思う

んですけど，こういった泥臭いことやってお

ります． 
あとは，実は最初にお芋の方の検討もして

たんです．お芋は中西さんとか久保埜さんに

何キロかいただいて色々手を加えて加工も

してみたんですけど，やはりちょっと扱いに

くい保存が難しい，フラクトオリゴ糖の含量

がばらつく，そういった事で薬局さんで扱う

商品としてはなかなかかたちが見えてこな

いというので諦めております． 
その時色々案も有りまして試作なんかも

したんですけど．ここで紹介してよろしいで

すか？ひょっとしたらとっくに實吉さんな

んかいろいろやっているから「当然そんなの

考えてるよ」っていうのがあると思いますけ

ど，例えばアロエヨーグルトは非常に売れて
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ましたけど，アロエの代わりにヨーグルトと

組み合わせて，特にフラクトオリゴ糖も豊富

に含まれてますので，腸の為にはいいと思う

んですよね．こういうものも考えておりまし

た．あと，群馬県のほうは蒟蒻がなんとか売

りたいということで「蒟蒻畑」っていうゼリ

ー状のものを出して大ヒットしましたけど

も，それと同じように「ヤーコン畑」みたい

なものを，それこそフラクトオリゴ糖を豊富

に含んでますので腸にいいですよね．あと最

近，日本人の食事がどんどん西洋化しており

ます．ですから漬物っていうのもいいんです

けど，西洋漬物としてピクルスみたいなかた

ちですね．そうしますとハンバーガーなんか

にものっけられると思うんですよ．ここに来

るとき，丁度モスバーガーがありましたんで

ね，モスバーガーさんとちょっと交渉してみ

たらどうかと思いますけど．ですから酢につ

けるってことですね．酢漬けみたいなもので

すね．そうしますと酢とオリゴ糖の健康効果

ていうのがまた上がると思うんですよ．あと，

最近はうちの会社の女の子も「今日飲みに行

こう」ていっても「いやだ．セクハラおやじ

とは飲みたくない」とか言ってね．でも「焼

き肉食べに行こう」ていうと「いいわよ」っ

ていって付いてくる位焼き肉食べる人は多

いと思います．やはり，油分を多く取ります

と腸内の悪玉菌が増えるんですね．その為に

フラクトオリゴ糖がいいんですよというこ

とで，焼き肉のたれの，大根おろしみたいな

たれがありますよね，ああいうものに利用で

きないかということで考えておりました．あ

とは，ビビンバってありますね，色々漬物み

たいな上にのっかりますけど，あれのなかの

大根と人参の酢漬けみたいなの確かあった

と思うんですけど，ああいったかたちでのせ

れば油っぽい焼き肉食べた後にはぴったり

だと思うんですけどね．あとは，居酒屋チェ

ーンで，東京の場合ですと「白木屋」とか「村

さ来」ていうのがあるんですがそのへんのと

ころにメニューの提案なんか持っていける

んでないかと思います．お寿司屋さんなんか

は，かんぴょうのかわりにヤーコン巻きはど

うかと，杏仁豆腐のカットに入れるフルーツ

にはどうかと考えましたが，薬局では売れま

せんのでね，皆さん食品関係でとり扱えばい

いんじゃないかと思います．以上です． 
《實吉》はい．村本さん，私そのポスター大変

気に入りました．さっきの話もそうなんです

が，全薬工業さんが広告代理店を使わないで

こういうかたちでやっているということに

注目したいと思うんですね．全薬さんあたり

になれば，電通とか使ってパパッと流せるの

は簡単だと思うんですが，それをあえて村本

さんの所ではそれをやっているということ

で，何ともけばけばしいオレンジ色に黒の字

っていうのはすごく目立つ．で，一瞬あのポ

スターをみて，目の前にいた河野くんが思わ

ず太鼓腹を押さえたという，今すごい効果が

あったんでね．多分，明日あたりからは全薬

工業さんのお茶を買って飲むんじゃないか

と思いますけど，最低 3か月続けて飲まなき
ゃだめだっていうから．また，今この会場の

中に加工に関わっている方いらっしゃると

思うんですが，全薬さんが考えたっていう，

今の商品の中には素晴らしいアイディアが

あると思います．「ああ，そういう使い方が

あったんだな」っていうのを多分今の話を聞

いてて思った人たくさんいると思うんです

けど，私は「おもいっきりテレビ」に出させ

ていただいてほんとに良かったと思ってい

ます． 
あれが放送になった日からうちの会社に

すごい電話があったんですね．それで，「う

ちのほうでお茶はやっていませんよ」ってい

ってもヤーコンでうちの会社やってたもの

ですから，そういった方々がおもいっきりテ

レビにでて，「ああっ」っていう問い合わせ

がすごくあった．そういった意味ではヤーコ

ンを周知させるっていうか，いろんな人にヤ

ーコンっていう名前を覚えてもらうってい

うかたちではうまいやり方だったなと思っ

てます．全薬さんの為だけじゃなくて，ヤー

コンに関わっている人達にとってもテレビ

で取り上げて頂いたということはヤーコン

という名前がこれでだいぶ広がってきたな

と，そういう部分では大事な部分だったんじ

ゃないかと思って見てました． 
私も聞きながら商品開発はおもしろいな

と一瞬頭の中で考えてましたけど，色々と有

り難うございました．それでは続いて，恒川

さん達は実際自分たちでお作りになった堆

肥を栽培とかにも生かしてるようですけれ

ども，そのへんの所とか，先程もお話頂いた

んですけど，リサイクルの苦労とかもあると

思うんですけど，そのへんをちょっと触れて

いただければと思います．お願い致します． 
《恒川》出来た堆肥を畑に入れて，そこでヤー
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コン栽培しているわけですが，やはりちゃん

と入れた所と入れない場所があるわけです．

もうそれは当然のことなんですけども，入れ

たところはしっかり育つんですが，基本的な

事で悩んでいるのは雑草です．草を取る時間

がないというか，それは横着も加わってるん

ですが，先日この春，敬老の日の品が決まっ

たということもありまして，少しでも市民の

方に，ヤーコンというのを早くにどういう植

物かというのを知っていただきたい，こんな

いい植物を1人でも多くの人に知って頂きた
い，こんな思いでいろいろ行事を企画させて

頂いています． 
大きい行事は先日本当に忙しい中を月橋

先生にお願い致しまして，講演会をさせて頂

きました．お蔭様で 250名からのお客様にお
集まりくださいまして，その時に茨城放送の

放送局の人が取材されまして，その後放送さ

れたんです．そうしたらその日から，苗の話

とかありました．この春から私達，皆さんに

ヤーコンを知って頂きたいというんで，苗も

おゆずりしたんです．そういう話が入ってた

んで，いきなり「苗をください」「ほしいん

ですが，いくらですか？」と次から次へとた

くさん電話がありました．うちは造園業で植

木屋なんで，うちの電話とＮＰＯの電話と 2
つ持って歩いてまして，たがいちがいにずっ

と電話がなりっぱなしの状況でしたが．これ

にはとても生きがいを感じておりますので

大変ということは無いんです． 
先日も本当に嬉しいことなんですが，福島

の方ですが，いきなり電話で「奥さん，血糖

値が下がったよ」ってしばらく黙ってるんで

す．しばらくしてから，「良かったよ」って

おしゃってました．そんな時は本当に疲れが

ふっとびます．そんな生活をしております． 
《實吉》はい．やはり，自分たちで作った堆肥

を使って，私 3 月にお聞きしたんですけど，
使った所と使わない所では歴然と差が出て

くると．そのへんについては，専門的に作っ

ていらっしゃるお二人がそういった話は中

心にしてくれると思うんですが，佐藤君のほ

うでも今までずっとヤーコンの栽培をやっ

てきてるんですけども，生産者の立場で苦労

した点とかいろんな点あったと思うんです

けど，そのへんのところも含めてお話してい

ただいて，会場の中で佐藤君は栽培の件につ

いてふれて頂きますんで，この際日頃こうい

うところで疑問に思っているということが

ありましたら，私の方で問いかけますので手

を挙げて頂きたいと思います．中西先生とか

月橋先生にそれに対して答えて頂ければと

思います．とりあえず，佐藤君お願いします． 
《佐藤》私が取り組んでから何年かたちまして，

いろんな方々がやろう，やろうって話になり

まして，農協でも何回か栽培講習会をしたん

ですが，その都度私もこういう話をしました．

何か新しい野菜の取り組みには，苦労もある

し大変だから，何か農協に進められたからや

ったけどもだめだった．とか，そうだからこ

うだと人のせいにするなと，特にこういう野

菜は私達が育てていかなければだめだから，

まずうまくいったら皆で喜ぶべし，失敗した

ら痛み分けしようということでそういう話

を基本に取り組んできたような気がします． 
そのやってきた中で，さっき話しましたけ

どやっぱり私一人の力ではどうにもならな

い，生産者だけじゃどうにもならない，とつ

くずく感じたわけです．それは，先程も言い

ました農政懇話会が私の大きな原動力にな

っていると言いましたけど，その間にこれま

でにきた経緯につきましてはいろんな取り

組み，いろんな方々との出会いがありました．

そして私もいい出会いをして，いいお付き合

いをさせていただくっていうことは素晴ら

し事だなあと，本当にヤーコンを通して感じ

ているわけです．私もすぐ名指しをする悪い

癖があるんで，名指しをするのは失礼なんで

すけども，このヤーコンを取り組んだ中でい

ろいろと応援して一緒にやってくれた方が

いっぱいおります．名前の挙がらない方は

「何だおれも応援してるぞ」という事もある

んで失礼だと思うんですが，まず一番最初に

陸前高田の学校給食センターという施設が

あります．今，見渡したところお忙しい中お

見えになってますけど戸羽一子栄養士さん

が来てくれてます．この方とは 7，8 年前か
らの付き合いです．皆さんの資料の中にもあ

ると思いますけど，このヤーコンを認知させ

るにはそれなりの期間でちゃんとした分析

をしてもらわないといけないということで，

農政課でいろいろ予算を工面してください

まして，日本食品分析センターという所で相

当お金がかかったと思うんですけどそこで

分析結果をだして資料に添付しました．その

時も，戸羽さんが一生懸命応援してくれてわ

ざわざ仙台の成谷所長と一緒に，うちに来て

くれましてこれからどうしようこうしよう
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ってそんな話をしてくれてました．そしてヤ

ーコンが市場でもなかなか認知されないし，

売れない時期がありましたけどもその時で

も給食センターでは積極的に給食に使って

くれましたし，子供達にヤーコンの普及「こ

ういうものだよ」ということで，むしろ親よ

りも子供たちの方が知っているという事で

今もそんな中でお世話になっております． 
それから，今ここにおりますけど，すぐ誰

の目にもつくと思いますがうちの細谷農協

組合長もこの風貌ですので，1回見たら誰も
忘れる人が無いと思いますけど，最初農協で

出荷しても売れないので，すごいの持ち込ん

でくれたなということで，なかなか本気にな

ってくれませんでした．そういう中で，ある

大きなきっかけがありまして農協でも「よし，

やろう！」という事で今では組合長が大きな

体で，先頭に立って旗振りをしてくれてます．

物凄いパワ－でしてくれています．あとは，

農協の今日来てたかな？「村上巳喜男」てい

う人がいます．この人はぜひ紹介したいと思

いますので，立ってくれませんか？あの人は

私と同じでおもしろいというかしつこいと

いうか，やり始めたらとことんやります．今

うちの農協の開発部長か，加工センターの所

長を自称なので部下は居ませんけどこの人

は本当に一生懸命なんです．私も脱帽するく

らい一生懸命やってくれてました．この人が

居たからだといつも感謝しています．普段は

無口なんですけど「私が！」と言いましたら

絶対後には引きません．やっぱり，秘めたも

のがいいんだなあと思います． 
佐藤忠志という今日色々案内してくれた

人は事実担当で育苗とか販売とか色々な部

分で力を発揮してくれてます． 
それから次々と紹介して申し訳ないんで

すが，うちの方には「農業井戸端会議」とい

う会があります．このメンバーは皆女性の

方々で，農政懇話会のメンバ－なんですけど，

4 人います．私の後輩で金野ひろ子さんが代
表で，その他に村上豊子さんと石川洋子さん

と新沼久子さん，何でこの方々を紹介するか

といいますと，料理，加工，別の部門で本当

に頑張ってくれました．そして，料理講習会

なども何回もやりました．もちろん，バック

では農政課と農協が応援してくれたんです

けども，この方々が引っ張ってきてくれまし

てお蔭様で立派な料理のレシピも作りまし

た．そして皆さんは多分明日この方々の世話

になると思いますけど，お昼には立派な料亭

の料理でなく，4人の手作りのおにぎりを食
べながら歓談するということに考えていま

す．本当に力強いメンバーで，他にも井戸端

会議の皆さんがいっぱい居るんですけど，そ

の方々にもいつも感謝しています． 
そして，ヤーコンがここまできた大きなき

っかけがもう一つあります．それは去年の夏

ですけども，2月にあったヤーコンシンポジ
ウムとすっかり同じことを言ってるんです

けど，先程も名前を挙げましたが，河野和義

さんという，さっきポスターを見た瞬間にガ

クッときた人ですけども，この人はほんとに

ドンみたいな存在で全国区です．私もいろん

な所によく連れて行かれるんですけど，まず

知らない人はいない．ほんとに知っているの

かと思う位よく知っています．それでこの人

がいろんな人を紹介して，私達に提供してく

れます． 
そしてヤーコンの一番の出会いは，去年の

夏ですけども，ここに社長さんがいらっしゃ

いますけど杉本社長さんです．そこの盛岡冷

麺参加企業なんですが，中里常務さん，今は

専務さんなんですが，専務さんを連れてきて

「信ちゃんすごい人を連れて行くぞ」って．

私は「川に行かないとだめだ」と言ったんで

すが，「それどころじゃないぜひ連れていく」

ってことで，中里専務さんを連れてきてくれ

ました．そしてヤーコン冷麺を作ろうという

ことで，頑張ってうまくやればいくらでも大

量に作るぞというお話で，その晩は嬉しくて

たまりませんでした．それも，農協を動かす

大きなきっかけだったと思います．その後杉

本社長さんとも何回かお付き合いをさせて

いただきましたが，何もコマーシャル料をも

らっているわけではありませんが，会社の基

本方針として会社はもうけるけれども私達

の会社は地元おこしに応援する会社だと．私

達はいつも黒子役に徹して，頑張っている人

を応援したいんだと．だから陸前高田を単な

る生産地とか契約栽培地ではなく，農協を正

面にして我々は黒子役で応援しますから頑

張ってくださいと，いつもそういう話をして

くれます．本当に嬉しくなります． 
そういう訳で，もっともっと話をしますと

色々な方々とのお付き合いがあるんですけ

ど，いずれ新しい作物を作ったりするという

ことは，もちろん農家は現場で動かなければ

ならないので，一生懸命頑張ります．そして，
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農家は作るのはうまいが，売るのは知らない

とよく言われます．売ることもしますが，や

っぱりそれぞれのプロに徹した皆さんが周

りに居てくれてそんな事でヤーコンもなん

とかここまできたわけです．ヤーコンが今凄

いから陸前高田でもやるか，ということでな

くそういう思い入れが皆さんそれぞれにあ

ってここまできたという事を感じています．

それから先程控室で，中西先生に「先生 7年
程前にうちに電話くれましたよね」と言いま

したら「確かにそうだったな」と言ってまし

た．その時もいろんな話の中で「佐藤さん，

陸前高田でヤーコン頑張ってるんだな．これ

からだから頑張ろうな」という話を頂きまし

て，私の勘違いだったかなという事で先程控

室で確認しましたら「そうだったよ」という

ことで．改めて今回，中西先生にきて頂いて

良かったなと思いました． 
それから皆さんにごまするわけではない

んですが，私の気持ちですが去年は月橋先生

にも阿見町の皆さんと一緒にわざわざ圃場

まで来て頂きまして，ご指導頂いて先生とも

こういう機会にお会いして，色々これから勉

強させて頂くから有り難いなということで，

今仲良く2人並んでますけど隣にいる方は陸
前高田の商店の「丸栄」というガラス・サッ

シ屋さんなんですけど私も普段お付き合い

させて頂いてますが，菅野栄治さんです．こ

の方は茨城大学で月橋先生と同級生だった

そうです．そして「今度月橋来るんだってな」

とえ－そんな呼び捨てしていいのかと思っ

たんですけど，そういう事で今日も陸前高田

の月橋先生と栄治さんが居て大きなつなが

りがあるんだなと，やっぱり人の出会いって

いいんだなあとつくずく感じてます．何かヤ

ーコンの話よりそっちの話ばかり言って恐

縮なんですが，陸前高田のヤーコンはようや

く今土俵に上がったばかりでこれからが正

念場だし，頑張ろうという気持ちで一杯です．

そしてまだまだ色んな部分で単なる栽培農

家ということで勉強不足なんで，これからい

ろんな部分で先生方の話を聞きながら新し

い品種にも取り組みもしたいと思ってます

し，そういう事で頑張っていきたいと思って

ます．ちょっと長くなりましたけど，また後

で話したいと思います．有り難うございます． 
 
《實吉》有り難うございます．佐藤君には人の

つながりという部分を中心に話をして頂き

ました．先程話がでた戸羽先生については昨

年のパネラーとして話をして頂きました．そ

の時最後に先生がおっしゃいましたけれど

も，今陸前高田市の学校給食センターでは，

12月から月1回必ずヤーコンのメニューが3
月迄登場するんですけど，子供達から「人気

ベスト 10」ということでリクエストを取る
んだそうですが，今年になってやっとヤーコ

ンという名前が出た，その時私はすごく嬉し

かったというのをこの前のステージでお話

頂いて，私は「ああ，良かったな」と，子供

たちがリクエストメニューにヤーコンを取

ってくれるのは，給食センターがそこまでや

ってくれた部分，戸羽さんそのものが感動し

たという話を聞いて，いろんな人がこういう

ものに取り組んでいかなければいけないだ

ろうなあということで，去年は感動して聞い

たんですけれども，佐藤君の方からそういう

話がでましたんで，久保埜さんも商品加工を

色々挑戦なさっているようですので，苦労も

含めてまた栽培技術面などで苦労があった

らその点についてお願いしたいと思います． 
《久保埜》今苦労話と言われたんですけど，自

分でも考えてみて「たいして儲かりもしない

のによくやってきてるな」というのが実感な

んです．自分で最初始めた時，あまりにも条

件のいい所で作って手間がかからず，多収と

いうことでやったんですけども，栽培では面

積を増やしてくると，手がまわらない，堆肥

が追いつかないといいますか，どの作物も一

緒でしょうけど，ヤーコンはどっちかという

と窒素ボケみたいなのをおこす作物でもあ

ると思うんですよね．やはり堆肥をいっぱい

入れて，土作りがしっかり出来てる場所は非

常に楽で，いい品物が多くとれます． 
今年も 1か所，堆肥を多く入れたいい場所
だということで借りたんですけど，やはり現

金なもので道のそばは堆肥がいっぱい入っ

てるんですね．でも道から離れていくにつれ

て堆肥が入ってないんです．栽培してみると

やはり正直だなと思って，今年借りて分かっ

たんですけど，今，新潟県も非常に雨不足で

暑い日が続きましたんで，堆肥が入ってない

所はやはり初期生育から遅れちゃいます．2
反歩あったんですけど，半分は見切りをつけ

まして，やはり堆肥の入っているいい所はそ

れだけ手をかける価値がありますので，そこ

の助かるとこだけは助けようとやりまして，

土作りが大事だなと栽培では思っておりま
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す．ヤーコンは，手間のかからない良い作物

であることは間違いないと思います． 
ですけれども，今度は作ってみますとだん

だん面積を増やしていったんですが，3～4
年目位からかな？こんなに手がかからない

といいかなと思って作ったのはいいけど，毎

年保存する時冬の間に腐ってしまったり，い

ろんな事があったんで食べ方も大変だった

んですね．皮をむくと，その当時むくそばか

らどんどん真っ黒になってしまって，とても

じゃないけど食えるような状態じゃなかっ

たんですね．今では土壌になれたというか，

日本の風土になれたんでしょうか，自分で苗

を出すようになってから褐変しないような

方向になってきました．今ではその点は楽な

んです．それで栽培することはしたんだけれ

ども，じゃあ売らなきゃいけないとスーパ

ー・市場いろんな所を廻りましたね．置いて

もらえるかどうか．スーパーさんも他に無い

ところの物を自分の所にと．こういう意味も

ありまして，商談のとき相当問題もあったん

ですけどね，形が揃わない，きれいじゃない

と，やはりスーパーさんも人間と同じですね．

第一印象はやっぱり見栄えのいい方を好む

んですね．味はどうってことないんだと，と

もかく見栄えのいいものを揃えてくれと言

われてうちに来たんですけど見栄えのいい

のなんか揃うわけ無いんですね．ひびは入る

し，ひび割れはこの位はもうこれはこういう

品物なんだということで，納得をして頂きま

して販売をした経緯がございます． 
しかしながら，実は今から 12 年位前です
ね，その当時まだ皮をむく後から褐変してた

んで，スーパーさんへ出しても皆さんまだ食

べ方も知らないんですね．食べ方のパンフレ

ットは付けたんだけれども，一切何も見ない．

またスーパーさんも上手なもので，サツマイ

モによく似てますのでその隣へ並べて置く

と，おそらくさつまいもと間違えて買ったん

だと思うんですけど，家に帰ってふかしたり，

石焼きイモにするんですね．私もやりました．

家は「モミ」を焼くときに，中にラップで包

んで銀紙に包んで入れたんですが，出来上が

った時に食って2度と食いたくない品物でし
た．そういう事もありまして，取扱ってから

1～2 年目はスーパーさんも話題性で売った
んですけど，3年目頃からうちは出荷するん
だけれども店頭には出てないんです．おそら

く，知っている少ないフアンの人の申し込み

に発送してるのか，食材に使ったかそんなこ

とをしたんじゃないかと思います． 
また売るのも大変ですけど，栽培と商品加

工，販売を一緒にやっていかなきゃだめだと

いうのを自分の気持ちの中で思ってました

んで栽培だけ，加工だけ，販売だけという進

め方はしませんでした．それで，思いつくの

は色々やりましたね．一応全て製品にはなり

ました．しかし，それを自分でやる力もない

ですし，能力もなかったし，ただその当時は

苦労という気は一つもなかったですね．実際

に苦労だと思ったらやってませんね．でも，

一つ一つ自分で思ったことをあんなのやっ

てみよう，こんなのやってみようと形にした

ものを，商談に持って行く．そして「じゃあ，

持ってこい」と，こう言われるこの時がもの

すごく楽しかったですね．前にボクサーで辛

い練習をして，リングの上で一瞬の手を挙げ

る時の喜びを知ったのと一緒です．そういう

事を励みにやってきた状態もあります．それ

と一番きつかったかなあと思うのが，最初の

頃クズイモがすごく出たんで加工に取りか

かったんですけど，そのクズイモの多く出て

まだ加工技術が確立しなかった時に，いろん

な人との出会いの中で，各企業の皆さんと月

橋先生との出会いから始まって，先程佐藤さ

んもおっしゃってましたけどいろんな方々

からの精神的な応援といいますか，また企業

の人からは物的応援も頂きました．自分の物

を研究材料として5年間研究チームの原料供
給ということで，指名をしていただきそうい

うお付き合いの中で肥料代だとか，そういう

ものが出たんで，先程もありましたけど人と

の出会いが良かったなあと思っております．

今でも研究会とかこういう会合を通しまし

ていろんな方と出会う，金銭的な収入はまだ

まだなんですがそういう面に関しての収益

というのは，ものすごく私にとってはかりし

れないと感じております． 
そういう中で，今は，先程實吉さんも言い

ましたけど自分の能力の範囲で出来るもの

ということで，「粕漬け」といいますか，漬

物も色々やってみたんですが，酢系統とかア

ルコール系統と相性がいいんですね．実際や

って酢漬けの方は失敗したんで，粕漬けの方

を今やりまして先程紹介があったとおり，う

ちは娘ばかりなので娘を重点に，商品名を，

「雪の舞姫」とつけまして，販売しておりま

す．こちらも例年だと，5月いっぱいで，商
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品を売りつくすんですが，今年は名立のほう

で，大規模な観光施設が出来ましたんで，街

も去年の研究会を景気に徐々に周りの人の

方から，「名立はヤーコンだ」というような

ことで，意見が出されるようになりまして

「ヤーコンの漬物も出せ」と言われ，漬けた

り保存したりしたんです．ヤーコンの色はや

っぱりきれいに出さないと，自分では納得出

来ませんので漬け変えた時に酸化して黒く

なってしまいましたんで，もうほとんどその

分何千パックでしょうかね，全部廃棄しまし

た．そして今度はそのミスを無くそうという

ことで，来年にかけ本当は出しても食べられ

ましたんで，食べても良かったんですが「何

だヤーコンって真っ黒であまりうまそうじ

ゃないじゃないか」と言われたらおしまいな

んで，やはり自分の納得したものをやろうと

思って全部廃棄をしまして今回は試食のみ，

100 袋位あったのは 10 日位売らないといけ
ないんで毎日 10～20 位を限定販売というこ
とでやった経緯がございます．いろんな失敗

といいますかっていうのは今まであった失

敗どころか今もなお失敗を継続していると

いうのが実際ですけども，私の場合まだまだ

商品開発いろいろなものをやって「名立のヤ

ーコン」陸前高田と同じですね，やはり地域

活性のほうへ夢も持っておりますんで． 
それと今年もう一つ，アイスクリームとい

うことで，今世間を騒がしている会社の元技

術部長だという人が新潟県におられるんで

すね．その人は素晴らしいアイスを作り，地

域活性で3つの市町村のアイスを作っており
ます．そこへいって，お話をしたんですけど

も後日どの位かかるのかなあと思って 200
万位なら出来るかなあと思ってたら，後の時

に言われたのが「各市町村は組合長だとか産

業課長だとかそういう人が私の所へ来るん

ですよ」と私何も肩書き無いんですよね．そ

こに大きな過ちをおかしまして，そういう肩

書きを持って行かないとなかなか扱っても

らえないというのがあります．それで今，ヤ

ーコンのアイスは足踏み状態となっており

ます．これについては相当のお金もかかるそ

うなんで，自分の夢を叶えるためにお願いす

るのは，この陸前高田市のように大きな町ぐ

るみといいますか，市ぐるみでやっていかな

いと大変かなと実感しました． 
《實吉》はい「雪の舞姫」からいろんな話で，

去年この研修会が久保埜さんの所で開催さ

れたんですが，その辺の苦労とか今の商品開

発についてのお話があったんですが，会場の

中で栽培面でも結構ですし，加工技術をされ

ている方でこういう話がありますと，提言な

さる或いは意見，質問なさる方がありました

らご自由に手を挙げて頂いて，栽培面につき

ましては中西さんや月橋先生からもお話頂

けるんじゃないかと思いますので，せっかく

の機会ですから後で聞いておけばよかった

とないように．よろしいですか？では，また

何かあったら手を挙げてください． 
それで陸前高田の場合は，そういう形を上

手く動きだしてきてる部分だと思うんです

が，ヤーコンというものについていろんな業

界の人，そして，農協さんあるいは役所，そ

ういうものがいろんな所で取り組みあって，

なんとか進めて行こうというのが地域おこ

しに結び付けていくような形で転回させて

いく．と，久保埜さんもそういう方向でもっ

ていければという希望だったようでござい

ます． 
時間もなくなってきたんですが，短く一言

ずつ今までお話をして頂きまして，タイトル

にもございますが「夢を語り」ということで，

その夢の部分こういう事にかけているとい

うのをお話頂ければいいんじゃないかと思

います．夢ばかり見てたんじゃ飯は食えない

という話がよくあるんですけど，私はやっぱ

り飯の食える夢を見るのが大事なんじゃな

いかと思うんですね．飯を食うために努力す

る．それから頑張れば，飯の食う部分が夢に

つながっていく．そういう精神的な部分はや

っぱり失っていきたくないなと思います．何

とかヤーコンに取り組んできた，今日のパネ

ラーの方々に「夢を」という部分で，こうい

う事をしてみたい，こういう風になればなあ

というなことを最後にお話していただきた

い．久保埜さんから順番で，お願いしたいと

思います． 
《久保埜》先程も言いましたけど，スーパーへ

出したときは 5年間で，私の方は漬物を開発
でき売り場所も決まりましたんで，その時ス

ーパーさんには売れない物で負担かけては

いけないということで，また世に出るまで少

し休みましょうと思ったんですが，今年これ

だけヤーコンというものが全国に浸透して

きたことを契機に，地元のスーパーさんに十

何店舗あるんですけど，そこへ再度お話を持

っていきました．バイアーさんが元店長をや
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っていて，ヤーコンのことを説明するまでも

なくよく知っている人なんです．専門家の意

見として「もう一度，また時期がきましたか

ね」とお伺いしましたら，ヤーコンとして売

るには野菜として売るには，まだ時期が早い

んじゃないかと． 
しかし，うちはまず食べ方をもっともっと

知ってもらわなきゃならんと，スーパーさん

も一緒になって店頭の試食販売をやりなが

ら，野菜として浸透させようかと，100キロ
位から始めてみようかとそういう応援歌を

くれました．これも大きな一歩だと思うんで

すよね．すごい前進だと思います．だからま

ず野菜としてスーパーさんとかを通して野

菜という認知をしてもらう．これを今目標と

して考えています． 
それといろんなものを通して，今までやっ

てきたものを特産開発とか地域活性に結び

付けたいなあと．私は別に，地域活性の役を

してるわけでは無いんですけどね．やはり名

立町もかわいいんですね．故郷ですから，こ

ういうものにヤーコンを結びつけていきた

いなあと思っています． 
《實吉》有り難うございます．では，続いて佐

藤君，時間が無いんで申し訳ないんですが短

めにお願いします． 
《佐藤》これからのキーワードは環境にやさし

い農業で，地域循環がますます叫ばれるんで

ヤーコンも一つのきっかけにしながら陸前

高田農業をこれからいろんな部分で全国に

しらしめながら一緒に全国のヤーコンにな

るように一生懸命頑張りたいと思います． 
《實吉》はい．恒川さんに入る前にお詫びがあ

るんですが，会議資料の 10 ページ目のパネ
リストの紹介で，恒川さんの「平成 12 年 7
月第 4次常総広域市町村圏計画策定の」で切
れてまして，「策定の為の住民懇談会委員」

ということでプリント忘れておりましたの

で，訂正してお詫び申し上げます．なお，資

料の紙が大変雑な紙を使用しておりまして

陸前高田市はよっぽど貧乏な市なんだろう

なと皆さんお思いだと思うんですが，今陸前

高田市がＩＳＯ14001 の認定に向けて取り
組んでいる最中でございまして，全て再生紙

というのが役所の取り組みかたで金が無い

わけではないので，ご理解を頂きたいと一言

付け加えさせて頂きましてすみません，恒川

さんお願いします． 
《恒川》そこの写真の首から下が無いのは着ている

洋服が白っぽいんです．ですから今度はこうい

う時は黒っぽいのをお出しするべきだなあと勉

強になりました． 
それから私達のヤーコンは名前がつきました．

物語があります．それは「虹のヤーコン」っていう

んです．今は「ヤーコン茶」だけなので，「ヤーコ

ン茶」になりそうだったんですが，「虹のヤーコ

ン」，虹は心と心の架け橋とか，それから全部の

色を持っている．そして一つ，私達も皆それぞ

れ一人一人が個性があるけれど全部一つ，とい

うか色々な意味があるんです．時間の関係で省

かして頂きますが，それからもう一つ，私の友人

がインドに孤児の家を作りました．完成しました．

それは全部寄附とかテレホンカ－ドとか古切手

でできました．それは「国際レインボー協会」っ

ていいます． 
そしてそこを，ほんのわずかですが応援した

い．ただの孤児の家ではないんです．これも時

間がかかりますので，省かせて頂きます．そうい

う事があって「虹のヤーコン」ていうんですが，そ

して夢はそれをきっかけに日本だけじゃなくて，

いろんな所にこんなにいいお茶を，植物を知っ

て頂きたい，それをお伝えしたいという希望と夢．

それから私達取手市の 3万世帯の生ゴミが分別
になったとき，それが堆肥になって使う農家の方，

それからそこで出来たヤーコンや野菜それの流

通までも今役所ぐるみでプロジェクトが出来つつ

あります．入り口と出口，そして皆が農家のかた

も消費者も皆が喜べる．これを先程も久保埜さ

んがおっしゃってましたが，全部をひっくるめた

プロジェクトといいますか，行政の方が関わって

くださったらそれぞれの町で素晴らしい夢が実

現するんじゃないかなあと思います． 
そして，夢を実現するのに，いつか私聞いた

んですが「宝の地図」というのを友達から聞きま

して，ここで素晴らしいと思ったんですけど，「さ

あ夢を語り，絵を描いて実現へ」って絵を書くん

だそうです．それとか写真とかビジョンを描いて

そうなったって思い込むように，それを繰り返し

繰り返しやるんだそうです．そうするとそのエネ

ルギーがそういう方向にいくっていうか，そういう

話を聞いたことがあります．それから昨年は群馬

の先輩からお芋を頂きました．それが私たちから

沖縄や石垣島へ渡りました．その芋の故郷ペル

ーのほうへぜひ行ってみたい．こんなところが夢

です．以上です． 
《實吉》はい，ありがとうございます．多分今

日，都丸さん達も来ていると思います．群馬

の方から頂いたという話だったと思います．
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ありがとうございます．では最後に村本さん

お願いします． 
《村本》はい．おそらくこの会場の中で，お医

者さんから高血圧の薬とか糖尿病の薬をも

らってずっと飲んでいる方がいると思うん

です．私，製薬メーカーでこんなこと言って

何ですけど，薬は体に良くありません．1年
に1回風邪をひくならジキニンで治りますけ
ど，なるべく飲まないにこしたことはありま

せん．その為には日頃の食事とか生活様式を

見直せと，今年厚生省がうちだしているんで

すね．「健康日本 21」というキャンペーンを
転回してまして，2010 年迄に生活習慣病を
減らそうじゃないかと，そして国の医療費を

削減しようと，今まで製薬メーカーに薬代を

払いすぎてたんですね．製薬メーカーだけが

儲かって，皆さんは飲み漬けになってしまっ

てた．そんなことでどんどん体を害している

人もいるかもしれません．糖尿病の患者さん

が今予備軍も含めて 1370 万人おります．で
すから 1割ですね．この方があと 10年する
と 2000 万人を越えると言われてます．そし
て西洋型の癌，大腸癌，乳癌が急激な勢いで

増えています． 
これは脂肪の多い食事をしているからな

んですけど，そういったことで，先程言いま

したように糖尿病のかたは，私共のお茶を飲

んで頂ければいいんですけど，地上部の葉っ

ぱのお茶を飲んで頂いて，下の方の塊根部，

お芋の方はフラクトオリゴ糖が豊富に含ま

れているのを皆さんお忘れになっているか

と思うんですね．こんな，素晴らしい野菜は

無いんですね．自分の腸内細菌の善玉菌を増

やせるんです．外から腸内細菌を補給して増

やそうと思ってもなかなか増えないんです

ね．むしろ自分の善玉菌を増やすんだったら，

オリゴ糖をとるのが一番いいんですね．です

から，オリゴ糖をとって善玉菌を増やせば乳

癌，大腸癌の予防になります．上も良し，下

も良しでこんなに素晴らしい野菜は無いと

思うんです． 
ですから，単に健康野菜というのはもった

いないと思います．こんな状態だと，私いま

43歳ですけどこれからあと 20年生きられる
か分からない．それ位食生活が変わってきて，

長生き出来ない人が増えてくると思うんで

す．今長寿のかたは，戦中戦後の苦しい時代

を経験してきたからこそ 80 歳迄生きられる
んですね．我々では到底生きられないと思い

ます．ですから国を憂える野菜，「憂国野菜」

という表現もありますが，それは暗すぎるか

ら，「救国野菜」国を救う野菜というキャッ

チフレーズで売っていければいいんじゃな

いかと思います． 
《實吉》はい，有り難うございました．時間が

足りなくて，時間があればもっといい話を聞

けたんじゃないかと思います．私もヤーコン

にしばらく取り組んでいますが，先程中西先

生より品種の話もありましたが，土，有機栽

培，そういった部分でヤーコンの根塊につい

ては，一つはこれから久保埜さんもおっしゃ

ってましたがサツマイモと並べられたら絶

対ヤーコンは売れないですよね．ですから芋

を芋として生で食べておいしいヤーコンを

どうやったら作れるかを，生産者の皆さんで

考えていく必要があると思います．おいしい

ヤーコンとおいしくないヤーコンってあり

ますよね．あれは土壌だとかいろんな条件が

あるとおもいます． 
例えば中西先生達が取り組んでる色々な

品種の中で，それぞれの地域に合ったヤーコ

ンを選んで，そこで生で食べてもおいしいヤ

ーコン，生でかじれるヤーコンというのを皆

が作って，果物のような感覚，野菜のような

感覚で食べられるようになっていかないと，

ヤーコンというのはなかなか広がって行か

ないんではないかと私も感じているわけな

んですが，そういう感じでヤーコンは夢もあ

りますが課題もあると思います． 
今日も，北海道から九州まで 50 何人集ま
って頂きました．この点在している各地域の

人達が，線で結び合って，それがやがて面と

なってお互いが刺激を受け合いながら，加工

の技術の向上だとかヒントだとか栽培技術

というものを高めて，それを面として生かし

ていけるような提携をしながら，ヤーコンと

いうものを，それぞれの地域おこしになるよ

うな産物として育てていくべきではないの

かなと．だから私はずっとヤーコンに取り組

んできまして，「おらが村だけの物だ」とい

うのは，もう特産品という形ではないと思う

んですよね．今，お話したようにいろんな地

域で，いろんな情報を交換しながらいいもの

を作って，それを皆に食べてもらえるような

形で広めていかないといけないんじゃない

かという感じがしてました．皆さんすでにご

存じかと思いますが，ヤーコンはアンデスが

原産地です．で，アンデスというのは世界の
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農作物の故郷なんですね．例をあげますと，

サツマイモ，ジャガイモ，ニンジン，トマト，

それらの原種はアンデスと言われてまして，

世界の農産物の約 20％は原産地がアンデス
でないかといわれてます． 
そして，村本さん先程いいお話をしていた

だきました，救国の野菜．実はアンデスが生

んだサツマイモ，ジャガイモはかつて，アジ

ア，ヨーロッパの大飢饉を救ったわけです．

そして 21 世紀の新しき時代の健康を支える
野菜として，アンデス生まれのヤーコンが新

しき世紀の中で日本に広まって，皆さんの中

に早く使われる為にも，今後このような研究

会，或いはそういったものを重ねながら皆さ

んがそれぞれの立場で関わっている，ヤーコ

ンというものについて取り組んで頂いて，そ

うすれば村本さんがおっしゃったように，ヤ

ーコンは救国の野菜になりうるんではない

かという所感を持って，今，私コーディネー

ターの役をしながらお話を聞かせて頂きま

した． 
皆さんどうか私の拙いコーディネーター

の部分を，補って頂きました 4名の素晴らし
いパネリストに対しまして，感謝の拍手を送

って頂きたいと思います．有り難うございま

した．また，遠くからお越し頂きました皆さ

ん方には，この後お話足らなかった分等もあ

ると思いますが，その後は懇親会の中でより

口調が滑らかになった段階でお話合を進め

て頂きながら，また明日にかけて残された研

修部分もございますが，ぜひ陸前高田での思

い出とヤーコンという部分を，それぞれお戻 

りになってもお互いの立場で生かしあい

ながら，お互いの手を取り合った協力態勢を

しきながらヤーコンというものを盛り上げ

ていきたいと思います． 
本日は拙いコーディネーター役で，お聞き

苦しい面も多々あったと思いますけど，以上

をもちまして本日のシンポジウムを終了さ

せて頂きます． 
有り難うございました． 

《司会》コーディネーターの實吉様，パネリス

トの皆様大変有り難うございました．質問を

お受けしたい所なんですけれども，時間の関

係もありますので研究会の皆様にはこの後，

懇親会の場も用意されておりますので，その

場の方でご質問なり，懇親を深めて頂きなが

らお話をして頂きたいと思います． 
会場の皆さまには，健康野菜，ヤーコンの

素晴らしさが十分にご理解頂けたものと思

いますし，夢の実現へむけて，ますます意欲

的に取り組んでいけると思われたと思いま

す．皆様の拍手を持ちまして，お礼に変えた

いと思います．もう一度，大きな拍手を，お

願い致します．大変有り難うございました． 
以上をもちまして陸前高田農業シンポジ

ウム第2回ヤーコンまつりの一切を終了させ
て頂きます． 
お帰際は，お忘れ物などございませんよう

お気をつけてお帰りくださいませ．研究会の

皆様お帰りの際は，先程こちらまで来られた

バス，同じバスにお乗り頂きますようお願い

致します． 
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平成１２年度事業報告 
 
 
１  役  員  会：平成１２年３月５日（日）  於：茨城大学農学部 
 
２  第３回通常総会および第３回講演会 
                平成１２年３月５日（日）  於：茨城大学農学部 
                参加者  １７９名 
  １）シンポジウム：地域振興とヤ－コン 
          基調報告  地域おこしと農業－「土」と「水」の再確認のために－ 
                        茨城大学農学部教授                        丹野清秋氏 
            事例１  商工会の「町おこし事業」の取り組みについて 
                        茨城県阿見町  商工会                      葉梨久雄氏 
            事例２  大宮町の地域振興とヤ－コン 
                        京都府大宮町  ホット開発センタ－          由村武憲氏 
            事例３  地域おこしと陸前高田のヤ－コン 
                        岩手県陸前高田市  陸前高田地域振興（株）  實吉義正氏 
  ２）一 般 講 演 ：体験発表３題，研究発表５題 
 
３  第３回現地研究会（平成１２年度ヤ－コン研究会および陸前高田農業シンポジウム） 
      岩手県陸前高田市  平成１２年９月９日（土）～１０日（日） 
            参加者：１５０名 
                    （うち会員２８名，会員の勧誘で参加した人１９名） 
            入会者１１名 
 
４  「ＹＡＣＯＮ」第３巻の発行 
第３回通常総会および第３回講演会要旨，シンポジウム要旨，ヤ－コン文献，投稿原 

    稿，平成１１年現地研究会報告，会則，役員名簿，会員名簿，その他 
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平成１２年度決算報告 
 

（１）収入の部 

項      目 
予 算 額 

（円） 

決 算 額 

（円） 

比較増減 

（円） 
備    考 

会   費 505,000 452,000 -53,000  

正 会 員 400,000 377,000 -23,000 188.5 人 

学生会員 5,000 5,000 0 5 人 

賛助会員 100,000 70,000 -30,000 7 口 

繰 越 金 466,728 466,728 0 平成 12 年度残金 

雑  収  入 5,000 14,060 9,060 寄付金，要旨・会報小売，利子 

合      計 976,728 932,788 -43,940  

（２）支出の部 

項      目 
予 算 額 

（円） 

決 算 額 

（円） 

残 額 

（円） 
備    考 

会誌発行費 135,000 198,040 -63,040   

製 本 費 80,000 126,000 -46,000 400 部発行（用紙代込） 

発 送 費 55,000 72,040 -17,040   

大  会  費 100,000 95,000 5,000   

第 3 回秋季研修会 50,000 45,000 5,000   

第 4 回春季大会 50,000 50,000 0   

事 務 局 費 260,000 208,321 51,679   

事 務 費 100,000 83,635 16,365   

会 議 費 10,000 0 10,000   

ホームページ作成・開設 150,000 124,686 25,314   

予  備  費 481,728 0 481,728   

合      計 976,728 501,361 475,367   

（３）差引残高 

項      目 
収 入 額 

（円） 

支 出 額 

（円） 

残 高 

（円） 
備    考 

平成１2年度収支 932,788 501,361 431,427 次年度へ繰り越し 
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平成１３年度事業計画 
 

 
１  役  員  会：平成１３年３月４日（日） 
                於：茨城大学農学部 
 
２  第４回通常総会および第４回講演会：平成１３年３月４日（日） 
                於：茨城大学農学部 
  １）特別講演 
      （１）The Agriculture in Peru-Crops in the Andean Zone 
            （ペル－農業の現状とアンデスの不思議な作物） 
            ペル－共和国  ラ・モリ－ナ農業大学副総長  前薗ルイス氏 
      （２）新品種サラダオトメとヤ－コンの品種改良 
            農林水産省四国農業試験場  上席研究官      中西  建夫氏 
  ２）一般講演 
      体験発表：３題，  研究発表：５題，  ポスタ－発表：３題 
 
３  第４回現地研究会 
      四国農業試験場に検討依頼 
 
４  「ＹＡＣＯＮ」第４巻の発行 
第４回通常総会および第３回講演会要旨，ポスタ－発表要旨，投稿原稿，平成１２年 

    現地研究会報告，会則，役員名簿，会員名簿，その他 
 
５  その他 
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平成１３年度予算 

 

（１）収入の部 

項      目 
前年度予算額 

（円） 

本年度予算額 

（円） 

比較増減 

（円） 
備    考 

会   費 505,000 505,000 0   

正 会 員 400,000 400,000 0 200 人分 

学生会員 5,000 5,000 0 5 人分 

賛助会員 100,000 100,000 0 10 口分 

繰  越  金 466,728 431,427 -35,301 前年度残高 

雑  収  入 5,000 20,000 15,000 YACON 代金，利子等 

合      計 976,728 956,427 -20,301   

（２）支出の部 

項      目 
前年度予算額 

（円） 

本年度予算額 

（円） 

比較増減 

（円） 
備    考 

会誌発行費 135,000 240,000 105,000   

製 本 費 80,000 168,000 88,000 400 部×400 円＋消費税 

発 送 費 55,000 72,000 17,000 300 件×240 円 

大  会  費 100,000 100,000 0   

第４回秋季研修会 50,000 50,000 0   

第５回春季大会 50,000 50,000 0   

事 務 局 費 260,000 140,000 -120,000   

事 務 費 100,000 100,000 0   

会 議 費 10,000 10,000 0   

ホームページ作成・開設 150,000 30,000 -120,000   

予  備  費 481,728 476,427 -5,301   

合      計 976,728 956,427 -20,301   
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平成 12年 9月 12日付，東海新報 
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平成12年 11月 17日付，日本農業新聞 

平成 12年 9月 6日付，日本農業新聞 
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平成 13年 3月 5日付，産業経済新聞 
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平成 13年 8月 3日付，常陽新聞 
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平成 13年 2月 8日付，上越タイムス 
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平成13年 7月 17日付，常陽新聞 
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ヤーコン料理集（農水省農林水産技術会議事務局 
研究開発課新需要創出計画高機能生物チ－ム）より 

 
１．ヤーコンと貝割れ菜のサラダ 
 
材料（４人分） 
ヤーコン・・・・・・・・２００ｇ 
貝割れ菜・・・１パック（５０ｇ） 
ドレッシング 
梅肉・・・・・・・・小さじ１ 
酢・・・・・・・・・大さじ１ 
サラダ油・・・・・・大さじ２ 

 
作り方 
①ヤーコンは皮をむき，３mm厚さに切り，水に
さらし，５分ゆでる．熱いうちに酢・サラダ油

を小さじ１ずつかけておく．冷ます． 
②貝割れ菜は根の部分を切り，半分に切っておく． 
③梅肉と酢・サラダ油をあわせ，①，②を混ぜて

あえる． 
 
２．ヤーコンと白菜のサラダ 
 
材料（４人分） 
ヤーコン・・・・・・・・１６０ｇ 
白菜・・・・・・・・・・・中３枚 
細ねぎ・・・・・・・・・・・２本 
しょうが・・・・・・・・・１かけ 
ドレッシング 
酢・・・・・・・・・・大さじ３ 

醤油・・・・・・・・・大さじ１ 
レモン汁・・・・・・・大さじ１ 
サラダ油・・・・・・・大さじ６ 
 
作り方 
①調味料をあわせドレッシングをつくる． 
②ヤーコンは皮をむき，４～５cm の長さの細い
短冊型に切り，（酢）水にさらし，約１分ゆで，

水を切る． 
③白菜は３～４cm長に切り，葉は５～７mm巾，
軸は縦に薄切りする． 
④ねぎとしょうがをみじん切りする． 

⑤ドレッシングの半量で②，④をあえてしばらく

おき，白菜とあわせる．食べるときに残りのド

レッシングをかける． 
 
３．豚肉とヤーコンのピリカラ炒め 
 
材料（４人分） 
豚肉・・・・・・・・・・２００ｇ 
ヤーコン・・・・・・・・４００ｇ 
こんにゃく・・・・・・・１００ｇ 
サラダ油・・・・・・・・大さじ２ 
にんにく・・・・・・・・・１かけ 
しょうが・・・・・・・・・・少々 
調味料 
醤油・・・・・・・・大さじ１1/2 
酒・・・・・・・・・・小さじ１ 
みそ・・・・・・・・・小さじ１ 
砂糖・・・・・・・・・小さじ１ 
豆板醤・・・・・・・・小さじ１ 
 
作り方 
①調味料を混ぜ合わせる． 
②ヤーコンは皮をむき拍子木切りし，（酢）水に

さらし水気を切り，１分程ゆでる．豚肉は１口

大に切る． 
③熱した鍋に油をいれ，にんにくとしょうがのみ

じん切りを入れ，焦げないうちに豚肉をいれ，

強火で炒める． 
④肉の色が変わったら①の調味料を入れ，全体に

からめてすぐに器にとる． 
⑤次にヤーコンを炒める． 
⑥鍋に④の肉をもどし，全体を混ぜる． 
 
４．ヤーコンチャンプル 
 
材料（４人分） 
ヤーコン・・・・・・・・３００ｇ 
木綿豆腐・・・・・・・・１．５丁 
豚肉・・・・・・・・・・１５０ｇ 
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にんじん・・・・・・・・・８０ｇ 
ピ－マン・・・・・・・・・・３個 
サラダ油・・・・・・・・大さじ３ 
醤油・・・・・・・・・・・・少量 
塩・・・・・・・・・・・・・少々 

 
作り方 
①豆腐は布巾に包んで重石をして水分をとり，固

くしておく． 
②ヤーコンは皮をむき，千切りにして（酢）水に

さらし，熱湯で約１分ゆでる．にんじん，ピ－

マンも千切りにする． 
③豆腐と豚肉は適当な大きさに切る． 
④鍋にサラダ油（大さじ２）を熱し，豆腐を色が

つくまで炒めて取り出す． 
⑤鍋にサラダ油を足し，豚肉・ヤーコン・にんじ

ん・ピ－マンを入れて炒め，④の豆腐をもどし

て炒め合わせる． 
⑥塩をふり，醤油少量を入れて，味を調える． 
 
５．ヤーコンとブロッコリ－のきんぴら 
 
材料（４人分） 
ヤーコン・・・・・・・・２００ｇ 
ブロッコリ－・・・・・・・1/2株 
サラダ油・・・・・・大さじ１1/2 
醤油・・・・・・・・大さじ１2/3 
みりん・・・・・・・大さじ１2/3 
赤とうがらし・・・・・・・・少々 

 
作り方 
①ヤーコンの皮をむき，５～６cm の拍子木切り
にし，（酢）水にさらし，水気を切る． 
②ブロコッリ－は乱切り，赤とうがらしは小口切

りにする． 
③鍋に油を熱し，ヤーコンを炒め，火が通ったら

ブロッコリ－を加える．全体に油がなじんだら

調味料をまわし入れ，汁気がなくなるまで炒め

る． 
 
 
 

６．牛肉とヤーコンのさっぱり煮 
 
材料（４人分） 
牛こまぎれ肉・・・・・・・２００ｇ 
ヤーコン・・・・・・・・・３００ｇ 
にんじん・・・・・・・・・・８０ｇ 
しらたき・・・・・・・・・２００ｇ 
ねぎ・・・・・・・・・・・・・少々 
サラダ油・・・・・・・・・大さじ２ 
醤油・・・・・・・・・・・大さじ４ 
酒・・・・・・・・・・・・大さじ２ 

 
作り方 
①しらたきは適当に切って，２～３分下ゆでする． 
②ヤーコンは皮をむき，そぎ切りし，酢水にさら

す．にんじんも皮をむいて，そぎ切りする． 
③鍋にサラダ油を熱し，牛肉を炒め，肉の色が変

わったら，しらたき，ヤーコン，にんじんを加

え，炒め合わせ，水をひたひたになる程度に加

える． 
④煮立ったら火を弱め，アクをとり，醤油，酒で

調味し，１５分ほど煮る． 
⑤ねぎを小口切りし，④に散らす． 
 
７．鶏肉とヤーコンのレモン味 
 
材料（４人分） 
鶏胸肉・・・・・・・・・・１５０ｇ 
塩・・・・・・・・・・小さじ 1/5 
こしょう・・・・・・・・・・少々 
小麦粉，卵，揚げ油・・・・・・適量 
ヤーコン・・・・・・・・・１５０ｇ 
しめじ・・・・・１パック（８０ｇ） 
サラダ油・・・・・・・・・大さじ１ 
レモン汁・・・・・・・大さじ１1/3 
塩・・・・・・・・・・・小さじ 1/4 
砂糖・・・・・・・・・大さじ１1/3 
ブイヨン・・・カップ 1/2（１００cc） 
酢・・・・・・・・・・・大さじ 1/2 
片栗粉・・・・・・・・・大さじ 1/2 
水・・・・・・・・・・・・大さじ１ 
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作り方 
①鶏肉はそぎ切りにし，塩こしょうする．小麦粉

をまわりにつけて卵液をつけて１３０℃の油で

油通しする．またはゆでる． 
②ヤーコンは皮をむき薄く切り，ゆでて汁気をき

っておく． 
③しめじは根を切りすて，ばらばらにほぐしてお

く． 
④鍋を熱しサラダ油を入れ，しめじを炒め，①，

②を加え混ぜ，ブイヨン，砂糖，塩，レモン汁

を加え６～７分煮て，酢・水どき片栗粉を加え，

とろみがついたら火を止める． 
 
８．ヤーコンワンタン 
 
材料（４人分） 
豚挽き肉・・・・・・・・・２００ｇ 
ヤーコン・・・・・・・・・・８０ｇ 
片栗粉・・・・・・・・・・大さじ２ 
卵・・・・・・・・・・・・・1/2個 
干ししいたけ・・・・・・・・２０ｇ 
にら・・・・・・・・・・・・３０ｇ 
醤油・・・・・・・・・・・小さじ１ 
塩・・・・・・・・・・・・小さじ 1/5 
ワンタンの皮・・・・・・・・２４枚 
 
作り方 
①ヤーコンは皮をむいて水に漬けておき，水気を

拭いて，細かいみじん切りにする．片栗粉をふ

り混ぜる．干ししいたけはもどしてみじん切り

にする．にらも細かく切る．以上を混ぜ合わせ，

卵と塩・醤油で調味し，さらに混ぜる． 
②ワンタンの皮で①を包み口をきゅっとしめる．

１７５℃の油で２～３分揚げる． 
 
９．ヤーコンのおろしあえ 
 
材料（４人分） 
ヤーコン・・・・・・・・・１２０ｇ 
キウイフル－ツ・・・・・・・８０ｇ 
パパイア・・・・・・・・・・８０ｇ 
調味料 

大根おろし・・・・・・・２００ｇ 
酢・・・・・・・・・・・大さじ１ 
砂糖・・・・・・・・・・大さじ１ 
塩・・・・・・・・・・・小さじ 1/2 

 
作り方 
①ヤーコンは１cm位の角切りにし，水にさらし，
水気をきる． 
②キウイフル－ツとパパイアも同じ大きさに切

る． 
③大根をおろし，酢・塩・砂糖で味付けた調味料

で①と②をあえる． 
 
１０．ヤーコンパン（その２） 
 
材料（４人分） 
強力粉・・・・・・・・・・３５０ｇ 
ベ－キングパウダ－・・小さじ１．５ 
ドライイ－スト・・・・・・小さじ１ 
ヤーコン・・・・・・・・・２３０ｇ 
みかん・・・・・・７０ｇ（中１個） 
牛乳・・・・・・・・・・1/2カップ 
バタ－・・・・・・・・・・１３０ｇ 
溶き卵（塗り用） 

 
作り方 
①ヤーコン，みかんの皮をむき，フ－ドカッタ－

でおろし，ボ－ルにあける． 
②強力粉，ドライイ－スト，ベ－キングパウダ－

を混ぜてふるう． 
③①と②と牛乳を加え，混ぜてよくまとめる．細

かくちぎって表面積を大きくし，バタ－を練り

込む．よくこねたら，８個に分け丸めて型に入

れる． 
④溶き卵を刷毛で塗り，１８０℃の天火で２５分

焼く． 
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１．総説・栽培など 
 
１．持田秀之・小林透・新美洋（1999），南九州地域における糖料作物ヤーコンの生育と収量，日本作
物学会九州支部会報，65，63－65． 

２．佐藤豊三・富岡啓介・中西建夫・小金沢碩城（1999），多犯性土壌病原菌亜Macrophomina phaseolina 
(tassi) Goid. によるヤーコン，オカおよびマダラハウチワマメの炭素病（新称），四国農業試験
場報告，64，1－8． 
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